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「夏休みです。丸い物を割りましょう」







「久しぶりだな、皆みなの者！　喜べ、我わがペンデュラム邸ていの噴ふん水すいとプールが完成した!!　これを機会に納のう涼りよう親しん睦ぼく会かいを開かい催さいしたいと……」

　しょうぶ沼ぬま高校校門前にワンボックスカーを停とめるなり、サンルーフから顔を出だしてそう声を張り上げたラヴィーだが、昼休みの時間だというのにグラウンドには誰だれの姿も見えない。真夏の太陽に照らし出されて静まりかえっているだけだ。

「なんだ、これは！　誰もいないではないか！　昼だというのに一体どうなっている！」

　ラヴィーは運転席にいる二人の黒服ヴァッチとヴィッスを怒ど鳴なりつけた。

「あっ！　そう言えばすっかり忘れておりましたが、姫ひめさま」

　ヴァッチがラヴィーの方へ頭を向けて言った。

「この学校は先週くらいから夏休みに入っているはずです」

「夏休み？」

「はい。夏になると暑くて勉強もはかどりませんから、その間まとめて休みをとるわけです。この辺りの地域ですと、大体一ヵ月半は続くようです」

「一ヵ月半！　それでは夏が終わってしまうではないか！」

　ヴァッチの言葉にラヴィーは思わず声を荒あらげた。

「まぁ夏休みですからねえ」

　ラヴィーはその答えに不服そうな顔をしてみせたものの、すぐさま何か思いついたようでにやりと意味ありげな笑えみを浮うかべて言った。

「こういう時こそファンクラブの出番だ。ヴィッス、会員のメルアドに今回の納涼親睦会のニュースを流しておけ！　すぐにだ」

「はい、姫さま」

　ヴィッスがそう答えノートパソコンを起動するのを見届けると、ラヴィーはステアリングを握にぎっているヴァッチの方へ向き直ると言った。

「クルマを出せ。例の所だ」




　ラヴィーを乗せて走り去るワンボックスカーを、しょうぶ沼高校の校舎から見つめる者がいた。もっとも常人は量子ブラインドに包まれた彼かの女じよのその姿を見ることは出来ない。人ひと気けのない校舎の玄げん関かんに掛かかる、コンクリート製の庇ひさしに腰こし掛かけ、長い足をぶらぶらさせながらティオ・トランクルナイトはつぶやいた。

「なによ、あれ？　あんなのがｂｉｏビオクラフトのお姫さま？　笑わせてくれるわね」




　その頃ころ、ティセ・グロリアスドーンは広こう大だい宅のキッチンで、それと対たい峙じしていた。

「丸い」

　テーブルの上に載のったそれを見てティセはそうつぶやく。ティセは恵けい子こやアイシャと買い物に行ってきた帰り。そのティセにお帰りを言いに来たのか、飼かい猫ねこの『たいよう』がその足あし下もとでにゃあと鳴いた。

「『たいよう』も見ますか？　丸いですよ」

　そう言われた『たいよう』はまたにゃあと鳴くが、ティセはそれを同意と受け止めたようだ。かがみ込んで『たいよう』を抱だき、テーブルの上にあるそれが見える高さまで抱かかえ上あげる。

「丸い」

　しかし『たいよう』は生あい憎にくとその丸い物へ大した興味はなかったようだ。一いち瞥べつしただけで、そっぽを向き一つ大きな欠伸あくびをしてみせる。

「駄だ目めですね。『たいよう』はもっと丸い物の素す晴ばらしさを理解しないといけません」

『たいよう』を床ゆかに降ろすとティセはそう諭さとすが、いかんせん相手は猫である。もう一つ大きな欠伸をすると、キッチンから廊ろう下かを通り風通しの良い座ざ敷しきの方へ歩いて行ってしまった。ティセは立ち上がるとしばし『たいよう』を見送っていたが、やがてテーブルの上に鎮ちん座ざする丸い物の観察に戻もどる。テーブルから少し距きよ離りを置き、上半身を乗り出すようにしてそれに見入っていたティセだが、やにわに何かを思い出したようにパッと両手を広げる。そしてとたとたとキッチンを出ると、そのすぐ横にある階段を駆かけ上がり始めた。




　一方、広大はエアコンを利きかせた自室でＴＶゲームに熱中している所であった。広大は買い物に行くというティセを、恵子とアイシャに任せて、太陽が昇のぼりきった時間に起き、適当に余り物で朝食を済ませてから、ずっとゲームにかかり切りである。そんな広大の耳に階段を駆け上がってくる小さな足音が聞こえてきた。テレビ画面から目を離はなすと同時にドアにノックの音がした。問わずともノックした相手は分かる。

「いるよ」

　広大がそう答えると同時にドアが勢いよく開かれた。

「広大」

　案の定、入ってきたのはティセだ。買い物から帰ってきたらしい。ドアを開けたティセは広大の部屋に入って来るなり、両手を勢いよくぱたぱたさせながら言う。

「キッチンに丸い物があります。丸い物です。具体的に丸い」

「はぁ……？」

　慣れてきたと思う事もあるが、相変わらずティセの言動は広大の予想を明後日の方向に飛とび越こえているようだ。

「ええと……、スーパーボール？」

　夏休み直前に海に行った時、ティセがスーパーボールすくいに熱中していた事を思い出して広大はそう尋たずねる。しかしティセは頭を振ふるのではなく、両手をぱたぱたさせるリズムを変える事で、それを否定してみせた。

「違ちがいます、違います。もっと違う丸い物です」

　ティセの喋しやべり方かたはいつも変わらない。淡たん々たんとして今ひとつ感情というものを感じさせない。しかし無感情ではないのは、広大もよく分かっている。

「ティセ……」

「なんですか、広大」

「落ち着け」

「私は……」

　広大の方へ片手を差し出しかけてティセははたと何か考え込む。そのまま上うわ目め遣づかいでしばし何事か考え込んだままでいたが、やがてその場で右に左にうろうろした後、広大の方へ向き直ると言った。

「落ち着きました」

「落ち着いたか」

「はい、落ち着きました。落ち着いたのでもう一度、分かりやすく説明します」

　そう前置きしてからティセは、ぱっと勢いよく両手を広げて言う。

「丸い物があります。しかもこの場合の丸い物は、円形ではなく、球形の事です」

　相変わらずの様子に開いた口が塞ふさがらない広大にティセは続けて言った。

「日本語は難しいですね」

「いや、円形か球形かはともかくだな。つまりそれは何なんだ？」

「丸い物です。やや下方向に扁へん平ぺいですが、充じゆう分ぶんに丸いと言えます」

「だから形状は分かったから、その名前というか……。そうか名前が分からないのか？」

「名前」

　広大の言葉にティセはまた何事か考え込む。そして一つ二つ首しゆ肯こうすると、広大の方へ手を差さし伸のべながら言った。

「スイカがあります」

「だったら最初から、スイカって言えよ！」

　さすがの広大も持って回ったティセの説明にあきれ果てたようである。もっともティセも負けてはいない。広大に向かって勢いよく両手をぱたぱたさせながら反論する。

「駄目です、いけません。スイカというだけでは、丸いかどうかは分かりません」

　どうやらティセにはスイカである以前に、丸い物である事が重要らしい。

「スイカは丸い物なの！　普ふ通つうは！」

　そういえばもらい物のスイカがあると昨晩、広ひろ海みが言っていたのを広大は思い出した。

「この前、広海と買い物に行った時、楕だ円えん球状のものや、立方体状のスイカもありました。スイカというだけでは丸いかどうかは分かりません」

「いや、まぁ。それはそうなんだが、日本ではスイカと言えば普通は丸い物と決まっているんだ」

「そうですか」

「そうです」

「そういえば海に行った時、スイカ割りしなかったわねぇ」

　やにわにそんな声が窓の方から聞こえてきた。広大が頭を巡めぐらせると、恵子とアイシャがアルミサッシを開けて、窓の方から勝手に入ってこようとしている所だった。その様子を見たティセは何か思い出したようにパッと両手を広げてから広大に向かって言った。

「アイシャと恵子が、家に買い物の荷物を置いてから、遊びに来ると言ってました」

「それはスイカの前に言って欲ほしかったな」

「すみません、恵子がこちらから来た方が早いというので。私は止めたんですが……」

　恵子に続き開けた窓から部屋に入ってきたアイシャが申し訳なさそうな顔でそう言った。広大の家と恵子の家は隣となり合あっているばかりか、その屋根も場所によってはわずか数センチしか離れていない。恵子は昔から屋根をつたって広大の部屋に遊びに来ているのだ。

「せっかくだからスイカ割りしない？」

「庭でスイカ割りやってもつまらないだろう」

　広大の意見にアイシャも同意のようだ。

「そうですわね。やはりスイカ割りは夏の浜はま辺べでないと気分が出ませんわね」

「海はこの前、行ったばかりだしなぁ……」

　広大がそう言った時だ。アイシャが入って来たばかりの窓の方からまた声が響ひびいた。

「よし、では今日の納涼親睦会でスイカ割りとやらをしようではないか！」

　聞き覚えのある声だ。恵子は窓の方へ頭を巡らせながら言った。

「出たわね、ジャンガリアンハムスター」

　頭の両わきでまとめたコーラルピンクの髪かみを揺ゆらしながら、窓から首を突っ込んできたのは、自じ称しようｂｉｏクラフトの姫ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムであった。

「ジャンガリアンハムスターではない！　それよりも今日はお前たちに良い話を持って来てやったのだ。有りがたく思え！」

　言うなりラヴィーは手に持ったチラシを広大たちの方へ差し出す。

「納涼親睦会？」

　それを受け取った広大は、その紙面を見やりながら書かれた文字を読み上げた。カラー印刷されたその紙には、しょうぶ沼高校への地図と妙みように手慣れたタッチでかかれたラヴィーの似顔絵が描かいてある。ピンクの髪のツインテールという事もあり、似顔絵になってしまうと完かん璧ぺきなほどの萌もえキャラだ。

「このところ邸てい宅たくの建設準備に忙いそがしかったからな。お前たちとも親しん睦ぼくを深める時間がなかった。そこで今回、噴水とプールが出来たのを良い機会として、改めて親睦を深める為ための催もよおしを企き画かくしたのだ」

　ラヴィーが差し出したのはその納涼親睦会のチラシ。誰でも参加できると書いてある事からしても、あちらこちらに配っていそうだ。

「って言うかさぁ……」

　広大が手にしたそのチラシに目を落としていた恵子は、勝手に室内に入ってきたラヴィーの方へと、視線を戻しながら言った。

「結局あんたって『かまってちゃん』じゃない。誰からも相手にされないと、寂さびしくて死んじゃうとかそういうタイプでしょ？」

　恵子の指し摘てきに一時、ラヴィーは狼ろう狽ばいする。

「な、な、何を言っておる!!　私はただｂｉｏクラフトと人類の友好関係をより確実なものにしようと苦心しているだけではないか!!」

「それはともかく、どうやってうちの住所を調べたんだよ」

　広大はチラシを恵子へと渡わたしながらラヴィーに尋ねた。その問いにラヴィーは当たり前のようにティセを指さしながら答える。

「桜文鳥に聞いた」

　ティセを愛あい玩がん鳥類扱あつかいするラヴィーはしれっとした顔でそう言った。そんなラヴィーにティセは少し眉まゆをひそめ、激しく両手をぱたぱたさせていたが、適当なところで満足したのか、広大の方へ向き直ると何事もなかったように言った。

「私が教えました」

「知らない人に住所を教えちゃ駄目だろう」

　そう注意する広大だが、ティセは小首を傾かしげ、ラヴィーの方へ手を差し伸べるようにして言う。

「この人はラヴィーです」

　どうやら知らない人ではないと言いたいようだ。

「いや、だから。もうちょっと素す性じようがはっきりしてと言うか……」

　そんな広大の言葉に今度はラヴィーが反論する。

「何を言っておる！　私はｂｉｏクラフトの姫だと言っておるだろう!!　これほどはっきりした素性はないぞ」

「でもＵＮｂＡＲは、ｂｉｏクラフトの姫なんてものは存在しないって声明を出したじゃありませんか」

　そんなアイシャの指摘に、ラヴィーはダンダンと足を踏ふみならして答える。

「そんな事は知らん！　イモータルヌーンが何といおうと、私はｂｉｏクラフトの姫だ。それは事実だ!!」

　しばしの間、そんなラヴィーを無言で見つめていたティセだが、おもむろに一つうなずくと口を開く。

「大体、分かりました」

「分かってくれたか！」

　ティセが自分の主張を受け入れてくれたと思ったラヴィーはパッと顔を輝かがやかせる。しかしティセが分かったのは、別のことだったようだ。

「広大があのように言うので、これからはラヴィーに住所を教える事が出来ません」

　文字通り斜ななめ下したへ突つっ走ぱしるティセの思考プロセスにぽかんとする広大たちだが、対するラヴィーも負けてはいない。

「そうか。それは仕方ないな」

　ラヴィーはうなずき答えた。

「はい。残念ですが、これから住所は教えられません」

「うむ。するとこの前、住所を聞いておいたのは幸運だったな」

「それもそうですね」

　噛かみ合っているのか噛み合っていないのか、今ひとつ要領を得ない二人の会話についていけない広大たちだが、その中でいち早く我に返った恵子が言う。

「いい加減、誰か突っ込んでやりなさいよ。さもないとこの二人際限なくボケ続けるわよ」

「ボケとはなんだ、ボケとは！」

　ラヴィーは足を踏みならして、そしてティセは無言のままだが、激しく両手をぱたぱたさせて抗こう議ぎの意を表す。なんだかんだ言って、この二人、気があってるんじゃないか。目の前の様子に広大はそう考えていた。

『ケンカすると思います。でも私はあの人が嫌きらいではありません』

　広大はこの前、ティセがラヴィーを評したあの言葉を思い出していた。

「姫さま～～！」

　その時、窓の外からラヴィーを呼ぶ声が聞こえる。どうやら黒服のどちらかのようだ。

「納涼親睦会の準備が出来たそうなので、ご確かく認にんをお願いしたいと連れん絡らくがありました」

「そうか！」

　ラヴィーは弾はじかれたような勢いで、窓へと駆け寄よりアルミサッシを開ける。

「ヴァッチ、もう一つ準備してもらいたい事があると伝えろ。すぐに私も行く！」

　そして広大の方へ顔だけ向けると続けて言った。

「邪じや魔まをしたな！　必ず納涼親睦会には来いよ。そうすればお前も私と契けい約やくする気になる。じゃあまた後で!!」

　そしてそのまま、ラヴィーは窓から飛び出して行ってしまった。

「ちゃんと玄関から出入りしろよ……」

　呆あきれる広大の言葉も間に合わない。開けっ放しのアルミサッシを閉めるために窓へと歩み寄り下を見おろしてみると、ワンボックスカーが家の横に停められており、その側そばに脚きや立たつが用意してある。ラヴィーはどうやらその脚立で屋根に上がってきたようだ。ラヴィーはすでに車内に入っているようだが、脚立を片付けていた痩やせぎすの黒服は、窓から顔を出した広大と目が合うと丁てい寧ねいに会え釈しやくしてくる。広大も反射的に頭を下げた。

「割といい人みたいだけど……。これはどうみたって不法侵しん入にゆうだろうよ、おい……」

　運転席のドアを開ける黒服の姿に広大はぼやいた。

「それでどうするのよ、これ。行ってみる？　どうせ暇ひまだし」

　恵子の声に広大はアルミサッシを閉め直して部屋の中へ戻る。

「噴水とプールというからには、ちゃぷちゃぷできそうですね」

　ティセはチラシに印刷されている噴水とプールの写真に興きよう味み津しん々しんのようだ。プールと言っても競泳用のものではなく、写真からするとレジャー用の流れるプールのようだ。

　それにしても自分の家に流れるプールとは……。ラヴィーの裏にいるペンデュラム財団の資金力を思い知らされたなと広大は感じた。

「その上、スイカ割りも出来るなんて素晴らしいと思います」

「何か企たくらんでいるんじゃないのか？」

　広大はそう言うが、意外にもアイシャは意見を異にするようだ。

「ペンデュラム邸ていの中に入れるようですから、私は行った方がいいと思います」

　意外そうな顔を向ける広大にアイシャは続けて言った。

「銭湯の一件の時、隠かくれていたｂｉｏクラフトが気になります。あの状じよう況きようなら私もｂｉｏクラフトである事を察していてもおかしくありませんが、どうやらラヴィーたちにはその報告はいってないようです」

「別行動を取っているか、あるいはその何者かもラヴィーを監かん視ししているか……」

　広大の言葉にアイシャはうなずく。

「そうですね。探さぐりを入れられるなら、それに越したことはないと思います」

「それではスイカ割りですね」

　そう言うティセはどこか楽しそうにも見えた。




「納のう涼りよう親しん睦ぼく会かい……？」

　ティオからそのチラシを受け取った桜さくら子こはさすがに怪け訝げんな顔だ。

「ずいぶんと熱心みたいね、あの連中。たくさん配っていたわよ」

「配っていたのは、誰だれ？」

　桜子はしょうぶ沼高校近くの公園で、ティオからその報告を受けている所だ。夏の昼下がりという事もあり、出歩く人ひと影かげも多くはない。陽ひ射ざしを避さけ桜子は公園の隅すみで木こ陰かげになっているベンチに腰こし掛かけていた。

「アルバイトみたい。尾つけてみたけど、指示を出だしてたのもアルバイトらしいわ。もうちょっと調べてみないと、何を考えてるのか、本当の所は分からないわね」

　そう言うとティオは少しけだるそうに桜子の隣となりに座すわる。ラヴィーの事を知った桜子は、ティオに頼たのんで、少しその周囲を探って貰もらっていたのである。

「それにしても暑いわねぇ……」

　ティオはあまり暑いのは得意ではないと見える。ぐったりとした様子で木陰の間から差し込む陽光を眺ながめていた。

「それで、ティオ。あなたはどう思うの、このラヴィーって子の事？」

「さぁ」

　投げやりにティオは言う。

「でもお姫ひめさまなんてあり得ないわね。そもそもｂｉｏクラフトにはそんな階級はないし。第一、ｂｉｏクラフトかどうかも分からないわよ」

「誰でも自由に参加できます……、か」

　桜子はチラシの文言を読み上げる。

「一度、顔くらい見ておいた方がいいかしら」

　チラシに描かれているのはラヴィーの似顔絵だけ。写真はない。そうつぶやく桜子に、ティオは言った。

「別に見ても何か分かるというわけでもないわよ」

「まぁ百聞は一見にしかずという言葉もあるからね。私も少し様子を探ってみるわ」

　そしてちらりとティオの方へ視線を送って桜子は言った。

「どうする？」

　一いつ緒しよに来るかどうかという意味だ。ティオはけだるそうに少し伸のびをしてから答えた。

「私はいい。あの子が来るかも知れないし……。また夜になったら、建築現場を探ってみるわ」

　あの子というのは、ティセの事だ。納涼親睦会はしょうぶ沼高校のすぐ側にある、建築中のペンデュラム邸で行われる。夏休みとはいえ、盛大にチラシを配っていたのなら、ティセが顔を出さないとも限らない。そしてどうやらまだティオはティセとは顔を合わせたくないようだ。ティセが来るという事は、広大たちも顔を出す可能性があるはず。

　桜子は少し逡しゆん巡じゆんしたものの、取とり敢あえずラヴィー本人を確認してから、さっさと退散すればいいかと考える。

「量子ブラインド、切るわね。私は上で夜まで寝ねてるから、何かあったら連絡して」

　上でというのは、ｂｉｏクラフト形態で上空に待機するという事だ。

「本当、暑いわねえ」

　ベンチから立ち上がると、ティオは青い空を見上げてまたそう言った。




「よぉ、来ていたのか」

　ティセたちより一足遅おくれてペンデュラム邸に到とう着ちやくした広大は、その入り口である豪ごう奢しやな門の側に立つ、見慣れた二人組に声を掛かけた。

「まぁな」

　少しはにかむようにそう答えたのは、クラス委員長の後うしろ崎ざき孝たか郎おだ。委員長という役職に似合わず金きん髪ぱつにアロハシャツという出いで立たちだが、これでいて中身はなかなかの真ま面じ目め人間なのである。一方、孝郎と一緒にいるクラスメートはある意味で正反対なのだ。

「来ないわけがなかろう。こう見えても俺おれは『姫さまファンクラブ』会員ナンバー一六番なのだ。メールで優先的に連絡があったくらいだからな」

　なにやら妙みように偉えらそうな態度でそう言うのは末すえ広ひろ彰あきら。地味な七三分けに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねと来れば、孝郎よりもこちらの方が委員長向きとも思えるのだが、その実態たるや、男子クラスメートさえ引くほどのむっつりスケベなのである。もっとも女子や女教師の前では、そんな気配など微み塵じんも見せない事もあり、見た目通りの堅かた物ぶつで通っているのである。

「なんだよ、その『姫さまファンクラブ』てのは？」

　怪訝な顔で尋たずねる広大に、彰は出し抜ぬけに自分の携けい帯たい電話を取り出しその液えき晶しよう画面を突きつける。

「見よ、これを！」

　携帯の待ち受け画面に映っているのは、ちょっとぎこちない様子で笑えみを浮うかべ、ポーズを取っているラヴィーの姿だ。

「ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムファンクラブ。即すなわち『姫さまファンクラブ』だ！　今ならもれなくファンクラブ特製姫さま待ち受け画像がダウンロードできるぞ！」

「なんだ、そりゃ」

　呆れ返かえる広大に孝郎が説明する。

「あのラヴィーって子のファンクラブだよ。一応、公こう認にんだってさ。なんでもファンクラブを通して交流を深めたいとか何とか……」

「すっかりアイドル気取りだな」

　説明されても広大はますます呆あきれるばかりである。しかしそんな広大に構わず彰はますます調子に乗って続ける。

「ファンクラブでは、姫さまの転校を認めるよう学校や文科省にも働きかけていくつもりだ。二一世紀だと言うのにクラスメートに宇宙人の一人もいないのは理り不ふ尽じんだろう。大おお空ぞらくん、君も会員になって姫さまを我わが校こうに迎むかえ入いれようではないか!!」

　いや、本当はいるんだけどな。二人ほど。広大はそう考えるものの口に出して言うことは出来ない。

　しかししょうぶ沼高校への転校を認めさせる為ため、生徒や近きん隣りん住民を懐かい柔じゆうするというラヴィーの作戦は地道に、着実に進められているようだ。

　その時、ペンデュラム邸の門の所から広大を呼ぶ声がした。

「広大」

　同じ学校に通う宇宙人の一人だ。もっとも本人たちは宇宙人と呼ばれる事をひどく嫌きらう。門の所からちょこんと顔を出したティセは、両手をリズミカルにぱたぱたさせながら言った。

「広大、待ってました。丸い物が沢たく山さんあります。沢山です。沢山」

　広大は孝郎と目配せする。彰は女の子の前は真面目人間を装よそおっている。ティセたちが待っているペンデュラム邸ていの門をくぐれば、彰の妙な情熱に付き合わされる事もなかろう。

「いま行くよ」

　そして広大は彰を振ふり払はらい、小走りに門の方へ向かう。

「ちょ、ちょっと待ちたまえ！　大空くん！」

　言われて待つ理由もない。広大は孝郎と共に門の方へ向かう

「兵ひよう衛えは柔じゆう道どう部ぶの合宿だったよな」

　足を速めながら話題を逸そらす広大に孝郎も合わせる。

「あぁ。来週までだ。それよりも貴た風かぜさんも来ているんだろう？」

「うん、ティセたちと一緒に先に入っている」

「待ちたまえ、大空くん！」

　追いかけてくる彰から逃にげるように広大と孝郎は門をくぐり、ペンデュラム邸の大きな前庭に入っていった。

　そして密ひそかにその様子をうかがっていた人ひと影かげが一つ。

「兵衛さんは合宿か……。じゃあ私の顔を知っているのは、あの子たちだけね」

　自動販はん売ばい機きの陰かげから顔を出だし、そうつぶやくのは逢おう瀬せ桜子であった。




「丸い物が沢山です。沢山。その上、回っています。ぐるぐるです」

　門の所まで広大を迎えに来ていたティセは、そう言うとすぐに踵きびすを返して邸てい内ないに戻もどっていく。

「はぁ……？」

　広大と孝郎は相も変わらぬティセ独特の表現に顔を見合わせるだけだ。とたとたと駆かけて行くティセの先には、立派な噴ふん水すいとそしてその周囲を巡めぐっている流れるプールがある。ご丁てい寧ねいな事に流れるプールの側そばには、そのまま水に入れるゾウさんの滑すべり台だいまで完備してある程ほどだ。

　噴水とプールが一足先に完成したと言うが、確かに建物そのものには、足場が組まれブルーシートが張はり巡らされている。アイシャは様子を探さぐりたいと言っていたが、これでは建築中の建物そのものを見る事は出来ない。

　噴水をぐるりと一周している流れるプールの周りにはチラシで集められたのだろう、しょうぶ沼高校の生徒や近所の子供たちが集まってはしゃいでいる。プールに入っている子供たちの様子からすると、それほど水深はないようだ。

「あ、来た来た！」

　広大の姿を見つけた恵子がプールサイドで手を振る。

「貴風さんは？」

　少し足を速めて広大たちよりも先に恵子の所へ着いた孝郎がそう尋たずねた。

「アイシャはスイカ割りの準備を手伝ってるわ。それより見てこれ……！」

　恵子にそう促うながされ流れるプールの方を見た孝郎の目が丸くなるのが分かる。

「なんだよ、一体？」

　遅おくれて恵子と孝郎に追いつき、その視線を追ってやはりプールの水面を見た広大は思わず絶句した。

「丸い物が沢たく山さんあります。その上、回っています。ぐるぐるです。ぐるぐる」

　二の句が継つげない広大と孝郎の横で、ティセは上じよう機き嫌げんで両手をぱたぱたさせている。

「イモを洗うとはよく言うけどな……」

　呆あきれる孝郎の言葉を受けて広大は続けた。

「洗ってるな、スイカを」

　その通りだ。水深は五〇センチほどだろうか。少なめに水が張られた流れるプールを、無数のスイカがぷかぷか流れていくのである。

　偽にせ物ものではないかと思い、身を乗り出して確かく認にんしてみた広大だが、どうやら流れていくスイカはみんな本物のようだ。見た限りでは軽く三桁けたに達する数はあるだろう。それだけのスイカがプールの流れに従って漂ただよう様は、壮そう観かんといえば壮観。あるいはシュールと言っても良いだろう。チラシに釣つられてきた近所の子供たちがはしゃぐのも無理からぬ所だ。

「しかし金持ちのやる事は分からんなぁ」

　孝郎が嘆たん息そくしてそう言うが、広大も全く以もつて同意見である。

「おお、来たか。メガネ！」

　広大の姿を見つけたラヴィーがピンクのツインテールを揺ゆらしながら駆かけ寄よってくる。呆あつ気けにとられている広大に構わずラヴィーは満足げに言った。

「どうだ、なかなか豪ごう華かなスイカ割りだろう？」

「スイカ割り？」

　鸚おう鵡む返しにそう言う広大を、ラヴィーは怪け訝げんな顔で見上げる。

「なんだ、お前。自分で言っておいてスイカ割りを知らないのか？」

「いや、スイカ割りじゃないだろう。これは」

　そう言う広大に恵子も加勢する。

「そうそう、ぐるぐる回ってるだけでスイカ割りじゃないじゃないの」

　二人の反論にラヴィーは首を傾かしげて尋たずねた。

「スイカ割りとは、スイカをぐるぐる回して割る遊びではないのか？」

「違ちがうって！」

　声を上げる広大の横で、ティセもラヴィーに反論する。

「そうです、違います。ラヴィーは具体的に間ま違ちがってます」

　上半身を乗り出だしラヴィーへと片手を差し出しながらティセは続けて言った。

「スイカ割りとは、自分がぐるぐる回りながらスイカを割る遊びです」

「……いや、それも微び妙みように違う」

　広大のその言葉にティセは振ふり返かえり、当とう惑わくを表すかのようにぎこちなく両手をぱたぱたさせながら聞き返す。

「違ちがいますか？」

「違う」

　ティセはしばし上うわ目め遣づかいに何事か考え込み、そして一度二度、うなずいてからおもむろに口を開いた。

「それは困りましたね」

　そんなティセに横からラヴィーがくちばしを挟さしはさむ。

「困りものはお前だ、セキセイインコ！」

　ティセはそんなラヴィーの方へ振り返ると、激しく両手をぱたぱたさせて威い嚇かくする。

「あの、ティセさま……」

　プラスチック製のバットと目め隠かくし用の長い布という、スイカ割りの道具を揃そろえて来たものの、話しかけるタイミングを計りかね、後ろで待っていたアイシャがようやく割ってはいる。

「貴風さん、来ていたんですか！」

　来ているのは知っていただろう。白々しく言う孝郎に広大は内心、そう突っ込みたくなるが、アイシャは適当に愛あい想そ笑わらいを浮うかべただけで、その言葉をスルーしてしまった。

「スイカ割りというのはこうやるんですよ」

　言うなりアイシャは素す早ばやい動作で広大の後ろへ回り込み、サッと目隠しをしてしまう。眼鏡の上からだが、しっかりと縛しばられてしまった広大はまるで外が見えない状態だ。

「こうやって目隠しをして、ぐるぐる回るわけです」

　広大はアイシャに言われるままその場で何度も回ってみせる。

「そして周囲の皆みなさんの誘ゆう導どうを頼たよりに、バットや棒でスイカを割るのです」

「はい、右右！」

「よぉし、そのままだぞ広大！」

　調子に乗った恵子がさっそく声を掛かけ、気を取り直した孝郎に誘導されるまま、目隠しされた広大はアイシャから手て渡わたされたバットを手に、スイカを求めてプールサイドをさまよう。

「よし、そこだ。一歩、踏ふみ出だせ広大！」

　孝郎に言われるまま踏み出した広大は、足あし下もとに何の感かん触しよくもない事に気付いてから、ようやくその事を思い出した。

　そういえばスイカはみんなプールの中にあるんじゃないか！　しかしすでに時遅おそし。広大はそのままプールの中にざぶんと落ちてしまった。

「なるほど。スイカ割りとは、なかなか危険な遊びだな」

「恐おそろしくて泣いてしまいそうですね」

　ラヴィーとティセのそんな会話を聞きながら広大は目隠しを外し、プールの水の中から立ち上がる。

「お前らなあ！」

「天てん罰ばつだよ、天罰！」

　広大をプールに誘導した孝郎がにんまりとした顔でそう言った。

「本当はスイカを地面の上に置いてやるんです。別に危険な事はありませんよ」

　プールサイドではアイシャがティセとラヴィーにそう説明してやっている所だった。




「なにをやってるのかしら、まったく……」

　滑すべり台だいの陰かげに隠かくれて様子をうかがっていた桜子は、広大たちのはしゃぎっぷりにすっかり呆あきれていた。目の前のラヴィーが正体不明の存在だというのにあまりにも無防備だ。

　これ以上、ここで観察していても収しゆう穫かくはなさそうね。桜子がそう考えた時だ。広大が自分の方へとやって来るのが目に入る。はっきりとは聞き取れなかったが、どうやら滑り台の後ろにある仮設テントに、タオルがあるとラヴィーに言われたようだ。

　桜子は近づいてくる広大の姿に躊ちゆう躇ちよする。いまここから出れば広大の目に入る。だからといって隠れる場所もないし、広大が来れば見つかってしまうだろう。急いで離はなれればむしろ事がややこしくなりそうだ。

　まぁ、いいわ。ものはついで……。




「大空さん」

　タオルが準備してある仮設テントに向かっていた広大は、やにわに滑り台の陰から誰だれかに話しかけられた。聞き覚えのある声だが、その主がこの場にいるとは思いもしなかった。広大は意外そうな顔で滑り台の陰へと視線を向ける。

「桜子ちゃん？」

　滑り台の陰に隠れていたのは桜子であった。桜子は唇くちびるに指を当てて黙だまっていろと言う仕草をすると、続けて声をひそめて言った。

「馴なれ馴れしい呼び方をしないでくれませんか」

　少なからず棘とげのある口調だ。もっともそう言われても広大は、彼かの女じよをなんと呼ぶべきか、ぴんと来るものがない。どうしてここへと尋たずねかけた広大は、桜子が肩かたごしに一いち瞥べつをくれる方に気付いて納なつ得とくする。その視線の先にいるのはラヴィーなのである。

「ラヴィーか」

　広大も滑り台の陰に入り、そう言った。

「それであの子、本当にｂｉｏクラフトなんですか？」

「ＵＮｂＡＲはそう言ってないだろう」

　そう答える広大の方へ向き直ると桜子は問い返す。

「ｂｉｏクラフトを名乗る詐さ欺ぎ事件は、世界中で何件も起きてます。それにも拘かかわらず、今回に限ってＵＮｂＡＲがあんなに早く声明を出したのはおかしいとは思いませんか？」

「まぁ、それはそうだけどな」

　曖あい昧まいにそう答え広大も桜子に倣ならいそっとラヴィーの様子をうかがった。ラヴィーは二人の黒服に命じてプールからスイカをすくい上げ、プールサイドに置き真っ当なスイカ割りの準備を始めている。チラシやメールで集められた生徒や近所の人たちも、思い思いにスイカ割りや水遊びを楽しんでいる最中だ。

「あの黒服二人がｂｉｏクラフトなのは確実だ。でもラヴィーは正直、分からないな。人間なのか、ｂｉｏクラフトなのか。今のところ断言できる証しよう拠こはないよ」

　そう言うと広大は肩をすくめて見せた。その時だ。広大を呼ぶ声がした。

「広大～～！」

「どこに行った、あのメガネ！」

　恵子とラヴィーがなかなか広大が戻もどってこない事に痺しびれを切らしたようだ。

「それでは捜さがしてきます」

　ティセもそう言うと手にプラバットを持ったまま、とたとたとこちらへ歩いてくる。

「どうぞ。もう用はありません」

　桜子はにべもなくそう言った。どうしたものかと広大は困ったような顔でしばしその場に立ちつくしていたが、結局は仮設テントに向かい、長テーブルの上に載のったカゴからタオルを取り出して戻ってきた。そしてまた桜子の側そばに来ると、少し考えてから口を開く。

「良かったら一いつ緒しよにスイカ割りやらない？」

　そう言う広大を、桜子は少し驚おどろいたような顔で見つめる。そして呆れたようなため息をついてから言う。

「またあの子に怒おこられますよ」

　恵子の事を言ってるのだろう。重ねて誘さそっても逆効果と思ったのか、広大はタオルを頭から被かぶり恵子たちの方へ戻って行った。

「……まったく」

　滑り台の陰から出て、悟さとられぬよう邸てい宅たくから出て行こうとした桜子だが、やにわに背後に誰かの気配を感じる。

「こんにちは」

　振り返ると同時にそう声をかけられる。いつのまにかティセが桜子の背後に居たのだ。

「え、あの……。あなた……、一体どこから出てきたの？」

　そう尋ねる桜子に、ティセは小首を傾かしげてから後ろにある滑り台の方へと視線を巡めぐらせる。どうやら広大を捜しに来たティセは、なぜか滑り台に上っていて、そこで桜子を発見したようだ。道理で近づいて来ていたのに気付かなかったはずだ。

「ティオは元気ですか？」

　ティセはすぐに妹の事を尋ねる。

「ええ、まぁ」

「今日は一緒ではないのですか」

「ちょっと、用事があって。私しか来てないわ」

　ティセと顔を合わせたくない。ティオがそう言っていたと教えるのは、何となくティセに不ふ憫びんな気がして、桜子は咄とつ嗟さにそうごまかしてしまった。

「そうですか」

　口調にも表情にも変化はない。しかし沈しずみ込んでいるような気がしないでもない。ティセは気を取り直すように一つうなずくと、桜子の前に手にしたバットを差し出した。

「どうですか」

「スイカ割り？」

　虚きよを突つかれた事もあり、桜子は反射的にプラバットを受け取ってしまっていた。

「みんなと一緒だと楽しいと思います」

　見上げる碧あおい瞳ひとみに桜子は当とう惑わくしながらも拒きよ絶ぜつする。

「私は……。こういうの、柄がらじゃないわ」

　桜子のその表現が分からなかったようで、ティセはまた小首を傾げている。しかし拒絶されたというのは察する事が出来たようだ。

「そうですか」

　そういうとちらりとプールサイドの皆の方を見やる。そこでは戻った広大や、恵子、アイシャ、そしてラヴィーたちが楽しげにスイカ割りを始めていた。ティセは桜子の方へ頭を戻すと、上半身を乗り出し、片手を差し出すいつもの仕草で言った。

「待ってます」

　それだけ言うとティセはさっときびすを返して広大たちの方へ戻って行ってしまう。

「あ、あのこれ……」

　手にしたバットをどうしたものかと声を掛ける桜子に、ティセは足を止めて振り返る。

「待ってますから」

　そうとだけ言うとまたとたとたと広大たちの方へと走り出した。何を待っているのか、スイカ割りの事なのか、それとも別の事なのか。ティセははっきりとは言わなかった。

　桜子はまた滑り台の陰に隠れて思いを巡らせる。確かにティオがティセに会いたくないというのも分かるような気がする。決して饒じよう舌ぜつとは言えないティセだが、何となく相手を自分のペースに巻き込んでしまう、不思議な雰ふん囲い気きがあるのだ。そして何よりも強く桜子の印象に残ったのは、ティセがいつもティオを気に掛けているという事。

「やっぱりお姉さんなのね……」

　滑り台の陰に隠れたまま桜子はそうつぶやいていた。




「おし！　次は広大だ!!」

　無事にスイカを割り終えた孝郎は広大にプラバットを渡わたす。孝郎からプラバットを受け取る広大の姿に、ビーチサイドの椅い子すに座すわっていたラヴィーは少し不服そうに言う。

「しかしなんだな、こうしてスイカを割っているだけというのもつまらないな」

「つまらないも何も、そもそもスイカ割りというのはこういうものです」

　アイシャはそう答えるが、ラヴィーは納得できないようだ。しばし腕うで組ぐみをしたまま何事か考え、ヴィッスを呼び寄せ何事か耳打ちする。一つうなずいた太めの黒服は、プールからスイカを拾い上げると、やにわに広大に向かって放ほうった。

「大空広大、受け取れ」

　アイシャに目隠しをしてもらう所だった広大だが、プラバットを投げ出し放られたスイカを慌あわてて受け止める。体格の良いヴィッスは軽々と放ったが、広大が両手で持っても、ずしりと重量を感じる程ほどの大きなスイカだ。

「どうかしましたか？」

　桜子の所から帰ってきたティセが恵子とアイシャにそう尋ねるが、ラヴィーの意図がわからぬ二人は首を傾げるだけ。一方ラヴィーは広大が放り出したプラバットを拾い上げ、傍かたわらのテーブルの上に仁に王おう立ちになると声を張り上げる。

「よし、メガネ！　私がお前の持っているそのスイカを割ったら契けい約やくして貰もらうぞ!!」

「……はい？」

　ラヴィーの唐とう突とつな物言いに広大は返す言葉がない。

「だから、お前の持っているスイカを私が割ったら、ｂｉｏパートナーの契約を結んでもらうと言ってるのだ!!」

「いや、それは……」

　出来ないという言葉を広大は飲み込む。ｂｉｏパートナーの二重契約は出来ない。また一度、パートナーとなった人間は、他ほかのｂｉｏクラフトと再契約は出来ないのだ。広大はティセのｂｉｏパートナーであり、それは当面、伏ふせておくという取り決めがされている。どのみち広大はラヴィーと契約する事は出来ないのだが、今のところその理由を公表するわけにもいかない。

「契約とスイカ割りとどういう関係があるんだ？　なんでそういう話になる？」

　スイカを抱かかえたままで抗こう議ぎする広大に、ラヴィーは悠ゆう然ぜんとして言った。

「笑しよう止し！　それはｂｉｏクラフトの姫ひめたる、このラヴィー・スプレンディッドペンデュラムが決めたからだ!!」

「んな、無む茶ちや苦く茶ちやな!!」

「何を言ってる！　条件は公平ではないか！　行くぞ、メガネ!!」

　言うなりラヴィーはバットを振り上あげ、テーブルから飛び降り広大へと襲おそいかかる。最初は冗じよう談だんかと思っていた広大だが、どうやらラヴィーの様子からすると至って本気のようである。スイカ割りと契約とは何の関係もないし、理り不ふ尽じんこの上ない要求ではあるが、ラヴィーが本気とくればスイカを割られるわけにも行かない。広大は大きなスイカを抱えたまま逃にげ回まわる事になってしまった。

「何をやっているんだか……」

　プラバットを振り回すラヴィーから逃げる広大に、恵子とアイシャは呆れた顔を見合わせる。ティセはその様子をしばし眺ながめていたが、やがて足下に放り出してあったバットを手に取ると、二人に向かって手を差さし伸のべるようにして言った。

「素す晴ばらしい考えがあります」

「あんたの素晴らしい考えは、コンボイ司令の『私にいい考えがある』並みに当てにならないじゃないの」

　完全に言葉の意味を理解しているわけでもないが、ティセは一応、両手をぱたぱたさせて抗議の意を表してから、気を通り直して話を続けた。

「先に広大のスイカを割ってしまいましょう」

「あ～～、なるほどね。そうすればラヴィーが広大のスイカを割る事も出来ないもんね」

　文句を言っていたにも拘わらず、あっさりと恵子は納得してみせる。

「まぁティセさまがそうおっしゃいますのなら……」

　あまり乗り気ではないようだが、アイシャもプールサイドに用意してあったプラバットを手に取った。

「じゃ私がスイカを割ったら夏休みの間、ずっと広大の家で朝ご飯食べさせてもらおう」

「それは関係ないと思いますが……。そうですね、私は特訓メニューを強化しましょうか」

　アイシャは恵子をたしなめかけたものの、結局は自分も乗ってしまう。

「よぉし、待ってなさいよ。朝ご飯!!」

　恵子はそう自らに気合いを入れるやバットを振りかざして広大を追いかけ始めた。その様子を見ていた孝郎は何を思ったのかプールからスイカを一つ拾い上げるとアイシャに向かって言った。

「貴風さん、こっちにもスイカありますよ～～ッ！」

　しかしアイシャはにっこりと笑いながらまたもや孝郎の言葉を躱かわす。

「まぁ、大きなスイカですわね」

　そう言うとアイシャは恵子に続いて、ラヴィーから逃げ回る広大を追いかけて行ってしまった。




「まったく子供みたいな真ま似ねを……」

　ラヴィーに追われる広大の姿に、さすがに呆れた桜子はペンデュラム邸ていから出て行こうとする。しかし何な故ぜかラヴィーは桜子が隠れている方へと広大を追おい詰つめているではないか。ラヴィーだけではない。ティセに恵子やアイシャも広大を追いかけてきている。

「なんでティセや恵子まで参戦してくるんだよ！」

「こっちにはこっちの都合があるの！　だからおとなしくスイカを割られなさい！」

「どうせ何か企たくらんでいるんだろう！」

「ただ夏休みの間、朝ご飯を食べさせてもらうだけだって！」

「勝手にたかるな！」

　恵子にそう言い返す広大にラヴィーが叫さけぶ。

「よし、それが嫌いやなら私と契約だ！　おとなしくスイカを割られるがいい、メガネ！」

　ラヴィーから逃げるだけなら楽勝かと思われたが、思わぬ伏ふく兵へいが現れた。

「失礼、大空広大」

　言うなりヴァッチ、ヴィッスの黒服二人が広大の前に回り込んできたのだ。

「あんたたちは関係ないじゃないですか！」

「まぁサッカーや野球の審しん判ぱんと同じようなものと思ってください」

「そうです、いわば石ころのようなものですな」

　広大の行く手を塞ふさぐ黒服二人はそう言った。

「石ころが勝手に動いて行く手を塞ぐか!!」

「でかしたぞ。ヴァッチ、ヴィッス！」

　黒服二人と後ろから追いすがってくるラヴィーに挟まれかけた広大だが、フェイントをかけてさっと横に逃げる。

「最近、訓練を怠なまけているからですわね」

　しかしその前に今度はアイシャが立ちふさがる。

「広大、私がスイカを割って差し上げます。そうすればラヴィーと契約する事もないでしょう。その代わり……」

　嫌な予感がした広大は周囲を見て咄嗟に追いかけてくるラヴィーの方へと突とつ進しんした。

「特訓メニューを強化ですわ！」

　アイシャが振り下おろしたバットは間かん一いつ髪ぱつ空を切る。追いかけてきたラヴィーは、突とつ然ぜん、広大が自分の方へ向かってきたので、反射的に足を止めてしまった。広大はその隙すきにラヴィーの横を駆かけ抜ぬけていく。そして滑り台の脇わきを駆け抜けようとした時、その陰から出てきた桜子と衝しよう突とつしそうになった。

「きゃ!?」

　小さく悲鳴を上げる桜子に、慌てて足を止めた広大はバランスを崩くずして、スイカを取り落としそうになるが、倒たおれ込みながらも何とか抱え直して事なきを得た。

「あら、来てたの。悩なやまし番長。あなたもスイカ割りするの？」

　桜子の姿に追いかけてきた恵子はそんな事を言った。

「何ですか、その何とか番長って！　それに私はこんな遊びは……」

　そう言いかけた桜子だが、手にしたプラバットを見やりしばし何事か考える。そしてバットを竹刀しないのように構えると広大に向かって言った。

「そうね。こんな茶番、私が幕引きすればいいのよ」

　言うなりバットを広大の持つスイカへと向かって振り下ろす。これまた何とか躱した広大の耳元で桜子は囁ささやいた。

「もしスイカを割ったら、これ以上、私とティオの事に構わないでくれませんか？」

「いや、だから何でそうなる!?　そういうのとスイカ割りは関係ない……」

　しかし桜子は最後まで言わせてくれなかった。

「問答無用！」

　続けてバットを振るう。しかし竹刀とプラスチック製のバットでは勝手が違うのか、なかなか当たらない。二度、三度繰くり返しても同じだ。最初は気楽に構えていた桜子だが、徐じよ々じよにその様子が変わってくる。表情は険しくなりバットを握にぎる手にも力が込められて来るのが分かる。恵子やラヴィーの方が圧あつ倒とうされ、割ってはいる事を忘れる程だ。

「どうしてあなたは！」

　またプラバットを振るうがこれも広大にひらりと躱される。

「いつもいつも……！　昔からそうじゃないですか！」

「昔からって……」

　どうやら広大と一緒に通っていた剣けん道どう教室の事を言っているようだ。

「あの頃ころから桜子ちゃんの方が強かったじゃないか」

「強かったですって？」

　広大のその言葉に桜子は手を止める。

「私は一度も、あなたから納得のいく形で一本を取った事なんてありません！」

　桜子は声を荒あらげた。

「あなたはいつもそうやってのらりくらりと躱して、最後には自分から負けていたんじゃないですか!!」

「それは思い過ごしだって……！」

　桜子がそう感じていたとは、今の今まで広大はつゆほどにも思っていなかった。広大としては自分から負けたつもりはない。いや、多少は手加減した記き憶おくがないでもないが、いずれにせよ桜子の方がはるかに強かったという印象しか残っていないのである。

「あちゃ～～、これは地じ雷らい踏ふんだわね」

「剣けんに邪じや念ねんがあるからですわね。きっと」

　すっかり観戦モードに入っている恵子とアイシャがそんな事を言っているのが桜子の耳に入る。桜子はキッとなって二人の方へ向き直るが、広大はその隙に退散しようとする。しかしそこで眈たん々たんと様子をうかがっていた虎とら、否いなジャンガリアンハムスターが襲いかかってきたのだ。

「貰ったぁ!!」

　広大の横に回り込んでいたラヴィーがプラバットを突きつけてきたのだ。背の低いラヴィーだからバットの先せん端たんをスイカ目がけて突き上げてくる。広大のすぐ後ろは滑り台。これ以上、後ろへ下がる事が出来ない。このままではバットは広大のスイカを直ちよく撃げきする。

　駄だ目めか……!?　いや、まだ策はある!!　広大は瞬しゆん時じに閃ひらめいたその作戦を実行に移した。手にしたスイカを上へと垂直に放ったのだ。ラヴィーが下から突き上げたプラバットは、一瞬前までスイカがあった空間を貫つらぬいただけだった。

　よし！　あとはスイカを受け止めるだけ。しかしその時、広大の上から何やら気合いの抜けたかけ声が聞こえてくる。

「えい」

　滑り台の上から振るわれたプラバットが、空中にあるスイカに当たった。そしてスイカは広大の手をかすめ、そのままコンクリートの地面に落ちて割れた。

「丸くなくなってしまいました」

　滑り台の上からそう言いながら顔を出してきたのはティセである。どうやら滑り台の上で様子をうかがっていたらしい。

「少し残念です」




「本当にこれでいいの？」

　スイカにかぶりつきながら恵子はティセに尋ねる。

「はい」

　きれいに切り分けられたスイカを前にティセはそう言う。いつもと同じ口調、表情だが充じゆう分ぶんに満足してる様子がうかがえる。ティセの要求は何という事はない。みんなで一緒にスイカを食べたいという事だった。

「なるほど、スイカはただ割る物ではなかったのだな」

　やはりスイカを食べながら、ラヴィーも感心したようにそう言った。プールサイドでは孝郎や彰はもちろん、招かれた近所の人たちにもスイカが振る舞まわれている所だった。

「はい、スイカお代わり～～！」

　スイカを一切れ平らげた恵子は、ぽんぽんと両手を打って広大を呼ぶ。

「うるさいなぁ。今やってるだろ」

　一方、一人でスイカの切り分けという理不尽な要求を突きつけられた広大は、テントの下でその作業に没ぼつ頭とうしている最中だ。なにしろ百個を優に超こえる数である。その上、騒さわぎを聞きつけた野や次じ馬うまもご相しよう伴ばんに与あずからんと詰めかけてきているのである。黒服二人に、見かねたアイシャも手伝っているのだが、なかなか追いつかない状態である。

「ほら、追加」

　新しく切り分けたスイカを持ってきた広大に、恵子が何か思い出したように尋ねる。

「そう言えばあの子、どうしたの？」

「桜子ちゃんか？　帰ったよ」

「でもおみやげを渡しておきました」

　広大の言葉をティセが補足する。

「おみやげ？」

「はい、おみやげです」

　そう言うとティセは、上じよう機き嫌げんで両手をぱたぱたさせた。




「遅かったわね」

「ちょっと馬ば鹿か馬ば鹿かしい事があってね」

　桜子がマンションに戻ると、すでにティオが帰ってきていた。桜子は自分の机に座りノートパソコンをいじっていたティオに向かって言った。

「キッチンのテーブルにおみやげがあるわ。無理に持たされたんだけど……」

　ティセにとは言わない。ティオは無関心を装よそおうが、結局は好こう奇き心しんに負けたようだ。素知らぬ風を装いキッチンの方へと向かって行った。そのティオと入いれ替かわる形で机に座った桜子は憮ぶ然ぜんとして熱帯魚のスクリーンセーバーを見つめる。

　まったく、どうしてあんなに熱くなってしまったんだろう。いま思い出しても不思議だ。そんな桜子に向かってキッチンから顔を出したティオが声をかけた。

「桜子、丸い物があるわよ」
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アイキャッチ　07―08話





ラヴィー　「待たせたな、皆のもの！　『グロリアスドーン』アイキャッチ二巻がようやく登場だ！　これでいつでも私の話をまとめて読む事が出来るぞ!!　一巻と同様、一人一冊とは言わず、十冊でも百冊でも買う事を許可しよう!!」

ティセ　　「丸い」

ラヴィー　「なんだ、お前は。まだスイカを眺めていたのか？」

ティセ　　「はい、丸いものは素晴らしいです。ドリルには敵かないませんが充分に素晴らしいと思います」

広大　　　「しかしいつの間にファンクラブなんて作っていたんだよ」

ラヴィー　「うむ、こちらに来ると同時に動かし始めていたのだ。今なら特製待ち受け画面の他、抽選で生写真とサイン色紙も当たるのだ。さらにペンデュラム邸完成後には、月に一度は『姫さまを囲むお食事会』を開かい催さい予定なのだ。どうだ、メガネ。お前も入らんか？　もちろん入会費、年会費は無料だ！」

広大　　　「いや、俺おれは……」

ティセ　　「入ります」

ラヴィー　「は？」

ティセ　　「ラヴィーはお友達ですからね」

ラヴィー　「いや、まぁ入ると言うのなら止めはしないが……」

恵子　　　「あ～～、私も入る入る!!」

広大　　　「……恵子、お前『姫さまを囲むお食事会』が目当てだろう」

アイシャ　「そうですわね。私も入っておきましょうか。色々と探さぐりを入れるのにも便利そうですから」

ラヴィー　「なんだ、その探りを入れるとは!?　お前、まだ私がｂｉｏビオクラフトの姫と信じていないのだな!!　まぁ、いい。メガネ、それでお前はどうする？」

広大　　　「いや、だから俺は……」

恵子　　　「入っちゃいなさいよ。どうせ、タダだし。それにラヴィーも入って欲ほしいんでしょう。広大に」

ラヴィー　「べ、べ、別に私はメガネにファンクラブに入ってほしいとは思ってないぞ！　本当だぞ!!」

恵子　　　「ツンデレだ、ツンデレ」

ティセ　　「ツンデレ」









「夏休みです。幽霊に会いに行きましょう」







「パネルはここだな。それとカーテン一枚追加！　あとブラックライトも」

「計画表見せて、計画表。音楽室のスタンプはここでＯＫ？」

　夏休み中だというのに、私立しょうぶ沼ぬま高校の校舎内は妙みように騒さわがしかった。

「生徒会に確かく認にんしてくれよ。後で違ちがうと言われても困るんだよ」

「じゃあ私、ちょっと聞いてくる」

　女生徒の一人が階段へ向かって駆かけ出だす。生徒たちの作業が続いている一階から一つ階を上がっただけで、夏の夕ゆう闇やみが迫せまっている校舎はしんと静まりかえっていた。生徒会室は三階。女生徒はそのまま階段を駆け上あがろうとして、その気配に気付いて足を止め、踊おどり場ばへと戻もどる。

　変だな……。声には出さないがそう感じていた。

　踊り場の窓の外には、建築中のビルが見える。夏休み直前、文字通り天から降ふってきた自じ称しようｂｉｏビオクラフトの姫ひめ、ラヴィーを支し援えんしているペンデュラム財団が建設しているものだ。しかし女生徒が違い和わ感かんを覚えたのは窓の外に見える建築中のペンデュラム邸ていではない。踊り場の窓の辺り。そこは階下にある出入り口の庇ひさしになっており、ひと一人くらいなら立つ余よ裕ゆうがある。無論、出入りは禁止されていたが、その女生徒は踊り場を過ぎる時、ほんの一いつ瞬しゆん、庇の上に立つ人ひと影かげを視界の隅すみに捉とらえていたような気がしていた。踊り場の窓から見える景色には何の変化もない。ペンデュラム邸の工事も今日はすでに終わっており、夕暮にシルエットとなって浮うかび上がっていた。

　気のせいか……。女生徒はそう思い、踊り場の窓から離はなれようとした。しかし何か気になり、やにわに振ふり返かえると窓を開いて顔を出してみた。

　その瞬しゆん間かんだ。目の前が何かの影かげで塞ふさがれた。その影はどこから現れたというわけではない。女生徒が窓から顔を出した瞬間、その前へ何の前まえ触ぶれもなしに現れたのだ。あまりの事に声を上げる事も出来ない女生徒の前で、その影は突とつ然ぜん、宙へと舞まった。蒼あおく沈しずみ込んでいく夏の夜空に、一瞬、少女のような姿が浮かび上がったかと思うと、次の瞬間、それは現れた時のように、音もなく消えてしまったのだ。

「きゃあああ～～ッ!!」

　突然、悲鳴が上がる。その悲鳴が自分自身のものだと女生徒が気付く前に、上と下の階から異変に気付いた他ほかの生徒たちが駆けつけてきていた。




「……出たらしいのよ」

「ほぉ」

　恵けい子こがそう言っても広こう大だいはさしたる興味を示さない。その代わりにアイシャが苦笑いしながら言った。

「まぁ、学校にはそういう話はつきものですからね」

「だから違うの！　去年まではそういう話はなかったんだって!!」

　そう言いながら恵子は広大やアイシャ、そしてティセの前に回り込み熱弁を揮ふるう。

「去年までは幽霊が出るなんて噂うわさ、全然なかったって話よ。それなのにこの前、二年生の女子が見たらしいの！　それだけじゃないわ。夏休み直前くらいから、校内で幽霊を見たって話が色々あるのよ」

「幽霊」

　ティセは恵子の言葉にちょこんと小首を傾かしげてから言った。

「それは恐おそろしいですね」

「でしょ？」

　同意を得られた恵子は喜色満面だが、広大は相変わらずしらけた表情のまま、歩きながらティセに尋たずねる。

「で、なぜ幽霊は恐ろしいと思うんだ？」

　広大から少し遅おくれて歩いていたティセは、また小首を傾げ考え込み、そしてそのまま足を止めてしまう。ハッと慌あわてて広大たちへ追いつこうと足を速めながらティセは逆に聞き返した。

「なぜ幽霊は恐ろしいのですか？」

「いや、俺おれも幽霊に会った事はないからなあ」

「それは残念です」

　そしてティセは歩きながら恵子の方へ向き直ると続ける。

「それでは今日の肝きも試だめしで幽霊に会って、何が恐ろしいのか確認してみたいと思います」

　そう、今日はしょうぶ沼高校で肝試し大会が行われるのだ。

「でも、別に全員参加しなきゃいけないわけでもないし。第一なんで孝たか郎おは俺じゃなくて、恵子にメール寄よ越こしたんだか」

　登校日でもない夏休み中に、それも夕方から学校へ呼び出され、広大は少なからずむくれているようだ。

「そりゃあ、後うしろ崎ざきくんだって男の子だしね。でしょ？」

　恵子はそう言いながらアイシャの方へ意味ありげな視線を巡めぐらせる。しかし当のアイシャは怪け訝げんな顔をしてみせるだけだ。

「はぁ、まあそれはそうですが……」

　そんなアイシャの反応は、恵子にとっては予想外だったようだ。当とう惑わくしたように広大の方へ顔を向ける。

「ねえ？」

「ねえって……。だから、なんだよ」

　広大のその答えに恵子はうんざりした顔で嘆たん息そくしてみせる。

「なぜ恵子は私に質問しませんか？」

　そんな恵子にティセは手を差さし伸のべるようないつもの仕草で尋ねた。

「いや、結果は見えてるから」

　即そく答とうする恵子に、一時ティセは上うわ目め遣づかいに何か考えていたが、ようやくその意味する所を悟さとったようで、少し眉まゆをひそめ激しく両手をぱたぱたさせ始めた。その時だ。聞き覚えのある声が響ひびく。

「あ、お姉ちゃんだ！」

　声がした方へ広大たちが目を向けると、一つ向こうの十字路の角にはティルとそのｂｉｏパートナーである上かみ温おん湯ゆ静しず花かの姿があった。静花は手に携けい帯たい電話を持ち、落ち着きなく周囲を見回している所。ティセが手を振ってみせると、ティルの方も手を振りながら駆け寄よってきた。

「お姉ちゃ～～ん!!」

　いや、駆け寄るなどという生やさしいものではない。突とつ進しんと言った方が適切な程ほどの勢いである。声にもドップラー効果が掛かかっているかと錯さつ覚かくするほどだ。

「わ～～い！」

　あっという間に突進してきたティルは、そのまま体当たりするかの勢いで、ティセに抱だきついてきた。咄とつ嗟さにアイシャが後ろからティセを支えてやらなければ、二人とも路上に転がってしまったのは間ま違ちがいない。

「ティルは今日も元気ですね」

　子犬のようにじゃれつく妹にも迷めい惑わくそうな雰ふん囲い気きは感じさせずにティセはそう言った。

「うん、元気元気！　あのね、静花も一いつ緒しよなんだよ!!」

　ティルは自分が駆けてきた方へと振り返ると声を掛ける。

「静花、こっちだよ。こっち!!」

　一人取り残されていた静花は、ティルの呼びかけに戸と惑まどいがちに歩み寄ってくる。ティルがあっという間に駆け抜ぬけてきた距きよ離りだが、静花はなかなか近寄ってこない。歩くのは遅おそい方のようだが、それだけが原因ではなさそうだ。静花は数歩近づいては立ち止まり、周囲を落ち着かぬ様子で見回してから、また歩き出しているのである。これではなかなか近づいてこないのも道理だ。ティルがそんな静花の様子に少し首を傾げている所からも、普ふ段だんからこんな風でないのは分かる。

「静花～～！」

　ティルがまた声を上げ手を振ふると、静花も手を振り返し少し歩を早めてきた。

「あ、あの……。この前はお世話になりました」

　話すには少し遠い距離で静花はちょこんと頭を下げてそう挨あい拶さつする。

「今日はお姉ちゃんの通ってる学校を見に来たの！」

　ようやくティセから離れたティルは、静花の横に立つと言った。

「学校」

　その言葉にティセは小首を傾げる。

「学校は四角いものですよ？」

「うん、知ってる」

　ティセの的外れな返答にも平然としているティルの姿に、広大たちは、さすが姉妹と妙な感心をしてしまう。

「ティルがどうしても学校に通いたいというものですから。一度ティセが通っている学校を拝見しておこうと……」

「それでわざわざ来てくれたの？　連れん絡らくしてくれれば、教えてあげたのに。学校だけ見ても分からないだろ？」

　そう言う広大の方を恵子が横目で睨にらみ付つけているのを、アイシャは見み逃のがさなかった。

「い、いえ。その……。今日はこの近くにあるお琴ことの教室が、先生の都合で急にお休みになってしまいまして。時間が空いたものですから、ティルと一緒にお姉さんの通う学校を見てみようかと。ちょっとした好こう奇き心しんですから、気になさらないで下さい」

　少し頬ほおを染め、伏ふし目めがちに静花はそう説明した。どうやら携帯をいじっていたのは、ナビ機能でしょうぶ沼高校を探す為ためだったらしい。

「はぁ、お琴の教室。夏休み中まで習い事なんて、本当に本物のお嬢じようさまなのね」

　感心したようにそう言う恵子に、静花ははにかみながら答える。

「いえ、そんな。ただ親に言われた事をしてるだけですから……」

「それでは学校に行きましょう」

　やにわにティセが横からそう言ってきたので、静花は面食らったようだ。

「はい？」

「みんなで幽霊に会いに行くと楽しいと思います」

「え、幽霊？」

　日が暮れかけているにも拘かかわらず学校へ行くだけではなく、幽霊に会うと言い出すティセに、さすがの静花も少したじろいだようだ。そんな静花に広大は慌てて説明する。

「いや、実は今日はこれから生徒会主しゆ催さいの肝試し大会なんだよ」

「なになに、肝試しって楽しいの？」

　やにわに興味を示したティルにティセが説明してやる。

「私もよく分かりませんが、何となく楽しそうな気がします」

「お姉ちゃんも行くなら、ティルも行く!!」

　説明になってない説明だが、ティルはすっかりその気になってしまったようだ。

「でも部外者がお邪じや魔ましてはご迷惑ですから……」

　そう言う静花だが、興味を持っているのではないかと察した広大は、さらにひと言つけくわえてやる。

「でも学校へ行くだけなら問題ないだろう。それにクラス委員長の孝郎は、ティルの事も知ってるしその友達なら……」

「わあ～～い、静花も一緒だね。学校行こう、学校!!」

　ティセがしょうぶ沼高校へ通えるのは、ＵＮｂＡＲの計らいがあっての事。ＵＮｂＡＲと接せつ触しよくしていないティルは学校へ通う事が出来ない。それだけに余計ティルには学校への憧あこがれがあるのだ。はしゃぐティルの姿に、広大の申し出を断るのも不ふ憫びんと思ったか、静花はまた頭を下げて言った。

「申し訳ありません。それではお言葉に甘あまえさせていただきます」

「うん、いいっていいって」

　そう答える広大の頬がいつになく緩ゆるみきってるのを見て、恵子は少し眉まゆ尻じりを上げ唇くちびるを尖とがらせていた。

「まったくだらしないんだから……」

　そんな恵子を見ながら、アイシャは何も言わず一人微笑ほほえむだけだった。




「……桃ももヶが枝え学園って厳しいんじゃないの。授業に出席しなくても大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ええ。でも他にもご家族の都合やお仕事で、半分も授業に出席しない方もいますから」

　同性という気安さもあるのだろうか。道すがら静花は主に恵子相手に話をしていた。時折ちらちらと広大の方へと目をやる事はあっても、自分から話しかけようとはしない。

「俺、嫌きらわれてるのかな……？」

　広大は静花が恵子と話している隙すきに、アイシャへとこっそりそう聞いてみる。

「照れているんじゃないですか？　大人しい方のようですから」

　首を傾げる広大に、アイシャは少し笑った。一方、ティルはティセ相手に色々と静花の事を話している最中だ。時折、静花が横から訂てい正せいを入れるが大筋で聞いてるだけでも、かなり裕ゆう福ふくな家庭だというのは分かる。そんな話をしているうちに、広大たちはしょうぶ沼高校の校門を潜くぐっていた。

「よぉ、来たな来たな！」

　喜色満面で駆け寄ってくるのは広大のクラスの委員長後崎孝郎だ。孝郎は広大たちを無視して一目散にアイシャの方へ駆け寄ると、同級生にも拘わらず慇いん懃ぎんな挨拶をする。

「これはこれは貴た風かぜさん。お久しぶりです!!」

「は、はぁ。でもスイカ割りの時から一週間程しか経たってませんが……」

　さすがのアイシャも孝郎の勢いに押おされ気味のようだ。引きつった笑え顔がおのままそう答えるしかない。

「そうっすねぇ。でも俺は一年くらいに感じましたよ!!」

「いや、まぁそれはいいから……。今日はティセの妹と友達も連れてきたから。ほら、海で会ってるだろ？」

　夏休み直前に海へ行った時、孝郎たちもティセからティルを紹しよう介かいされている。

「ティルの友達の上温湯静花と申します。今日は突然ですいません。ティルがどうしてもお姉さんの通う学校を見学しておきたいというものですから」

　やにわに丁てい寧ねいな挨拶をされて孝郎はすっかり恐きよう縮しゆくしてしまったようだ。

「いえいえ、こちらこそ。今日は生徒会の自主活動という事なので、大したおもてなしもできませんがゆっくりしていって下さい」

　反射的に孝郎の挨拶も鯱しやちほこ張ば　ったものになってしまった。

「それではさっそく幽霊に会いに行きましょう」

「わ～～い、幽霊、幽霊!!」

　孝郎の方へ手を差し伸べるようにしてそう言うティセにティルも大はしゃぎで歓かん声せいを上げる。しかし当の孝郎の方は怪訝な顔だ。

「え、幽霊？　いや、今日は校内で肝試し大会だから。お化け屋や敷しきじゃないぜ」

「幽霊が出るって噂があるんでしょ？　肝試し大会の準備中にも出たらしいじゃないの」

　恵子がそう言うが孝郎は一いつ笑しように付す。

「あぁ、あれね。何かの見み間ま違ちがいじゃないの？」

「なんだ、幽霊は居おらぬのか」

「そうそう、宇宙人が来てる時代に幽霊もないだろ」

「宇宙人ではない！」

　広大たちの後ろからその声が響く。

「ｂｉｏクラフトだ！　いつになったら分かる。この愚おろか者もの共が!!」

　振り返るまでもない。その声の主はラヴィー・スプレンディッドペンデュラム。ｂｉｏクラフトの姫を自称する少女だ。

「この人がスプレンディッドペンデュラム」

　振り返り特とく徴ちよう的てきなコーラルピンクのツインテールを目にした静花はその名をつぶやく。ＵＮｂＡＲはラヴィーの主張を即そく座ざに否定したが、ニュースなどでも報道されており、その姿はネット等でも見る事が出来る。ティルの事もありｂｉｏクラフトに興味を持っている静花が知らぬはずもない。

「そうだ。私がｂｉｏクラフトの姫だ！」

　背後に黒服二人を従えふんぞり返るラヴィーだが、ティルは露ろ骨こつに不ふ審しんそうな顔でティセに尋ねた。

「お姉ちゃん、なにこの変な人？」

「このジャンガリアンハムスターみたいな人はラヴィーです」

　しれっとしてそう答えるティセに黙だまっているラヴィーではない。

「なにをいうこのセキセイインコ！　それよりなんだ、そのポメラニアンの子犬みたいな奴やつは？」

「ポメラニアン……」

　広大たちは思わず吹ふき出しそうになるが、そう比ひ喩ゆされた当の本人は自分の事だとまったく気付いていないようだ。

「え、子犬？　子犬どこどこ!?」

　ティセと同じく小動物が好きらしいティルは、ラヴィーの言葉に慌てて周囲を見回して子犬の姿を探す。ティセもしばらく小首を傾げていたが、ようやくラヴィーの言葉に気付いたようだ。妹の為にいつもより激しく両手をぱたぱたさせて抗こう議ぎする。

「この子は私の妹のティルです」

　もっとも周囲の広大たちは、笑い出すのをこらえるので精せい一いつ杯ぱい。その中から静花が歩み出てティルに向かって笑いをこらえながら言った。

「ほら、ティル。ちゃんと挨拶しなきゃ……」

「もう、静花まで笑うんだから……！」

　静花の様子にティルは一時ぷぅと頬を膨ふくらませるが、それも道理と思ったのか不承不承ながらラヴィーの方へ向き直ると挨拶をする。

「ティル・アウ……。じゃない、えっと。葉は月づき夕ゆう子こティルです。よろしくお願いします」

　しょうぶ沼高校へ来る道すがらｂｉｏクラフトである事は伏せておくよう、広大は予あらかじめ二人に言ってある。静花はともかくティルがちゃんと言う事を聞くか、不安ではあったが杞き憂ゆうだったようだ。しかしラヴィーはティルが口にしたその偽ぎ名めいに訝いぶかしげな顔をする。

「何だと……？」

　ラヴィーが本当に高いクラスのｂｉｏクラフトなら、名前で二人の正体に気付いてもおかしくはない。肝きもを冷やした広大だがラヴィーは例によって予想の斜ななめ下したをいっていた。

「苗みよう字じが違うではないか!?　セキセイインコが栄さかえで、ポメラニアンが葉月だと」

　しかしティセもすかさずそんなラヴィーの疑問に答える。

「セキセイインコでもポメラニアンでもありませんが、色々と深い事情はあります」

「深い事情……？」

　そう言われてしばし考えを巡らせていたラヴィーだが、やがて感かん極きわまったような顔で、ティセの両りよう肩かたに馴なれ馴れしく手を置くと言った。

「手乗り文鳥も苦労しているのだな！　分かる、分かるぞ!!」

「手乗り文鳥でもありませんが、色々と苦労しているのは事実です」

　パッと勢いよく両手を広げてティセはそう答えた。

「それより肝試しはどうするんだ？」

　呆あつ気けにとられたままティセたちのやりとりを見ていた孝郎は、ようやく声をかけるタイミングをみつけてそう言った。

「やります」

　サッと孝郎の方へ振り返るとティセは言った。そんなティセにティルも同意する。

「ティルも幽霊に会いたい！」

「しかし幽霊はこの学校におらんのだろう？　それではつまらん」

「つまらんて、あんたなにしに来たのよ？」

　恵子のその問いにラヴィーは勢い込んで答えた。

「決まってるだろう。幽霊を捕つかまえるのだ。そうすれば私がｂｉｏクラフトの姫だと、誰だれもが認めるはずだ」

「いや、ｂｉｏクラフトと幽霊には何の関係もないから」

　呆あきれてそう指し摘てきする広大だが、ラヴィーの耳には届いてないようだ。

「地球人類が未いまだに解明してない幽霊の謎なぞを解けば、私が遥はるかに進んだ科学力を持つｂｉｏクラフトの姫だと誰もが信じるはずだ。違うか、メガネ？」

「いや、違うというか……」

　しかし恵子は最後まで広大に言わせなかった。

「そうよね、幽霊の実在を証明できれば大発見よ！　それにこの学校に幽霊がいないと決まったわけでもないでしょ？　現に見た人はいるわけなんだし」

「おい、恵子。けしかけるなよ。孝郎も何か……」

　孝郎の方へと振り返り応おう援えんを頼たのもうとした広大だが、その光景を見て二の句が継つげなくなっていた。

「これ、つまらない物ですが。生徒会と参加者の皆みなさんでお召めし上がり下さい」

　そう言って痩やせぎすの黒服ヴァッチは、レジ袋ぶくろ一いつ杯ぱいに入ったペットボトル飲料やアイスクリームを孝郎に手て渡わたしているではないか。

「いやぁすいませんねえ。……おい、広大。いいじゃないか、お姫さまの一人や二人」

「肝試しに乱入する自称お姫さまなんてそんなにいねえよ！」

　上じよう機き嫌げんの孝郎に広大はうんざりした顔でそう言い返した。




「肝試し大会ねえ……。まったく暇ひまなんだから」

　ティオは量子ブラインドで身を包つつんだまま体育館の扉とびらに寄りかかりそうつぶやく。ここしばらくティオはｂｉｏクラフトの姫を自称するラヴィーの様子を探さぐっていた。ラヴィーは都内の高級ホテルに宿しゆく泊はくしており、昼間はペンデュラム邸の建築現場を覗のぞきに来る事がある。そしてそのついでにしょうぶ沼高校の生徒たちへちょっかいを出しているらしい。

　ペンデュラム邸の様子を探るにはしょうぶ沼高校からの観察が最適。そんなわけでティオもしょうぶ沼高校へ出入りしていたのである。何度か油断して生徒たちに姿を見られてしまったり、量子ブラインドに入り込まれた事もあったが、幸い広大たちには悟られてはいないようだ。

　今日は夏休みの、それも夕方だというのに妙に校内に人が多いため、ティオは学校に隣りん接せつする公園からペンデュラム邸を探っていたのだが、ラヴィーが黒服二人を伴ともない校内へ入っていくのを確認。校庭に誰もいなくなった所で体育館の前までやってきたのだ。

　肝試し大会がどういうものなのかは桜さくら子こから聞いて知っている。この数日、夏休みだというのに生徒たちが登校して何やら熱心に準備していたのはこのためだったらしい。

「バカみたい……」

　そうは言うもののティオは体育館から聞こえてくる生徒たちのはしゃぎ声に興味を惹ひかれたようだ。少し開いている扉から覗き込む。扉の側そばに誰かいるようなので、開けるわけにはいかない。誰もいないのに体育館の重い扉が開いたらさすがに怪あやしまれるだろう。

「それでどうして幽霊は怖こわいの？」

　その瞬間、ティオの耳に聞き覚えのある声が飛び込んできた。

「私は幽霊に会った事がないので分かりません」

　さらに別の聞き覚えのある声が聞こえてきたのでティオは思わず首を引っ込めてしまった。

「な、な、なんであの二人が居るのよ!!」

　ちらりと覗き込んだ時、確かにティセとティルの姿を目にしたのだ。ティセはともかくティルがなぜここにいるのか。海に行った時、広大と静花が会っており、さらに静花がティルのパートナーであるとは知らないティオにとってはまったく予想外の事だった。

「だから誰も会った事がないと言ってるであろう。お前は頭の中身まで子犬並みなのか？」

　続けて聞こえてくる声はラヴィーのものだ。ティオの姉たちはラヴィーと一緒にいるらしい。他にもアイシャの声も聞こえてくるが、生徒たちの騒ぎ声に混じり何を言っているのか聞き取れない。ティセの勘かんの良さは重々承知のティオは慌てて体育館の扉から離れた。

「会った人がいないのに、どうして怖いって分かるのかな。なんか変だね」

「だからこの私が幽霊を捕まえようと……」

　そんな会話を遮さえぎり拡声器の声が響く。

「は～～い、これより生徒会主催の肝試し大会を開かい催さいします。くじ引きで順番を決めて、一人ずつ校舎内に入って貰もらいます。地図を渡わたしますから、それに従って校舎内に隠かくされてるスタンプを全部押して来てください」

「え～～、男女ペアじゃなかったのかよ！」

　不満そうに声を上げる男子生徒の声が聞こえてきた。ティオが見上げてみると、すっかり日は落ち夜の帳とばりが下りていた。

　肝試しか……。これはラヴィーの正体を探るのに使えそうね。ティオは考えを巡らせる。問題はどうやってラヴィーをおびき出し、そしてティセとティル、二人の姉の目を誤ご魔ま化かすのかという事。特に勘の良いティセには要注意だ。ティオはこの前、偶ぐう然ぜん自分の量子ブラインドに入り込んだ女生徒が悲鳴を上げた事を思い出していた。それに今の会話を聞いていると、どうやらラヴィーは幽霊に興味を持っているようだ。

　これは使えるわね。あとはティセとティルをどうするか……。何しろ姉妹だ。お互たがいの性格はよく分かっている。ティオはあるアイディアを思いついた。

「我ながら素す晴ばらしい考えね。いくわよ『ナイトミスト』」

　思わず含ふくみ笑わらいを洩もらすと、ティオは量子ブラインドに包まれたまま、アペンディックス『ナイトミスト』に身を任せて宙へと浮き上がった。




「ちぇ、何だよ。参加人数が足りないから一人ずつって言うのは……」

　実行委員から当初の予定通り男女のペアではなく、参加人数が少ない為、一人ずつに変へん更こうされたと聞かされた孝郎は露骨にむくれていた。

「こんな時に限って下しも条じようは来れないんだからな。あいつでも一応頭数にはなるのに」

　孝郎はそうぼやく。恵子からも連絡はしたのだが、藍あお留るは家族で花火見物に出かけるという事だった。兵ひよう衛えも今週末まで柔じゆう道どう部ぶの合宿で不在だ。

「残念だったわねぇ♡」

　恵子は意味ありげな笑えみを浮かべて孝郎の横腹を肘ひじで突つついてそう言った。

「なんだよ、高たか科しなには関係ないだろ！」

　孝郎は少し顔を赤らめ、横目でちらりちらりとアイシャの方を見ながら反論した。

「あの、どうかなさったんですか？」

　体育館の扉のすぐ前にいた静花が歩み寄りながらそう尋たずねた。携帯電話で自宅へ「少し遅くなる」と連絡をしていたのだ。

「こいつ、アテが外れたもんで……」

「もういいって！　俺は準備で忙いそがしいんだ。まったく今日も生徒会長は来てないのかよ……」

　孝郎は姿を見せない生徒会長に、わざとらしく八つ当たりをしながら、実行委員たちの方へと向かって行ってしまった。

「なんだよ、あいつ？」

「生徒会長さんが来てないから、怒おこってるんじゃないですか？」

　怪訝な様子の広大に素知らぬ顔をしてアイシャはそう答えた。そうしている間にも体育館の壇だん上じようでは肝試しの順番を決めるくじ引きが始められていた。

「お～～い、お前たちも早く来いよ」

　先に行った孝郎がそう声をかけてきた。

「じゃあ行くか」

　広大はティセたちをそう促うながす。

「やっぱり一人で行った方が幽霊が出てくるのかな？」

　ティルも壇上へ向かいながらティセや静花にそう話しかける。

「みんなで行くと驚おどろいてしまうかも知れませんからね」

「なんだ。幽霊とは存外、弱気なようだな」

　横からラヴィーが首を突っ込んでくるが、静花はちょっと気味悪そうな表情で、先さき程ほどまで携帯電話をかけていた体育館の扉の方を振り返っている。

「どうかしたの？」

　広大がそう話しかけると、静花は少し戸惑いがちに口を開いた。

「あそこの扉のところで電話をかけていたら、なにか妙な気配がしたんです」

「妙な気配？」

　広大が聞き返すが、ティルの方が敏びん感かんに反応した。

「静花、幽霊みたの？」

　そんなティルに静花は笑う。

「ううん、きっと気のせいね。幽霊なんてそんな簡単に出てこないもの」

「なぁ～～んだ」

　がっかりするティルだが、ラヴィーはむしろやる気を刺し激げきされたようだ。

「そんな簡単に出てこられては困るからな。おい、ヴァッチ、ヴィッス。幽霊を捕とらえる為の網あみか何か用意して来い」

「はい！」

　黒服二人は直立不動でそう答え、体育館から出て行く。網で幽霊が捕まえられるかどうかは分からないが、姫さまから命じられたのだから従うしかないようだ。

「ふふふ、幽霊を捕まえるのはこの私だからな」

「駄だ目めです、いけません。幽霊に危害を加えるべきではないと思います。まず何が怖いのかちゃんと把は握あくしなければいけないと思います」

　ラヴィーを妙に理性的に諭さとすティセに静花は笑う。その静花もまさか扉の裏にティオが潜ひそんでおり、お互い死角になっていた為、気付く事が無かったとは思いもしなかった。




「ほら、暴れない。もう少し大人しくしててね。あの二人が来たら出してあげるから」

　ティオはそう声をかけて教室のドアを閉じる。

「さて、そろそろ始まった頃ころね」

　量子ブラインドで身を包んだティオは、肝試しのコースになっている廊ろう下かへと戻った。廊下や教室の所々には、木製のパネルが立てられ、簡単な迷めい路ろになっている。要所要所には道順を示す矢印がブラックライトで照らし出されていた。廊下の窓にも厚手のカーテンがかけられているので、非常灯を除けば周囲は暗くら闇やみに沈み込んでいる状態だ。

　ティオの視界に、廊下をこちらへ歩いてくる肝試し参加者の男子生徒の姿が入ってきた。手には小さなペンライト。それに照らし出された地図を頼たよりに、校舎内に隠されたスタンプを押して帰ってくるという手順のようだ。

　男子生徒よりは女生徒の方がいいわね……。そう考えたティオは階段の方へ寄り、男子生徒をやり過ごす。男子生徒は先程までティオがいた教室に何かの気配を感じたようで、一時、薄うす暗くらがりの中で怪訝な顔をするが、結局は首を傾げて行ってしまった。そしてさらに待つ事、数分。女生徒が同じように、か細いペンライトの明かりだけを頼りに、ティオが隠れている廊下へと足を踏ふみ入いれてきた。

　この子はいけそうね……。

　その女生徒は完全に及および腰ごし。おそるおそる周囲を見回しながら廊下を歩いてきている。

「こんなだったら、まだ男子と一緒の方がましよ……」

　そう泣き言を言う。

「この前、二年の伊い藤とうさんが幽霊見たのってここの階段だよね」

　なるほど。やはり幽ゆう霊れい騒そう動どうの発ほつ端たんは自分だったのかとティオは合が点てんがいった。階段の外にある庇の上でペンデュラム邸の様子を窺うかがっていた時、窓から顔を出した女生徒が量子ブラインドに首を突っ込んだ事があったが、その時の話に尾おひれがついたようだ。

　それなら好都合……。階段の方へ身を寄せていたティオは量子ブラインドを展開したまま、怖こわ々ごわと廊下を歩いてくる女生徒の方へ近寄っていく。そして女生徒は自分でも気付かぬうちにティオの量子ブラインドの内側に入り込んでしまった。女生徒の視覚の中では、一時、周囲がデジタルノイズのようにざらついたかと思うと、次の瞬間、深い色合いの服に身を包んだ、髪かみの長い少女の姿が浮かび上がっていた。余りの事に女生徒は声を上げる事も出来ず、そのままへなへなと廊下に座すわり込んでしまう。頃ころ合あいを見計らい、ティオは口元に薄うすい笑えみを浮かべ、金色の瞳ひとみでその女生徒の顔を真正面から覗き込んでやった。

「いやぁああああ～～ッ!!」

　女生徒は耳をつんざかんばかりの悲鳴を上げると、持っていたペンライトを放ほうり出して今来たばかりの廊下の方へ逃にげ出す。その背中を見やりながらティオは一人ぼやいた。

「……なによ、そこまで驚く事はないじゃないの。少し失礼よ」




「出た出た、幽霊よ。幽霊!!」

　肝試しの順番を待っている生徒たちにもその悲鳴は届いていた。

「ほんとか、おい？」

「また誰か悪ふざけしてるんじゃない」

　口々にそんな噂をしている生徒たちの前に、悲鳴を上げた当の女生徒が転がるように駆け戻ってきた。その顔を見た瞬間、今まで冗じよう談だん混じりに話を交かわしていた生徒たちも静まりかえる。悲鳴と共に戻ってきた女生徒の顔は真っ青で、とても冗談とは思えない。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ」

　実行委員たちが駆け寄り、体育館の床ゆかにへたれ込んだその女生徒を助け起こす。

「で、で、出たのよ。出た、幽霊よ。幽霊!!」

「幽霊？　誰かがふざけて脅おどかしたんじゃないの？」

　女生徒の所へ駆け寄っていた広大や孝郎、そして恵子やアイシャも顔を見合わせる。他の実行委員たちも怪訝な顔だ。実行委員の言葉に女生徒は震ふるえが止まらぬまま答える。

「そんなんじゃないわよ、あれは……！　人間じゃあんな真ま似ねできっこないもの!!」

　少し離れてその話を聞いていたティセとティル、そしてラヴィーは互いに肯うなずき合った。

「出たようですね」

「出たみたいだね」

「うむ、やはり幽霊は居るようだな」

　そしてラヴィーは周囲に目をやる。黒服二人はラヴィーの言いつけで、幽霊を捕まえる為の網を取りに行ってまだ戻ってこない。

「なにをやっておるのだ……。あッ？」

　ラヴィーが体育館の入り口を見ている間に、女生徒の側そばにいる広大たちに気付かれぬよう、ティセとティルはそっと校舎の方へ向かって行った所だった。

「おい！　待て……」

　大声を出せば広大たちに見つかり止められてしまうと考えたラヴィーは、気付かれぬように足音をひそめながらティセとティルを追った。




「わ～～い、幽霊だ、幽霊!!」

「駄目ですよ、ティル。そんなに騒いでは幽霊は出てきてくれないと思います」

「おい、お前たち。待てと言ってるだろうに！」

　体育館に通じる廊下の方から聞こえてくる三人の話し声に、教室に隠れていたティオはほくそ笑む。黒服二人はついてきてないようだ。二人の姉はともかく、黒服程度なら力ずくで排はい除じよできると考えていたティオだが、手間が省ければそれに越こした事はない。

「さぁ、あなたたち。お願いね」

　ティオは学校に隣接する公園から連れてきた小さな影たちにそう話しかけ、教室の戸を開けると、手にした缶かんの中身を廊下へとまき散らした。




「お、おい！　あ、あれはなんだ？」

　威い勢せい良くついてきたにも拘かかわらず、周囲が暗くなり自分たち以外に人ひと気けが無くなると、ラヴィーはティセの後ろにくっついたまま離れようとはしなかった。そのラヴィーが廊下の先を指さして怯おびえたようにそう尋ねた。

「怖いの？」

　屈くつ託たく無く尋ねるティルにラヴィーはむきになって反論する。

「怖い事などあるものか！　ただ、あれは……。一体……」

　ティセはラヴィーが指さした方向へ身を乗り出すようにして観察している。暗い廊下に小さく丸く光る物がいくつも動き回っている。どうやら光る物は二つでワンセットになっているようだ。幽霊と聞いて急いで出てきた為、参加者に配られるペンライトは誰も持っていない。しかしティセはその正体に気付いたようだ。

「猫ねこ」

　ティセはやにわにそうつぶやく。すると相手もティセのその言葉を理解したかのように、にゃあと鳴いて応こたえてくれた。

「猫？」

　ラヴィーは怪訝な顔だ。

「ほんとだ、猫だ。猫、猫!!」

　なぜか夜の学校の廊下をうろうろしている猫の群れに向かってティルは駆けだして行った。猫もそんなティルに面食らったのか、散り散りになって逃げ出してしまう。

「なんだ、この学校は猫を飼っているのか？」

「そんな事はありません」

　ラヴィーにそう答えるティセに、今度はティルが尋ねる。

「じゃあどうして猫がいるんだろ？　猫と幽霊に何か関係があるのかな」

「よく分かりませんが、このまま猫を放っておく訳にはいきませんね。猫が見つかったらいじめられたり、保健所に連れて行かれてしまうかも知れません」

「え～～、それはかわいそうだよ」

　そう言う妹にティセは両手をぱっと広げて答える。

「藍留の家に連れて行けば引き取ってくれる人を探してもらえるそうです。取とり敢あえず猫を探しましょう」

「ちょっと待て、幽霊はどうする！」

　そう言うラヴィーにティセは両手をぱたぱたさせながら言った。

「なにしろ猫は可愛かわいいですからね」

「そうだね。じゃあティルはこっちを探すね」

　返す言葉がなく唖あ然ぜんとしているラヴィーに構わず、ティセとティルは二手に分かれて猫を探しに行ってしまう。そんな姉妹にラヴィーは声を荒あらげた。

「お前たち、ただ猫と遊びたいだけじゃないのか！」




「おい、大おお空ぞら広大。姫さまはどうした？」

　一応、虫取り網とゴミ捨て場のカラス除けのネットを用意してきた黒服二人は、ラヴィーの姿が見えない事に気付いて広大へとそう尋ねた。見回してみると確かにラヴィーの姿がない。そればかりかティセ、ティルの姿も見えないのだ。そんな広大に上級生の実行委員が声を掛ける。

「お姫さまと栄さんたちなら、さっき校舎の方へ行ったわよ。知らなかったの？」

「本当ですか？」

　どうやら幽霊の目もく撃げき者しやが出たので、さっそく校舎に入って行ってしまったようだ。

「姫さまをお一人にしてはいかん。行くぞ、ヴァッチ」

「おお、急ぐぞ。ヴィッス」

　二人の黒服はそう声を掛け合あい校舎へと入っていく。

「俺たちも捜しに行った方がいいな」

「そうですわね」

　放っておくとひょんな事からティセたちがｂｉｏクラフトとばれてしまうかも知れない。実行委員たちは幽霊の目撃者の状態に、肝試し大会を続けるかどうか討議中だ。その隙に広大とアイシャ、そして恵子は校舎の方へ向かっていく。

「あの、私も行きます」

　静花が慌てて追いかけて来てそう言った。

「じゃあ急ごう。幽霊はともかく、あの三人を放っておくとどうなるか心配だしな」

　そんな広大に、静花ははにかむように微笑みを返した。




「お～～い、幽霊。……ここにもいないではないか。まったく」

　口では強がりを言っておきながら、ラヴィーは完全に怯えきっている。量子ブラインドに隠れてその様子を見ていたティオは笑い出しそうになるのを何とか堪こらえていた。

　ラヴィーは量子ブラインドを展開したり、紋もん章しようで連絡を取ろうとはしてない。もっともそれほど危険な状態に置かれているわけではないのだから当然といえば当然だ。

　先回りしてラヴィーがのぞき込む教室に入り込んでいたティオはつぶやく。

「ちょっと脅かして反応を見てもいいわね。場合によっては実力行使も……。ローチングサテライト『トランクルナイト』」

　ティオの紋章は左ひだり肩かた。そこから伸びる光が見る間に一ひと振ふりの大おお鎌がまへと変わっていく。そしてティオは量子ブラインドを解いた。

　窓から差し込んでいた月の光と街路灯の灯あかりがやにわに何かに遮られ影が差す。ぎょっとして振り返ったラヴィーは、目の前に浮かび上がったシルエットに思わず硬こう直ちよくしてしまった。そこには大鎌を構えた長い髪の少女が無言で立っていたのだ。窓を背にしているので表情までは分からない。しかしラヴィーは本能的に恐きよう怖ふを感じ、身体もそのままに反応して悲鳴を上げていた。

「いやぁああ～～ッ!!」




「ん、猫ねこ缶かん？」

　恵子は足あし下もとに転がっていた猫缶を拾い上げた。なぜか廊下に空になった猫缶が転がっていたのだ。黒服たちに追いついた広大は、手分けして捜す事を提案。黒服二人は二階、三階を捜しており、広大たちは一階にいる。その時、ラヴィーの悲鳴が響き渡ったのだ。

「あっちか？」

　広大は反射的に声がした方へ駆けだしていた。猫缶に気を取られていた恵子とアイシャ、静花は咄嗟に反応する事が出来なかったが、代わりに反対側の教室から声をかけられた。

「どうかしましたか？」

　振り返るとそこには胸の前に数すう匹ひきの猫をだき抱かかえたティセの姿があった。




　あなたが本当にｂｉｏクラフトなら紋章を使って助けを呼ぶなり、ｂｉｏクラフト形態になるなり、何かの手を打つはず。どうするの、スプレンディッドペンデュラム!!

　ラヴィーは突然、現れた大鎌を持った少女の影に怯え、腰こしが抜けた状態で教室を転がりながら逃げ回まわっている状態だが、ティオは容よう赦しやなくサテライトを振るっていた。

「いやぁ!!」

　普段見せている姫の威い厳げんもなく、ラヴィーは頭を抱えてうずくまってしまった。

　まだ尻尾しつぽを出さないのか、それとも本当に人間なのか……。ここは少しくらい怪け我がをさせても構わないわよね。

　そう考えたティオはうずくまるラヴィーに向かって大きく大鎌を振り上げた。しかし振り下ろされようとした大鎌は何かに弾はじかれた。

　サテライト？　一体誰が……。ティセ？　ティル？　それともアイシャ？

　しかしティオのサテライトを弾いたのは二人の姉でも、アイシャでもなかった。

「貴族パトリシヤンか」

　やにわにティオの背後で低く声が響いた。

「それにそのサテライト。お前は確か……」

　まずい……。ティオの直感がそう教えてくれた。

「ラヴィー、そこか!?」

「広大、ティセさまはこちらに居ました!!」

　教室の外から広大とアイシャの声も近づいてくる。ティオは振り返ると、サテライトで教室の窓ガラスを割り、そこから校舎の外へと身を躍おどらせた。




　窓ガラスの割れる音に広大は慌てて教室に飛び込んで行った。

「ラヴィー、大丈夫か？」

「大空広大！」

　声がしたかと思うとうずくまっていたラヴィーが体当たりするかの勢いで広大へと駆け寄り、そしてそのまま抱きついて来た。

「な、な、な、なにをしておった!!　すぐに助けに来い!!」

「いや、すぐに助けに来いと言われても……」

　揺ゆれるピンクのツインテールに広大は当惑するだけだ。

「いきなり人影が現れて何か振り回して、それで窓ガラスが割れて……」

　よほど怖かったと見えてラヴィーの説明は支し離り滅めつ裂れつ。そしてその恐怖から逃のがれようとしているのか、ますます力を入れて広大にしがみつく。

「大丈夫、大丈夫だから」

　広大はそう言いながらラヴィーの髪をなでてやる。教室を見回してみると机や椅い子すが散乱しており窓ガラスも割れている。誰かがいたのは確かなようだ。

　ひょっとして銭湯でクイックストーンを襲おそった奴か……？

「あの、大空さん」

　そんな事を考える広大を現実に引ひき戻す声がした。広大が教室の入り口の方へ振り返ると、そこには声を掛けた静花、そして恵子。少し遅れて胸の前に数匹の猫をだき抱えたティセとアイシャも姿を現した。

「取り敢えずこっちは何事も……」

　言いかけた広大は静花の頬が真っ赤に染まっている事にようやく気付いた。その視線を追いかけてみると、広大の腰の辺りにしっかりと抱きついているラヴィーへとたどり着く。そこでようやく広大は静花の反応の意味に気付いた。

「いや、これは……。離れろ、ラヴィー!!」

　しかしラヴィーは四人が現れた事で、すっかりいつもの態度を取り戻していた。

「いいではないか、いいではないか。減る物でもあるまいし。ほれほれ♡」

　ラヴィーは静花というよりは、ティセの方へ顔を向けたまま、より一層に力を入れて広大に抱きついてくる。

「あ、あの。私、ティルを捜してきます」

　真っ赤な顔を伏せてそう言うと静花はそそくさとその場を立ち去ってしまった。残った三人は黙って広大を見ているだけ。恵子はにやにやと笑いながら、アイシャは呆れた顔で黙っている所を見ると、どうやら二人ともティセの反応待ちのようだ。

　当のティセは猫をだき抱えたままでじっと無言で広大とラヴィーを見つめるだけ。例によって表情や態度からは特に感情らしいものは感じ取れない。そんなティセに向かってラヴィーはまるで勝利宣言でもするかのように、ちゃっかりＶサインを送ってみせた。

「おい、ラヴィー。それはどういう意味だ!!」

「そこのセキセイインコを放って私を助けに来てくれたのであろう？　つまりそういう事だ。これ以上、女の口から言わせるつもりか」

「いや、だからそれは状じよう況きように流されてというか、何というか……」
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　その時だ。ようやくティセが口を開いた。但ただし広大へ向かってではない。恵子の方へ顔を向けて言ったのだ。

「恵子、お腹なかが空きましたね」

「そうねえ。この分じゃ今日は肝試し中止みたいだし。なんか食べて帰ろうか」

「そういえばティセさま。その猫はどうなさったのですか？」

「校内に迷い込んでいたようです。藍留の家に引き取ってもらえたらと思います」

「じゃあ、あとで私からメールしとくわ」

　まるで広大とラヴィーが存在しないかのような会話を交わしながら、ティセと恵子、アイシャはその場を去っていった。

「誰かこの状況に突っ込めよ!!」

　広大はそう叫さけぶが、女じよ性せい陣じんに代わって突っ込んでくれそうな連中が現れた。

「姫さま、こちらでしたか！」

「姫さま、お怪我はありませんか！」

　ティセたちに代わって駆け込んできた黒服二人は、広大とラヴィーを見た瞬間、揃そろって怒ど声せいを上げた。

「大空広大！　貴様、姫さまに何をしている！」

　それに慌てたのはむしろラヴィーの方だ。

「ま、待て。二人とも。これはだな……」

　しかしラヴィーの制止は一いつ瞬しゆん遅おそく、黒服二人の鉄てつ拳けんで、広大はお約束の運命を辿たどる事になったのである。







アイキャッチ　08―09話





ラヴィー　「ううむ、しかし幽霊とは恐ろしいものだな」

ティセ　　「はい、幽霊は恐ろしいと思います。具体的に恐ろしい」

広大　　　「なんで幽霊は恐ろしいんだよ？」

ティセ　　「具体的になぜ恐ろしいのかよく分からないところが恐ろしいと思います」

広大　　　「ううむ、合ってるのか合ってないのか微び妙みような線だな」

ラヴィー　「恐ろしいな」

ティセ　　「恐ろしいですね」

ティル　　「恐ろしいね」

ラヴィー　「うわッ、いつからそこにいたポメラニアン！」

ティル　　「ポメラニアンじゃないもん！　ティルだもん！」

静花　　　「あの、ティルがお邪魔しているようで、申し訳ありません」

広大　　　「いや、ティセの妹だし別に構わないよ」

ラヴィー　「（じぃぃぃいい～～～～）」

広大　　　「なんだよ、そのじと目は？」

ラヴィー　「い、いや。なんだ……。どうしてお前の周りには、こんなに女の子がいるのかと思ってな。それにこの私を筆頭に、なかなか可愛い子ばかりではないか」

アイシャ　「たまたまではありませんか？」

恵子　　　「なんか妙に力強く言うわねえ」

広大　　　「たまたまだよなあ。それに他にも可愛い女の子はいるじゃないか」

ティセ　　「具体的に」

恵子　　　「桜さくら子こちゃんとか？」

ラヴィー　「なんだ、他にもまだフラグ立ててる女の子がいるのか、大おお空ぞら広大！」

広大　　　「フラグって何だよ、ただティセの一番下の妹の友達だってだけだよ」

恵子　　　「ていうかさぁ～～。ラヴィー、なんでこの回の最後から、広大の事を名前で呼ぶようになったの？　今まではメガネって言ってたじゃないの」

ラヴィー　「そ、そう言えばあの猫たちはどうした、セキセイインコ？」

ティセ　　「藍あお留るに引き取って貰いました。みんなちゃんと面めん倒どう見てくれる人が預かってくれています」

ラヴィー　「うむ、それは良かったな」

恵子　　　「逃げたな……」









「セレブになりましょう。まずは麦茶からです」







「……八月も残り少なくなって参りましたが、一向に暑さは収まらず連日の猛もう暑しよ日びが続いております」

「各地の海水浴場やプールには、今年最後の泳ぎを楽しもうとするお客さんで大おお賑にぎわい。どこも超ちよう満まん員いんの人出です」

「……下らん」

　自称ｂｉｏビオクラフトの姫、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムは、うんざりした顔でそうつぶやくと手にしたリモコンでＴＶのチャンネルを変える。もっとも変えた先のチャンネルでも同じような番組が流れるだけ。無理もない。今はちょうど夕方のニュース番組の時間帯。そしてこの二、三日は大きく取り上げるようなニュースもないのだ。

「まったく。泳ぐだけなら、いつでも屋内プールに行けばいいだろう。海水浴だって南半球なら季節は逆だ。いつでも泳げる」

　カウチに座ったままＴＶのリモコンをいじくり回すラヴィーが、露骨なまでに不ふ機き嫌げんそうなのにはそれなりの理由がある。

　ここは都心の高級ホテルの一室。ラヴィーは一週間ほどこのホテルから出ていない。現在、新たな邸てい宅たくを足立区はしょうぶ沼ぬま高校のすぐ側そばに建設させているのだが、最近その周囲にマスコミが大挙して押しかけており、大おお騒さわぎになっているのである。どうやら東京都北部に高位のｂｉｏクラフトが潜せん伏ぷくしているという情報を、何者かがマスコミ各社にリークしたらしい。もともとｂｉｏクラフトの姫と自称しているラヴィーにしてみれば、今いま更さら、正体を隠すつもりなど毛頭無かったのだが、多くのマスコミに追いかけ回され、あれこれと詮せん索さくされるのは好みではない。それにこれまでもマスコミの取材要よう請せいがなかったわけでもないが、どこもｂｉｏクラフトの姫という主張を頭から疑って掛かっているのが、ラヴィーには何とも面おも白しろくなかったのである。さらにはラヴィーを支援するペンデュラム財団の意向もあり、自称ｂｉｏクラフトのお姫さまは、この一週間余り都心の高級ホテルにこもりきりなのだ。

「姫さま、よろしいですか？」

　隣りん室しつから黒服の一人、ヴィッスの声がする。

「うむ、いいぞ」

　ＴＶを観ながらラヴィーは鷹おう揚ように答えた。

「今しがた財団の方から連絡がありまして、新邸宅周辺で取材を続けているマスコミには、退去するよう要請を出したとの事です。ＵＮｂＡＲも同様の要請を出したとの事で、一両日中には騒ぎは収まるかと思われます」

「ようやくか……」

　ヴィッスに背を向けたままでラヴィーは嘆息する。

「しかし財団でも今回の騒ぎで、マスコミ対策を考え始めたようです。取材を断るなら、むしろ取しゆ捨しや選せん択たくしたうえで受けた方が良いのではないかと言ってきました」

「下らん」

　ラヴィーは憤ふん然ぜんとしてそう言い放つ。

「そもそも連中は私がｂｉｏクラフトの姫である事を信じようとしないではないか。皆、イモータルヌーンの言う事は信じても、私の言葉は信用できんのか。まったく……！」

「あの、その事ですが。姫さま」

　ヴィッスはこれ以上、ラヴィーがへそを曲げぬよう、慎しん重ちように言葉を選びながら答えた。

「実はですね。日本のテレビ局が、ｂｉｏクラフトのお姫さまという前提で取材したいとの事で。ペンデュラム財団の方もそれならば受けてはどうかと言ってきた次し第だいです」

　まるでウサギの耳のように、珊さん瑚ご色のツインテールがぴくんと揺れた。

「……姫という前提だと？」

　聞き返す声はかすかに震えているようだ。

「は、はい」

　ラヴィーのそんな反応を計りかねたヴィッスの方が緊きん張ちようしてしまう。ラヴィーはカウチに座り背を向けたままだが、やにわに忙せわしくリモコンでＴＶのチャンネルを変え始める。

「な、なにを言う。私がｂｉｏクラフトの姫なのは当然ではないか！　まったく今更、取材したいなどと……。最初からちゃんとそう言ってくれば良いのだ……」

　早口でぶつくさとそう言っていたラヴィーだが、突然、ＴＶのチャンネルをペット番組で止めると、一つわざとらしい咳せき払ばらいをしてから改めて尋ねる。

「そ、それで。そのテレビ局というのはどこで、どんな番組で取り上げるというのだ？」

「はい、民放のワイドショーという話です。何でも各界のセレブリティーやお嬢さまを取り上げるシリーズ企き画かくという事で、これまでにもハリウッド女優やヨーロッパの貴族などが出演しているようですが……」

「下らん、まったく下らん！」

　口ではそう言ってるものの、ラヴィーのツインテールは忙しなく揺れその胸中を如によ実じつに物語っていた。

「下らん番組だが、確かに下々の者から親近感を持たれるようにするには、効果的かも知れんな」

「はぁ……」

　毎度の事ながら、素す直なおに出るとひと言で答える事が出来ないラヴィーにヴィッスは呆れるばかりだ。

「財団やテレビ局がどうしてもと言うのなら、出演してやらぬ事もないぞ」

「分かりました、それでは出演を了りよう承しようするという返答を……」

「違う！」

　そこでようやくラヴィーはＴＶのリモコンを放り投なげて振り返る。

「だから言ってるだろう！　どうしてもと言うのならば、出演してやらない事もないという訳だ！　決して私は自分から出たいなどと思ってないぞ!!」

　カウチの背もたれから身を乗り出して、ラヴィーは必死にそう弁明する。そんなラヴィーに、慣れているはずのヴィッスも圧あつ倒とうされたように曖あい昧まいに肯いた。

「も、もちろん。分かっております。どうしてもと言うのならばと、テレビ局の方に返答いたしますので」

　そういうとヴィッスは隣室に下がった。
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「ふふふ、ようやく世間もこの私がｂｉｏクラフトの姫だと認めるようになったようだな……」

　部屋には他に誰もいないというのに、ラヴィーは喜びを押し隠してほくそ笑む。

「これであの学校の連中も、私の事をきちんと敬う事だろう。特にあのメガネ、大おお空ぞら広こう大だいと愛あい玩がん鳥類！　あいつらは是ぜが非ひでもぎゃふんと言わせてやらねばな!!　はははは……」

　カウチの上に仁に王おう立ちになると思わず高笑いを響かせるラヴィーだが、視界の隅に飛び込んできたその光景に、反射的に身構えてしまった。

　黄色くて小さくてぱたぱた……！

「こちらの御お宅たくのペットが、このカナリアのちーちゃんです。可愛いですねえ」

　何の事はない。ＴＶのペット番組でカナリアを紹介しているところだった。カナリアはレポーターの紹介に、上機嫌で黄色い羽をぱたぱたさせている。

「ええい、今に見ておれ！　この愛玩鳥類!!」

　羽をぱたぱたさせているカナリアに、思わずティセの姿を思い出してしまったラヴィーは、反射的にカウチの上にあったクッションを五〇型プラズマディスプレイに投げつけていた。




「宿題」

　ティセはそう言いながら、例によって目より少し上の高さに掲かかげるように持ったノートを見つめる。

「眺ながめていても宿題は終わらないわよ」

　ガラステーブルの上に広げたノートと睨めっこしたままで恵けい子こはそう言った。

　ここは広大の部屋。夏休みも残り少なくなってきた事もあり、みんなで一緒に宿題を片付けようと、恵子の方から半ば一方的に言ってきたのである。ティセと恵子は床に出したガラステーブルの上にノートや問題集を広げ、広大は机に向かって宿題を片付けている最中だ。もっともティセは先程からノートや問題集を眺めたり、これまた例によって所在なさそうに両手をぱたぱたさせているだけで、あまり手が進んでいるようには見えない。

「ティセはどれくらい片付いているの？」

　恵子がそう尋ねるとティセは手にしたノートをぱたんとガラステーブルの上に戻して、しばし何事か考え込む。正座が苦手なのか、ティセはガラステーブルの下に足を投げ出した格好だ。

「問題集はほとんど終わっています」

　尋ねた恵子の方へ手を差し伸べるようにする、いつもの仕草でティセは言った。

「あぁ、残りはあれか……」

「あれです」

　そう言う広大へ顔を向けティセは鸚おう鵡む返しに答えた。

「問題集が片付いているんなら、ほとんど終わったも同然じゃないの？」

　そう言う恵子はしかめっ面つらで数学の問題集に向かっている。

「いや、そうもいかないんだよ。問題集なら単に答えを書けばいいわけだけど……」

「もう、あっさり言わないでよ」

　その『答えを書く』という作業に苦しんでいる恵子は、何気なくそう言った広大にむくれてみせた。

「でもティセはｂｉｏクラフトだしなぁ……」

　そう言い訳する広大にティセも補足する。

「数学や科学系ならば特に問題はありません」

「そりゃまた結構な事で」

　恵子は嘆息するが、ティセは困ったように両手をぱたぱたさせてから改めて説明する。

「しかし知識だけではどうにもならない事があります」

　ようやく問題集から視線を上げて怪訝な顔をする恵子の前に、ティセはガラステーブルの横に放り出してあったスケッチブックを取り上げる。

「美術の宿題」

　何枚か風景スケッチをしてくるようにと課題が出されている。恵子はすでに適当なスケッチでお茶を濁にごしてしまっていた。

「広大やアイシャからはこれでは駄目だと言われました」

　そう言ってティセがめくったスケッチブックのページには、何やら細かい線が無数に書き込まれていた。線のほとんどはどうやら絵の中心へ向かって放射線状に広がっているようだ。

「……はい？」

「公園だよ。しょうぶ沼公園」

　広大がそう説明する。しょうぶ沼公園とはその名の通り、広大たちが通うしょうぶ沼高校のすぐ側そばにある公園の事だ。

「どこが？」

　反射的に尋ねる恵子にティセも即答する。

「全面的に」

「……はぁ？」

　首を傾げる恵子に、ティセは放射線状に伸びる線の一本を指さして言った。

「木」

　どうみても鉛えん筆ぴつで引かれたただの細い線である。

「花」

　ティセはそう言うが、木といった線よりもやや短い程度で特に違いは見えない。それに木や花なら下から上に伸びていなければならないのに、絵の中央に向かって放射線状になっているのだ。

「鳥」

　今度は短く同心円上に描えがかれた弧こ。どうやらそれが鳥らしい。

「ええと、どういう構図？　空や地面はどこよ」

　尋ねられたティセは画面の中央を指さして答える。

「空。そして地球」

　空は画面の中央。続いて絵の縁ふちをぐるりと円を描くように指でなぞる。どうやら絵の縁を取り囲むように地球、即すなわち地面があるようだ。そこでようやく恵子は合点がいった。どうやらティセは空の中央、天頂を画面の真ん中に持ってくるという、高校生が夏休みの宿題で描くにしては斬ざん新しんな構図を取ったようなのだ。そして木や草花、鳥などをみんな一本の線分で表したらしい。広大やアイシャから駄目だしされたにも拘かかわらず、どうやらティセは自分のこの作品をいたく気に入っているようで、スケッチブックを掲げ持つようにしてじっと見入っている。

「いや、まぁ。芸術としてはありかと思うけどなぁ……」

「宿題としては単なる手て抜ぬきね」

　広大と恵子のそんな論評に、スケッチブックをガラステーブルに戻したティセは、不快感を表すように激しく両手をぶんぶん振ってみせる。それも一時。すぐに気を取り直して続けた。

「広大やアイシャから否定されたので、私も前向きに努力しました」

　そう言ってティセはスケッチブックをめくる。そこに現れたのは、まるでモノクロ写真かと見まごう程に詳しよう細さい緻ち密みつに描かれた木の枝と葉。しかし葉は一枚だけ、枝も途と中ちゆうまで。そして明らかに描き終わっておらず、周囲は真っ白だ。

「でもこれだけで三日かかりました。それに風景画になってないと言われました」

　ティセはスケッチブックをテーブルに置き、しばし自分で描いた絵を眺めてから他ひ人と事ごとのように言った。

「困りましたね」

「う～～ん」

　恵子も思わず頭を抱えたくなった。どうやらティセは絵を描く、特に風景画を描くという事をした経験がないので、何をどうしていいのか分からないようだ。美術の授業では教師が色々と指導していたようだが、それがないと全く駄目。普ふ通つうの環かん境きように育った人間ならば、成長するに従い自然に覚えていくはずの、絵を描く際の情報の取捨選択がまったく出来ないようだ。

「他にも読書感想文や音楽感想文。環境問題についてレポートなどが残ってますが、なにをどう書いていいのか分からないので、考えるだけでも泣いてしまいそうです」

　感性とか価値観が関かかわってくるとティセは全くお手上げの様子だ。さっきから宿題をやっている気配が無かったのは、どう手を付けていいのか理解できないからのようである。

「そんなの、適当に誰かの写しておけばいいじゃないの」

　あっけらかんとしてそう言う恵子に、ティセは両手をばたばた振って反論する。

「駄目です。いけません。恵子。それでは私が宿題をやった事になりません」

　妙にきまじめなところをみせるティセである。

「でもアイシャは全部宿題を片付けたって言ってたよな」

　思い出したように広大が机からそう声を掛けてくる。アイシャが顔を出さないので、さっき恵子に尋ねたのだが、すでに全部終えていると言われたのだ。

「うん。まああの子は結構、手際いいから」

　そう答えた恵子にちょっぴり悪戯いたずら心が芽め吹ぶく。

「そういえばアイシャ、今日は午前中からお出かけよ。服を貸してくれって言われたし、これはひょっとしてデートかしらね」

　アイシャが午前中から出かけている事は本当だ。もっとも恵子は出かけた理由は聞いていたし、それはティセと広大にも伝えておいてくれと言われていた。敢えてそれを隠して広大をちょっとからかってみようと思ったのだ。だが先に反応を示したのは広大ではなく、対面にいたティセであった。ティセはぱっと両手を大きく広げると言った。

「それは由ゆ々ゆしき事態ですね」

　ティセのその反応に、恵子は一時おやっと思う。意外な事にどうやらティセは恵子の悪戯を見み抜ぬき、それに乗ってきた様子なのである。確証はない。確証はないが、恵子の女の勘というものが、そう教えてくれていた。

「ははは、あのお堅かたいアイシャがそんなわけないじゃないか」

　しかし広大は、恵子とティセの急造共同作戦を一笑に付す。

「確かにアイシャは人気あるみたいだけど、声かけるほど気合いの入った男子は、うちの学校にはいないんじゃないのか」

　そんな事を言う広大を見て、恵子は深々とため息をつく。

「鈍にぶいわねえ」

「鈍いですね」

　ティセも肯く。もっとも今回は本心からそう言っているのか、それとも単に話を合わせているのか、恵子もティセの真意は測りかねた。そんな恵子に構わずティセは広大の方へ手を差し伸べるようにして言った。

「広大は具体的に駄目です」

「駄目よねえ」

「はい……？」

　肯き合うティセと恵子から一いつ斉せいに駄目だしされた広大は当惑するだけだった。




「テレビ局の放送車……。やっぱり何かの取材みたいですわね」

　当のアイシャはその頃、しょうぶ沼高校近くにある電柱の陰かげから、完成間近いペンデュラム邸をのぞき込んでいた。ここしばらく姿を見せていなかったラヴィーが、今日、ペンデュラム邸に現れるという噂を聞きつけたのだ。アイシャにとって現在の気がかりの一つがラヴィーの存在。ｂｉｏクラフトの姫を自称するあの少女の正体を、何としても夏休み中に探っておきたかった。学校のすぐ前に邸宅を構えた以上、夏休みが終われば毎日のようにティセとラヴィーは顔を合わせる事になる。ラヴィーの正体如何いかんによってはそれは大変な結果を招く事に成りかねない。この数日間、色々と探りを入れていたのだが、邸宅の建設工事をしている作業員の会話から、今日マスコミの取材があり、ラヴィーが顔を出すと聞きつけたのだ。

　うまくすればどさくさに紛まぎれて邸宅の中に入れるかも知れない。そう考えたアイシャは邸宅の側で様子をうかがっているのである。もっともいつもの格好で来ればすぐにラヴィーや黒服に見つかってしまう。そこで恵子から服を借りて変装してきたのだ。

「お～～い。アシの代わり、誰を手配したんだよ」

「いや、俺は聞いてませんけど」

　放送車の周囲でオンエアの準備をしている取材クルーがそんな会話を交わしている。

「マイク、調子悪いってよ。誰か、代わり持って行ってくれ」

　放送機材が入っていると思われる金属のケースを抱えた取材クルーたちがさかんに邸宅を出入りしていた。今のこの状況なら素知らぬふりで邸宅に入り込めるかも知れない。

　そう考えたアイシャは出来る限りさりげない風を装よそおい電柱の陰かげから出た。

「ケーブル持って行って、ケーブル。あと照明も。絨じゆう毯たんは高級品らしいから、傷つけるなよ。ほら、引きずってる引きずってる！」

「ちょっと事務所に確認してみますわ。確かディレクターの山やま田ださんが、アシの子の代わりは手配してくれてるはずだけど」

　そんな事を言いながら携帯電話を取り出した取材クルーの横を、アイシャは会え釈しやくしながら通り過ぎようとする。

「おはようございます」

　すでに昼下がりだが、この業界では常にこのように挨拶する。一応、そのように聞き知っているアイシャが、そう挨拶すると、携帯を手にしていた取材クルーがほっとしたような顔をして見せた。

「あ～～、良かった。いや、時間が押していたからどうしようかと思ったんだよ。さぁ、こっちこっち。早くメイクしないと」

「……は？」

　当惑するアイシャの手を引いて取材クルーは放送車の中へと向かう。

「お～～い、メイクさん。アシスタントの子、来たよ。メイクお願いね」

「あら、こちらの子。見慣れないわね」

「うん、レギュラーの子が体調崩くずしちゃってね。代わりの子を寄越してもらったんだ」

　取材クルーとメイク担当の会話を聞いていてようやくアイシャは合点がいった。どうやら自分は番組アシスタントと勘かん違ちがいされているようなのだ。

　なまじ変装してきたのがまずかったらしい。大きめのサングラス。今の季節には珍めずらしい厚手のカーディガン。これでは確かに自意識過か剰じような駆け出しのタレントが、人目と日焼けに気をつけて撮さつ影えい現場に直行してきたと誤解されても仕方のない格好だ。

「あの、私は……」

　そう言いかけたものの、アイシャは思い直す。考えてみればいいチャンスだ。これで堂々と正面からペンデュラム邸に入り込む事が出来るはずだ。どうせすぐに本物のアシスタントが来るだろう。その前にどこかに身を隠してしまえばいいだけだ。

　虎こ穴けつにいらずんば虎こ児じを得ず。アイシャは覚かく悟ごを決めた。

「それではお願いします」

　アイシャはサングラスを取り、メイク担当者に深々と挨拶した。




「だれた……！」

　妙にきっぱりとした口調でそう言うと、恵子は仰あお向むけに寝ね転ころがる。

「早すぎるぞ、おい。まだ二時間も経ってないじゃないか」

「人間の集中力は二時間程度が限界だって説があるのよ。だってほら、映画やテレビ番組でも長くて二時間くらいじゃないの。スポーツだってトップレベルは長くても二時間くらいで片付くわよ。マラソンとか」

　そんなへりくつを言う恵子に、広大は呆れた顔をする。

「八時間とか二四時間耐たい久きゆうとかあるけどな」

「耐久レースは別に一人で走ってる訳じゃないでしょ。一人で走るカテゴリーは、大体長くて二時間よ」

　そんな益やく体たいもない会話を続けている広大と恵子に構わず、ティセは原げん稿こう用紙に向かって何かの感想文を書いている最中のようだ。もっともあまり効率は上がらないようで、少し書いては不満げに眉をひそめ、落ち着き無く両手をぱたぱたさせては、また最初から書き直すというパターンがずっと続いている。

「だれたのでＴＶでも見ます～～」

　一方的にそう宣言した恵子は、テーブルの脇わきにあるＴＶのリモコンを手に取る。

「こっちのＴＶはケーブル回線は来てないぞ」

　自宅のケーブルＴＶ回線で一昔前のアニメや特とく撮さつを見まくってる恵子に広大はそう注意しておく。

「なんか昔の馬ば鹿かな映画でもやってないかしら……」

　そんな事を言いながら恵子は勝手にＴＶを付けてチャンネルを変えていく。ちょうど時刻は昼下がり。高校生が見て楽しい番組はあまり放送されていない。料理番組、古い時代劇の再放送。通つう販はん番組。そしてワイドショーでは芸能人のスキャンダルを伝えている所だった。出ている芸能人に見覚えがあるのか、恵子はそこで一時チャンネルを止める。しかしすぐにその話題は終わり画面が切きり替かわる。チャンネルボタンを押しかけた恵子だったが、次の瞬間、ＴＶ画面に映った光景に声を上げる。

「あれ……？」

　どこか見覚えのある町並みだ。

「さて次はおなじみ『突とつ撃げき！　隣となりのセレブリティー』。今週は夏休み・セレブのお嬢さま特集をお送りしています」

　キャスターの声に広大もＴＶの方へ顔を向ける。

「これ、学校の近くじゃないか？」

「うん、そうみたい。駅の近くよね」

　広大の言葉に恵子も肯く。確かにキャスターの後ろに映っている住宅街は、足立区は北綾あや瀬せ駅周辺の住宅街だ。

「さぁ、今日のセレブなお嬢さまは!?　続きはＣＭの後で」

　そしてＴＶ画面は洗せん剤ざいのＣＭへと切り替わった。

「この近くにセレブなお嬢さまなんていたか？」

　それまで感想文と悪あく戦せん苦く闘とうしていたティセが、そこでようやく顔を上げる。

「セレブリティーという言葉は聞いた事がありますが具体的には知りません」

「まぁ直訳だと、単に名士とか有名人という意味だな。最近はマスコミに出てるお金持ちって感じで取り上げられる事が多いけど」

　広大がそう説明しても、ティセは今ひとつ理解できない様子で小首を傾げている。

「それは素晴らしいものですか？」

「う～～ん。まぁ素晴らしいっていえば素晴らしいんだろうな」

「本物ならね」

　そう答える広大に、横から恵子が珍しく的確な指摘を挟はさんだ時だ。ＴＶではＣＭが終わり『突撃！　隣のセレブリティー』のコーナーが始まった。

「さぁ、夏休み・セレブのお嬢さま特集。今日はなんとお姫さまの登場です！」

「……はぁ？」

　北綾瀬近く。そしてお姫さま……。セレブという単語とは今ひとつ結びつかないキャラクターの為、無意識のうちに広大や恵子は候補から除外していたようだが、確かに一人、取り上げられてもおかしくない女の子がいる。

「さぁ、お嬢さまは現在、お休み中です。お嬢さま。お目覚めですか？　お嬢さま……」

　まだ建設途中らしく完全に調度が整っていないものの、完成すればかなり豪ごう奢しやなものになると分かる広い廊下を通り、マイクを手にしたレポーターが重たい木の扉を開いて室内に入る。カメラは一瞬、扉を開ける痩せぎすの黒服の男を捉えたが、それは確かに広大たちにも見覚えのある姿だった。

　寝しん室しつと言ってもそこだけで軽く広大の家と同じくらいの面積はありそうだ。その真ん中には映画や漫まん画がでしか見た事のない天てん蓋がい付きのベッドが置かれていた。

「さぁ、お嬢さま。お目覚めですか。お嬢さま、お嬢さま」

　差し込む日の光から察してこの場面は生なま中ちゆう継けいではなく録画のようだ。レポーターは立派な作りのベッドの脇に立ってその主人を起こそうとしているが、当のお嬢さまはなかなか目を覚まそうとはしない。もっとも実際には寝ねておらず、レポーターが来ると起きる手はずになっているのだろう。お嬢さまの寝起きシーンから入れば掴つかみはＯＫというあざとい演出だ。しかしお嬢さまが起きてこないので、レポーターは少し慌てたようだ。

「お嬢さま、起きていただけませんか？　お嬢さ……」

　そう言って毛布をめくろうとした時だ。

「姫と呼べと言っておいただろうが！　この馬ば鹿か者もの!!」

　やにわに枕まくらがレポーターに叩たたき付けられる。毛布の下から現れたのは珊瑚色の髪とおそろいの色のパジャマ姿の女の子。ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムであった。

　そこで画面はスタジオに切り替わり、キャスターが気のせいか引きつったように見える笑顔で言った。

「そんなわけで今週は、いま流は行やりのツンデレお嬢さま。ｂｉｏクラフトのお姫さまのラヴィー・スプレンディッドペンデュラムさんをご紹介いたします」

　途中から予想できていたとはいえ広大と恵子はぽかんとするだけ。そんな二人に向かってティセは尋ねた。

「ラヴィーはセレブなのですか？」

「いやぁ……」

　そう問われても広大は余りの事に二の句が継げない。

「どうやらお金持ちらしいし、自称ではあるけどお姫さまだし。まぁセレブっていえばセレブね」

　余り深く考えないまま恵子はそう答えてしまった。恵子の返答にティセは視線を上に向け、しばし何事か考え込んでいたが、やがて忙しなく両手をぱたぱたさせると言った。

「それでは私もセレブを目指したいと思います」

「はい？」

　唐とう突とつなティセの言葉に広大はますます困こん惑わくする。

「ラヴィーは姫だと言ってますが、私は本物の女王クイーンです。このままではいけないと思います」

「そうか」

「そうです」

　広大に向かってティセは元気よく両手を広げて見せた。




「まったく、あのシーンをオンエアするとは聞いて無かったぞ」

　番組をモニターでチェックしていたラヴィーは、不満げな顔で取材クルーに向かって言う。あのシーンとは言うまでもなく、寝ているところを起こされ枕を投げつけた所。撮影したのは確かに朝だが、実際にラヴィーが寝ていたわけではないのは見ていた広大の推測通り。しかし枕を投げつけたのは完全にハプニングだ。

「まぁまぁ、今はツンデレブームですから。こういうのは受けますよ、姫さま」

「……ふむ、まぁ良いか。あくまで私をｂｉｏクラフトの姫として紹介するというのなら、やはり下々の者にもなじんでもらわねばならぬからな。ブームに乗るのもやむを得ぬか」

　どうやらラヴィーは自分をちゃんと姫として扱あつかってくれるテレビ局の人間にすっかり乗せられてしまっているようだ。

「はい、カメラ来ます。次は御お食しよく事じのシーンで」

「姫さま、それでは」

　合図するＡＤに肯いた黒服二人に促されてラヴィーは食堂へ向かう。それを確認すると現場を仕切っていたディレクターは撮影スタッフに尋ねる。

「お～～い、アシスタントの子はどうした？」

「あ、はい。おい、こっちこっち。なに隠れてるの」

　ＡＤからそう言われて扉の陰から出てきたのはアイシャであった。ポニーテールの髪を下ろし、ＴＶ映ばえするようなメイクをしている為か、いつもより大人びて見える。それでもラヴィーや黒服二人が目にすれば正体がばれてしまうと考え、アイシャはずっと隠れていたのである。

「え～～と、なにちゃんだっけ？」

「アイ……、です」

　ディレクターに名前を聞かれたアイシャは、反射的に答えかけて後の言葉を飲み込んでしまう。しかしディレクターはそれを彼かの女じよの名前と勘違いしたようだ。

「あ～～、アイちゃんか。この前、事務所で会った時とは随ずい分ぶん、雰囲気変わったね。これからは清純路線？」

「え、ええ。まぁ」

　どうやらディレクターも、アイシャをアシスタントに派は遣けんされた駆け出しタレントと勘違いしてしまったようだ。そのうち本物のアシスタントが来るだろうと思っていたアイシャだが今のところその気配もない。

「あれ。アイちゃんを指名したのって、山田さんじゃないんすか？」

「違うよ、お前に任せるって言ったじゃないか」

　ディレクターとＡＤがそんな事を言い合ってるところから察するに、そもそも手て違ちがいでタレント事務所への連絡そのものがいってないようだ。

　ええと、つまりこれは……。私はこのままタレントの振りをして、アシスタントを続けなければなりませんの!?

　思わぬ事態にアイシャは混乱するが、そうしている間にも撮影はどんどん進んでいく。そして取材クルーはアイシャをアシスタントのタレントと信じ切っているのだ。アイシャは指示されるままにペンデュラム邸の食堂へ入って行くしかなかった。




「なにやってんだよ」

　テレビを見ながら腹ばいになり、携帯電話をいじくっている恵子に広大は尋ねた。

「なんか面白そうだから、藍やみんなにこの番組の事を教えてやってるの」

　どうやら恵子は現在ＴＶにラヴィーが出演している事を、クラスメートにメールで教えてやっている最中のようだ。

「見てください、この豪ごう華かなお料理！　みんなこちらのペンデュラム邸専属のシェフの手で作られているんですよ！」

　画面はペンデュラム邸の食堂へと切り替わり、テーブルの上に用意された贅ぜい沢たくな料理が映し出されていた。

「セレブを目指そうにも、広大の家にはシェフがいませんね」

　別にシェフはいらないと広大が答えようとした時、メール送信を終えた恵子が横から首を突っ込んできた。

「それについては心配ご無用！　なにしろ私は殺人シェフ三級のライセンスを持っているのよ！」

「それは素晴らしいですね」

「こらこら、なんだその殺人シェフのライセンスってのは。それに三級って微妙なランキングはなんだ？」

　放っておくとティセは恵子の冗談も素直に信じかねない。広大は慌ててたしなめるが恵子は平気な顔だ。

「結構、説得力あるランキングでしょ。三級ってのは」

「三級とは具体的に」

　尋ねるティセに恵子は調子に乗って答えた。

「まず調味料をすべて目分量で量る。決して味見はしない。この程度はこなせないと三級は無理ね。段位習得の壁かべは、素で砂糖と塩の区別がつかない事。そして塩を入れすぎた時、砂糖を入れるという発想がすぐ出てこないと初段は難しいわよ」

「だから嘘うそを教えるな。ティセもいちいちメモしない」

　ノートの隅に恵子の言葉をメモしていたティセは、広大にそう言われて手を差し伸べるような仕草で言った。

「いずれ役に立つ時もあるかと思います」

「多分、ない」

　一方、ＴＶでは優ゆう雅がに食事を続けるラヴィーの姿が映し出されていた。テーブルには深しん紅くの液体が注がれたワイングラス。ラヴィーがそれを傾かたむけると同時に、ご丁寧な事に画面には『中身は葡ぶ萄どうジュースです』とテロップが入る。

「やっぱりセレブはワイングラスね～～」

　恵子がそうつぶやくとティセはガラステーブルの上へと視線を落とす。そこにはノートや問題集と一緒に、麦茶のペットボトルとガラスのコップがティセと恵子の分、並んでいる。コップはその辺の百円ショップで買ってきた、味も素っ気もないデザインのものだ。

「ワイングラス」

　そうつぶやくや否いなや、ティセはさっと立ち上がり、階段を下りてキッチンへ向かう。そして食しよつ器き棚だなを開けた音がしたかと思うと、すぐさまそれを手にしてティセは戻ってくる。

　ティセが持ってきたのは、広ひろ海みがたまにワインを飲む時に使っているワイングラスだ。ガラステーブルの前に座ったティセは、ペットボトルから麦茶をワイングラスに注ぐと、それを口へと運ぶ。不思議と優雅でそして品位を感じる仕草だ。少なくともＴＶでセレブと紹介されているラヴィーよりは、ずっと気品があると言っても良い。

「セレブですか？」

　ワイングラスから唇を離したティセはそう広大に尋ねた。

「麦茶じゃなければな」

「あとここが六畳じようの和室じゃなきゃね」

　広大と恵子から口々にそう指摘され、ティセはちょっとがっかりしたようにワイングラスをテーブルに戻す。そうしている間にＴＶ画面は厨ちゆう房ぼうへ。真っ白な調理服に身を包んだシェフたちにインタビューしていく所だ。シェフたちの自己紹しよう介かいによれば、確かにみな一流なのは間違いないらしい。

「そしてこちらの大型冷蔵庫！　中には世界各地から厳選して取り寄せた食材がびっしりです。さぁ、開けてみましょう」

　レポーターがそう言っても冷蔵庫は開かない。レポーターはマイクを持って冷蔵庫の前で待機しているから、アシスタントか誰かが開ける手はずになっているのだろうが、なにかトラブルが起きているらしい。

「ほら、アイちゃん。早く早く！」

　スタッフが小声でそう言ったところをマイクが拾ってしまう。その声に促され、あわてて出てきたアイちゃんが、いささかぎこちない笑顔で冷蔵庫のドアを開けた。

「……は？」

　冷蔵庫の中身よりも広大と恵子は、ぎこちない笑顔のアイちゃんに唖然とするだけだった。

「アイシャ？」

「なんで、アイシャがこんな事してるのよ？」

　一方、ティセはパッと両手を広げて言った。

「アイシャが出かけたのは、ＴＶに出る為だったのですね」

「いつからタレントのバイト始めたんだよ」

　ティセと広大から続けざまに尋ねられてさすがに恵子も混乱する。思わず本当の事を言ってしまう。

「だってアイシャはラヴィーの家に探りを入れてくるって出かけたのよ。なんか途中で間違えたんじゃないの？」

「そんな馬鹿な……」

「だって、アイシャって意外とドジっ子属性あるわよ」

「ドジっ子属性とＴＶに出る事とどう関係があるんだよ」

　怪訝な顔の広大に恵子は力強く断言した。

「なぜならそれがドジっ子属性だからよ！」

「だからってそう簡単にＴＶに……」

　広大がそう言いかけた時だ。机の上に置いてあった広大の携帯から着メロが響く。手に取ってみるとクラスメートで委員長の後うしろ崎ざき孝たか郎おからの通話だ。

「あぁ、俺……」

　通話ボタンを押して広大がそう言いかけるのを遮り、孝郎が勢いよくまくし立てる。

「いまＴＶに出ていたの、貴た風かぜさんだよな!!」

　思わず携帯から耳を離してしまう程の大声である。少し離れた所にいた恵子にも孝郎の声は聞こえている。広大が視線で尋ねると恵子は無言で肯いた。つまり孝郎にもメールでラヴィーの出ているＴＶの事は知らせたというわけだ。

「そうだけど」

「一体どうなってるんだよ!?」

　妙に必死な孝郎に広大は圧倒されるだけだ。

「いや、俺も事情はよく分からないんだけど……」

「そうか。くそ、こうしちゃいられないな。じゃあな！」

　そういうなり孝郎は一方的に電話を切ってしまった。

「なんだ、一体？」

　呆気にとられ携帯を見つめる広大に恵子はにんまりとした顔で言った。

「だからあんたは駄目なのよ」




「こちらはまだ工事中ですが、いずれ温室になる予定なんですね」

「うむ、一年中世界中の珍しい草花が見られるようになるはずだ。完成の暁あかつきには、周辺の住民にも公開する予定だから、みな楽しみにしているが良いぞ」

　庭に出たラヴィーは得意満面で、レポーターに建設中の施し設せつを紹介して回っている。

「はい、アイちゃん。次プールの方へ来るからね。そのプールサイドで立っていて」

　ディレクターがそう指示を出す。プールサイドで立って待つという事は、ラヴィーの目に直接触ふれるという事だ。先程の厨房では、ラヴィーはレポーターとの受け答えに気を取られていたようだが、今回は気付かれる恐れがある。

「ええっと、でも別に立ってる事はないんじゃないですか？」

「そうじゃないと、プールの広さが実感できないでしょ。……あぁ、そうだ」

　アイシャが反論したからでもないだろうが、ディレクターは少し下世話な笑みを浮かべて言った。

「アイちゃん、カメラが来たタイミングでプールに落ちてくれない？」

「はい……？　だって私、普ふ段だん着ぎですよ」

　突然の要求にさすがのアイシャも目が点になる。

「だってアイちゃん、もともとセクシー系のポロリ担当だったじゃないの。いいでしょ、それくらい」

　にやにや笑うディレクターに、アイシャは露骨に不機嫌な表情になった。

「なんですか、そのポロリ担当というのは！」

　アイシャのその剣けん幕まくにディレクターは慌ててその提案を撤てつ回かいする。

「あぁ、分かった分かった。冗談だってば。深夜じゃあるまいし。お昼の番組でそんなシーンは流せないのは分かってるだろう」

「カメラ、来ますよ」

　ＡＤがそう声を掛ける。

「はい、そしてこちらがプールと噴ふん水すいです。このプールでは周辺の方々を集めて、スイカ割りなども催もよおされたんですよね」

「うむ。まずは地域になじむ事から始めないとな」

　ラヴィーとレポーターがそう言いながらプールに歩み寄り、そしてカメラもその後に続いて近づいてくる。

「アイちゃん、お願いね！」

　ディレクターがそう声をかけてカメラに映らぬ位置に引っ込む。近づいてくるラヴィーと、カメラに映らぬ位置で待機している黒服二人の姿にアイシャは混乱する。

　ええと、どうするんでしたっけ？　手を振る？　でもここでラヴィーに自分の事が分かってしまっては……。

「そうだ、まず噴水を見てもらおう。おい、ヴィッス、ヴァッチ！」

　突然、ラヴィーが手はずにない事を言い出す。言われた黒服二人がサッと合図を出すと、アイシャのいた周囲から一斉に噴水が噴き出した。

「きゃ!?」

　いきなりの出来事にアイシャは足を滑すべらせてそのままプールの水の中へ落ちてしまったのである。

「なんだ、あれは。まったくドジだな」

　ラヴィーがそんな事を言っているのが耳に入る。もっともこれはこれで結果オーライかも知れない。ラヴィーや黒服もアシスタントのアイちゃんの正体には気付いてないはずだ。そうは思っても今ひとつアイシャは納なつ得とくできない。

「アイちゃん、そんなにサービスしなくてもいいのに」
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「サービスじゃありません！」

　濡ぬれたブラウスの前を押さえながらアイシャは、げらげらと笑うディレクターとＡＤたちを怒ど鳴なりつけた。




「なにやってるのよ、あの子は……」

　遠くからでもプールに落ちたのがアイシャと分かる。スタジオのキャスターやゲストが爆ばく笑しようしている音声も流れてきた。恵子もうんざりとした様子でそうぼやくだけだ。

「アイシャのこの苦労を無む駄だにしてはいけませんね」

「はい？」

　ティセの言葉の真意が分からず、広大は怪訝な顔をする。

「アイシャの為にも私は立派なセレブにならないといけないと思います」

「いや、別にアイシャは、ラヴィーの所へセレブの謎を解き明かしに行った訳じゃないと思うんだけど」




　しょうぶ沼高校の自転車置き場に、乗ってきた自転車を置くと孝郎はペンデュラム邸に駆けつけていた。

「貴風さんまだいるかな？」

　来たからと言って何かあるわけではない。しかし孝郎としては黙って家でＴＶを見ている気にもなれず、自転車を漕こいでペンデュラム邸に駆けつけたのである。いわば男の本能と言っても良い。もっともそこから先については、孝郎もさして深く考えてなかった。これもいわば男の本能と言っても良い。

「え～～と……」

　放送車の脇からペンデュラム邸の中をのぞき込んでいた孝郎に気付いた取材クルーの一人が声を掛ける。

「おい、お前。もう撤てつ収しゆうだから、これ車内に運んでおいてくれ」

　言うなり金属製のケースに入った何かの機械を手渡される。

「え、俺は……」

　しかし孝郎に反論の余地を与あたえず取材クルーはさらにケーブルの束を渡す。

「ほら、もたもたしてると時給下げるぞ」

　どうやらバイトと間違えられているらしい。孝郎はそう悟ったが一方でチャンスとも考える。どういう理由かは分からないが、アイシャがテレビに出ている。このままテレビ局のバイトとして振る舞えばアイシャに接近するチャンスもあるだろう。

「うっす、こいつを運ぶんすね！」

　景気よく返答すると孝郎は言われたとおり機材を運び始めた。




「ええい、なんだこの番組は！　これでは私がｂｉｏクラフトの姫だとまったく分からんではないか！」

　撮影が終わるや否や、邸宅の自室でオンエアを録画していたＨＤＤレコーダーを再生。そこに録画されていた番組を確認するや否や、ラヴィーは地じ団だん駄だを踏み、クッションをプラズマディスプレイに投げつけていた。

「大体、セレブとはなんだ！　私はｂｉｏクラフトの姫だぞ！　セレブとは……」

　そこでラヴィーは少し怒いかりを収めて首を傾げ、黒服二人に尋ねた。

「おい、ヴァッチ、ヴィッス。今更なんだが、そもそもセレブリティーとは何だ？」




「あ、帰ってきたわよ」

　今ひとつ趣しゆ旨しがよく分からないまま終わったラヴィー出演のコーナー。それが終わってから三十分ほどしてようやくアイシャが帰ってきた。そろそろだろうと広大の部屋から自分の家の玄げん関かんを見ていた恵子がそう報告する。それを聞いた途と端たん、ティセは立ち上がりとたとたと階段を下りていく。そのまま玄関を出てアイシャを迎むかえに行くかと思いきや、どうやら一度キッチンによっているようだ。

　広大と恵子が追いかけていくと、ティセは玄関を出てアイシャの所へ駆け寄っていくところだった。

「ティセさま……？」

　駆け寄ってきたティセにアイシャは怪訝な顔をする。無理もない。ティセはなぜかワイングラスを二つと麦茶のペットボトルを持っているのだ。

「アイシャ、今日はご苦労様でした」

　そういうとティセはアイシャにワイングラスを一つ渡し、もう一つを自分で持つ。そしてペットボトルから麦茶を注ぎながらティセは言った。

「私もラヴィーに負けない素晴らしいセレブリティーになりたいと思います。それにはまず麦茶からです」

「ティセさま……」

　なんだか理由はよく分からないものの、どうやらティセは自分のやった事を感謝してくれているようだ。それだけでアイシャには充じゆう分ぶんだった。

「なんか感動的な光景ね」

　そう言う割りには恵子は妙にしらけた口調で言った。

「麦茶じゃなければな」

　その時、広大の携帯が再び着メロを鳴らす。ベルトに下げているケースから携帯を出してみるとまた孝郎からだ。通話ボタンを押すなり、困惑した孝郎の声が響いた。

「なぁ、広大。俺、いまテレビ局にいるんだけど。どうしたらいいと思う？」

「……俺が知るか！」







アイキャッチ　09―10話





ラヴィー　「どうだ、私のセレブっぷりは！　なかなかのものだったろう！」

ティセ　　「セレブというのはよく理解できませんが、何となく素晴らしかったような気がします」

ラヴィー　「何となくは余計だが、素晴らしいという事が分かっていれば、まぁいいとしよう。ははははは!!」

恵子　　　「よく分かってなかったくせに……」

ラヴィー　「分かっているかいないかは関係ない!!　セレブが何であるかはともかく、姫である私からにじみ出る高貴さは隠しようがないからな」

アイシャ　「スタッフの皆さんはわがまま振りに振り回されたとか言ってましたが……」

ラヴィー　「ん、なんだ。なにか言ったか？」

アイシャ　「いえ、別に……」

恵子　　　「あ～～、そういえばあの番組のアシの女の子！」

アイシャ　「（ドキっ）……あ、あの恵子。話は変わりますが……」

ラヴィー　「ああ、あの噴水を浴びてプールに落ちた、無駄に胸のデカい娘むすめか！」

恵子　　　「まったくドジよねえ」

ラヴィー　「うむ、よくもまああんなドジでタレントが務まるな。普段は一体どういう生活をしているんだか……」

恵子　　　「そうよねえ」

ティセ　　「？？　恵子、あれはアイ……」

アイシャ　「あ、あのティセさま！　その、ええと……。あっ、そうですわ。夏休みの宿題で描いたあのスケッチ。賞をいただいたそうですね！」

ティセ　　「はい、芸術性というものが評価されたようですが、私はよく分かりません」

ラヴィー　「なに!?　それは聞き捨てならぬな。ええい、ヴァッチ、ヴィッス！　スケッチブックを持ってこい！　私も芸術性とやらを評価されてやろう!!　目指すは『美の巨きよ人じんたち』だ！」

広大　　　「……ひょっとして、ラヴィーって未いまだにあの女の子がアイシャだって気付いて無かったのか？」

恵子　　　「気付くわけがないでしょう、ラヴィーが。そういえば後うしろ崎ざきくんあれからどうたの？」

広大　　　「……あ!?」









「メイドさんです。トランプをしましょう」







　アメリカ、ラスベガス。その一角にあるカジノ。そこでは今、息を飲む、そして奇き妙みような戦いが繰くり広ひろげられていた。

「くそ、俺おれは降りたぜ。やってられるか！」

　そう言ってカードを投げ出だしたのはロシアの若き石油成金。その隣となりに座すわる中国ＩＴ企き業ぎようの御おん曹ぞう司しはカードが配られた時点ですでに勝負を投げていた。残るはアメリカ人実業家。そしてもう一人。メイドである。誰だれがどう見ても立派なメイド服姿の娘むすめが、にこやかな微ほほ笑えみを浮うかべ、ポーカー勝負にいそしんでいるのである。余よ裕ゆう綽しやく々しやくのメイドに対して、壮そう年ねんのアメリカ人実業家は冷静な様子を繕つくろおうとしているが、額に浮かぶ脂あぶら汗あせから察してその努力は報むくわれていないようだ。

　お、落ち着け。なに、どうという事もない役のはずだ。あんな馬ば鹿かヅキがそうそう続くわけでもない。ここは勝負だ。勝てば今までの負けも充じゆう分ぶんに取り返せる。

　アメリカ人実業家は懸けん命めいにそう言い聞かせていた。この勝負だけで百数十万ドルの金が動いていた。それもあのメイドの一人勝ちである。前まえ髪がみを目が隠かくれる程ほどに伸のばし、穏おだやかな笑みをずっと浮かべているだけだが、なかなかどうしてポーカーの腕うでは確かなようだ。







[image: ]







　ポーカーだけではない。このテーブルに座るまでバカラ、ブラックジャック、ルーレットなどでも荒あら稼かせぎしているのだ。その稼かせぎっぷりに警けい戒かい感を抱いだいたのだろう。テーブルの脇わきにはガードマンを従えたカジノのオーナーが立ち、勝負の行方ゆくえを見守っていた。

「どういたします。下りられますか？」

　屈くつ託たくのない口調でそう尋たずねる。今でもテーブルには数十万ドル単位でチップが積み重ねられている。とてもそんな大勝負に臨のぞんでいるという雰ふん囲い気きではない。まるで朝食のメニューを尋ねるメイドのようだ。いや、事実メイドなのだが。

　ポーカーは攻こう略りやく法ほうがないと言われ、それがゆえにキングオブギャンブルと呼ばれる。ブラックジャックやルーレットはディーラーが相手。即すなわちディーラーの癖くせさえ読めばある程度の戦略は立てられる。しかしポーカーは客同士の勝負。言うまでもなくテーブルを囲む相手は毎回変わり、そのたびに勝負のスタイルも変わる。故ゆえに普ふ遍へん的てきな攻略方法はない。

　しかしこのメイドは先さき程ほどから連戦連勝。まるでとりつく島がないのである。

　いける、いけるぞ！

　もう一度カードを見直してアメリカ人実業家は自分を鼓こ舞ぶする。

　カードは９のワンペアにＪのスリーカードからなるフルハウス。充分に戦えるカードだ。メイドは先程の勝負でフォアカード。その前は屑くず手てだったが、強気に押おした為ため、他ほかが下り勝負を拾った。

　同じ手は食うか。アメリカ人実業家は宣言した。

「勝負だ！」

「はい、喜んで」

　アメリカ人実業家はレディファーストも忘れ勢い込んでカードを場に広げた。

「フルハウスだ！」

「あら……、残念でしたわね」

　メイドがそう言うのを聞いてアメリカ人実業家は勝ったと思い、胸をなで下ろす。しかし次の瞬しゆん間かん、嫌いやな予感に襲おそわれる。メイドは先程、勝った時もそう言ったではないか。

　そしてその嫌な予感は見事に的中してしまった。

「ストレートフラッシュですわ♡」

　ハートのエースから５までが見事に揃そろったストレートフラッシュ。文句なしにメイドの勝ちである。

「くそ！」

　アメリカ人実業家は思わずテーブルを叩たたく。

「オーナー。監かん視しカメラでは特にイカサマの様子は見あたらないそうです」

「ううむ……」

　小走りに駆かけ寄よってきた警備員がそうオーナーに報告するのが耳に入る。しかしメイドはその会話を無視して、エプロンから出した懐かい中ちゆう時計を確かく認にんする。

「あら、もうこんな時間。余りに楽しくて時間を忘れてしまいましたわ」

　そういうとメイドは立ち上がり、ディーラーに声を掛かける。

「チップを換かん金きんしてくださいな。それで八割は恵めぐまれない子供たちに寄付してください。それと残りの二割と寄付金の領収書は……」

　怪け訝げんな顔のディーラーとオーナーに向かって、メイドはにっこりと笑いながら言った。

「ペンデュラム財団の方へお願いいたします♡」




「た、た、大変だ。ヴィッス!!」

　携けい帯たい電話を手にしたペンデュラム邸ていの黒服の一人、ヴァッチ・シンクレイが応接室の一つに駆け込んでくる。

「どうした。ヴァッチ」

　もう一人の黒服、ヴィッス・シックロックは、業者に応接室の飾かざり付つけを指示していた所だった。血相を変えて駆け込んできたヴァッチに怪訝な顔で尋ねる。

「あ、あ、あの女が来るぞ！」

「あの女!?」

　一時、首を傾かしげたヴィッスだが、思い当たる節はあったようですぐに声を上げた。

「ヴィ、ヴィーアか!?」

「そうだ！　ヴィッス、あのヴィーアが……、ヴィーア・ラッキースプリングスが来るぞ!!」

　二人の黒服は強こわ張ばった顔を見合わせる。

「今、財団から連れん絡らくがあった。向こうでの仕事が一段落したので、近々に姫ひめさまの面めん倒どうを見る為に来るそうだ」

「そ、そ、そうか……。ううむ、遅おそかれ早はやかれ来るのは分かっていたが……」

　そこへ珊さん瑚ご色の髪かみをツインテールにまとめた少女が入ってくる。言うまでもない。完成間近となったこの邸てい宅たくの主人、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムだ。

「なんだ、騒そう々ぞうしい。応接室の飾り付けにいつまでかけているのだ」

「ひ、姫さま。大変です。あの女が、ヴィーアが来ます！」

「ヴィーア？」

　その名にラヴィーも思わず目を丸くする。しかし黒服二人と違ちがって、別段、その名に恐おそれまでは抱いていないようだ。

「う、ううむ。そうか、それは困ったな。また色々とうるさく言われそうだが……」

　ぶつくさとそう言いながら腕うで組ぐみしていたラヴィーだが、狼狽うろたえまくっている黒服二人の様子に、にんまりとした笑みを浮かべた。

「まぁ、いいではないか。お前たちだけでは何かと気の回らぬところがあるからな。それになんと言ってもむさ苦しい」

「そんなぁ、姫さま～～」

　揃って情けない声を上げる黒服二人にラヴィーはにんまりとした笑みを浮かべる。

「あははは、まぁ首にするような事はないから安心しろ」

「でも姫さまもそんな事を言っていていいんですか？」

　黒服の一人ヴァッチが逆ぎやく襲しゆうに転じた。同どう僚りようのヴィッスもそれに続く。

「ヴィーアが来ると、今までみたく昼過ぎまで寝ねていられませんよ。勉強だって……」

　そう言われたラヴィーは、うっと小さく呻うめいて思わず後あと退ずさる。そしてしばし厳しい顔をして押し黙だまっていたが、やがて足をどんどんと踏ふみならして声を荒あらげた。

「ええい、それは分かっている！　ヴィーアが来ればちゃんとやる!!　それはお前たちも同じだろう。しっかりしろ!!」

　そう言うとラヴィーは珊瑚色のツインテールを揺ゆらして応接室から出て行ってしまった。

「まったく……」

　黒服二人が顔を合わせて苦く笑しようを浮かべたその時だ。扉とびらの向こうからラヴィーの悲鳴が飛び込んできた。

「ヴィ、ヴィ、ヴィーア!?　いつのまに……!?」




　買い物帰りの広こう大だいたちが、学校と竣しゆん工こう間近のペンデュラム邸の側そばを歩いていると、背後から突とつ然ぜん、声がかけられた。

「あ～～、ええ所で会おうたな」

　その呼びかけを敢あえて無視しようとする広大と恵けい子こ、そしてアイシャだが、生あい憎にくとティセにはその意図は伝わらない。足を早める広大たちへ不思議そうな顔で言った。

「呼んでます」

　相変わらず足を止めようとしない広大たちに、ティセは首を傾げ、急いで前に回り込むと両手をぱたぱたさせながら繰り返かえす。

「クイックストーンが呼んでいます」

　さすがに目の前に出て来られると広大たちも足を止めざるを得ない。

「あの、ティセさま。世の中には見て見ぬふりという言葉がありまして……」

　困った顔でそう言うアイシャだが、ティセはその意味がわからぬように首を傾げるだけだ。

「いや、まぁ……」

　広大が頭を掻かきながら振ふり返るとちょうどクイックストーンが小走りに駆け寄ってきたところだった。

「なぁなぁ、兄ちゃん。ギャラ、また前借りできへんかＵＮｂＡＲに交こう渉しようしたってや」

　クイックストーンは広大を拝むようにしてそう言った。ギャラというのは先日、ＵＮｂＡＲ製作の映画に、クイックストーンが脇わき役やくとして出演した時の出演料の事だ。

「またですか」

　呆あきれたような顔でアイシャが言った。映画の出演料は色々な書類上の手続きもあり、正式な支し払はらいは四ヵ月後。しかしこれまでにも何回か、クイックストーンは出演料の前まえ払ばらいを頼たのんでいるのだ。

「コンビニでバイトしているんでしょう？　バイト代があるじゃないですか」

　そう言うアイシャにクイックストーンはあっけらかんとして答える。

「パチンコですってもうてなぁ」

「おいおい……」

　さすがの広大も呆れて二の句が継つげない。

「止めなさいよ～～、パチンコなんて。あんなの儲もうかるようには出来てないんだから」

　恵子もそうたしなめるが、クイックストーンは平気な顔だ。

「いやなぁ、うちもそう思うんやけどな。でもすぐ隣でメイドが馬ば鹿か稼かせぎしておったから、ついこっちもつられて……」

「メイド？」

　意外な単語に広大たちは顔を見合わせる。

「メイドとは具体的に」

　ティセもクイックストーンの方へ、手を差さし伸べるようにしてそう尋ねた。

「だからメイド言うたら、あのメイドや。メイド喫きつ茶さとかの」

「空飛んだり、処しよ刑けい鎌がま振ふり回まわしたり、怪あやしげな格かく闘とう技ぎに精通していたり、銃じゆう器きをなれた手つきで操あやつったりする、あのメイド？」

「そりゃメイドじゃないだろう」

　偏かたよりまくっている恵子の例えに広大もたまりかねて横から口を挟はさむ。その恵子を無視して広大はクイックストーンに向かって言った。

「ほら、駅前にメイド服が制服のケーキ屋さんがあるじゃないか。その店員じゃないのか？」

「いや、それとは違ったなぁ」

「なんで知ってるのよ？」

　すかさず突っ込む恵子にクイックストーンは平然と答えた。

「うちがバイトの面接に行ったら断りおったんや、あの店」

　思わず嘆たん息そくした広大が何気なく視線をペンデュラム邸の門へと向けた時だ。突然、聞き覚えのある声が響ひびいてきた。

「だ、だから分かっている！　勉強すればいいのだろう!!　後でやるから!!」

　ラヴィーだ。声と同時にラヴィーが珊瑚色のツインテールを振り乱みだして門から現れた。そして広大と目が合うやぱっと顔を輝かがやかせて駆け寄ってくる。

「おい、大おお空ぞら広大！　少しの間でいいから私をかくまえ!!」

「はい……!?」

　当とう惑わくする広大に構わず、ラヴィーは駆け寄ってくると、皆みなの輪の中に入る。広大とクイックストーンはただでさえ長身。それに恵子とアイシャが一いつ緒しよにいるのだから、小こ柄がらなラヴィーがその中に入ると、ひとまず周囲からは隠れる事が出来る。

「なによ、またＴＶの取材？」

　恵子からそうからかわれるとラヴィーは思わず頬ほおを真っ赤にする。

「ば、馬鹿！　あれは騙だまされたようなもので……」

　その時だ。広大たちの頭上から声が響いた。

「姫さま、逃にげようとしても無む駄だですわよ♡　パペットブルーム、お願い」

　聞き慣れぬ声に広大たちが声のした方へ顔を向けた時だ。突然、陽光を遮さえぎり何か棒状のものが広大たちの真ん中、ちょうどラヴィーが立っていた辺りに舞まい降おりた。

「ほうき!?」

　そう、ほうきだ。ほうきが突然、落ちてくるというのは珍めずらしい出来事だが、非日常的という程でもない。しかし落ちてきたほうきは明らかに非日常的な代しろ物ものだった。昔の漫まん画がに出てくる魔ま法ほうのほうきのように、ラヴィーを追いかけ回し始めたのだ。その柄えも一見すると木の棒のように見えるが、まるでゴムのようにしなやかに曲がる。

「こ、こら！　止やめぬか、パペットブルーム！」

　逃げるラヴィーを追いかけ回すほうきというのは見ていてなかなかコミカルな光景である。だがなぜほうきが生き物のようにラヴィーを追いかけるのかはよく分からない。

「……アペンディックス？」

　広大の横でアイシャがつぶやく。アペンディックスとはｂｉｏビオクラフトがパートナーとは別に契けい約やくする生物。パートナー種族と比べると、比ひ較かく的てき原始的な生命体が多い。ティセの場合は髪をまとめている銀色のリボン『モーニングデュー』がアペンディックスだが、全すべてのｂｉｏクラフトが所有しているというわけでもない。

「あら、よくご存じですのね♡」

　再び頭上から声が響く。次の瞬間、広大の背せ丈たけよりも高い塀へいを一気に跳とび越こえて、誰かがふわりと舞い降りてくる。その姿を目にするやクイックストーンは叫さけんだ。

「あ～～、さっきのパチプロメイド！」

　パチプロかどうかはともかく、その姿は典型的なメイド姿だ。深いグリーンの長いスカート。白のヘッドドレスとエプロン。長い髪はまとめて肩かたから胸の前に垂らしている。前髪は意識してそうしているのか、目を隠す程にも伸ばしていた。

「パチプロとは失敬な」

　メイドは何よりもまずクイックストーンの言葉に反応した。

「パチンコなんてギャンブルの範はん疇ちゆうにも入りませんわ。やはりギャンブルというのは人と人との心理的駆け引ひきが醍だい醐ご味み。確かにスロットマシンやパチスロも開発者の頭脳と勝負という意味合いはありますが……」

「それよりもパペットブルームを何とかしろ！　ヴィーア!!」

　頭を向けて見るとそこでは動くほうきに壁かべ際ぎわまで追おい詰つめられたラヴィーが、頭をほうきの柄でぱしぱしと叩かれているところだった。

「もう、勉強のお時間だというのにさぼるのがいけないんですよ。姫さま。パペットブルーム。おいでなさい」

　ヴィーアと呼ばれたメイドはラヴィーの方へ歩み寄りながらそう言った。すると生きているほうきはヴィーアの手に戻もどる。そしてラヴィーの首根っこを子こ猫ねこのように掴つかむと、ヴィーアは広大たちの方へ向き直った。

「申もうし遅おくれました。ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムの身の回りの世話を仰おおせつかっているメイドのヴィーア・ラッキースプリングスと申します」

　そういうと丁てい重ちように頭を下げる。もっとも頭を下げている間も、ラヴィーを逃がさぬようしっかりと捕つかまえたままだ。

「あ、これは丁てい寧ねいにありがとうございます」

　広大もつられて頭を下げる。

「ええと結局あなたもｂｉｏクラフトなわけ？」

　そう尋ねる恵子にヴィーアはにっこりと笑って答えた。

「はい。二本衝角ルーク級でございますわ。そしてこちらが私のアペンディックス『パペットブルーム』。歩行植物ですが、地球の生物で言うと子犬くらいの知能はあります。ご挨あい拶さつなさい、パペットブルーム」

　ヴィーアがそう言うとその横に控ひかえたほうきは言われるままにちょこんと頭……、というか柄を下げた。

「それにしてもアペンディックスをご存じなんて、結構ｂｉｏクラフトにはお詳くわしいのですね？」

　そう言いながら前髪の下からアイシャへと注がれるヴィーアの視線は意外に鋭するどい。

「ええ、まぁ……」

　ここはまだお互たがい腹の探さぐり合あいと見たアイシャは適当にごまかすが、珍しくティセが横から的確なフォローをする。

「ラヴィーが来てから色々と興味が出てきました」

　ティセのその言葉に、ヴィーアはパッと表情をほころばせる。

「まぁ、それはそれは。姫さまの交流もまったく無駄ではなかったのですわね」

　本心からかどうかは分からないが、少なくともヴィーアは表面上は素す直なおに喜んで見せた。

「だから言っただろう！　ちゃんとやるべき事はやっている!!　財団にも報告している通りだ」

「偉えらいですわねえ。さすがは姫さまです」

「だから頭をなでるな。私は子供ではない!!」

　自分の頭をなでるヴィーアに、ラヴィーはむきになって言い返した。

「でもそれとお勉強とは別です。ｂｉｏクラフトの姫に相応ふさわしいマナーや立たち振る舞いを身につけなければなりませんからね」

「いや、だからそれは……。おい、助けろ。大空広大!!」

　ヴィーアはラヴィーの反論を意に介かいさず、首根っこを掴んだままペンデュラム邸の門の方へとずるずると引きずっていく。

「がんばれよ～～」

「がんばってください」

　声をかける広大に倣ならってティセも手をぱたぱたさせながらラヴィーを見送った。

「この薄はく情じよう者ものども～～!!」

　怨えん嗟さの声と共にラヴィーはヴィーアに引きずられたままペンデュラム邸の門の中へ消えていった。




「はぁすると、あの時の背の高い眼鏡めがねの男の子が……」

「そ、そうだ。私のパートナー候補だ」

　頭の上に分厚い本を載のせたまま、廊ろう下かに引かれた一直線のラインの上を歩きながらラヴィーは答えた。

「ぱっとしない奴やつだが、私と財団の目的を考えると平へい凡ぼんな人間の方が適当かと思ってな」

「……なるほど～～♡」

　しばし黙もつ考こうしたヴィーアはにんまりと笑いながらそう言う。その様子にラヴィーは少し頬を染めて声を荒げる。

「な、なんだ！　その顔は!!　別に特別な理由はないぞ。ただ目の前にいただけだ！」

「はいはい。分かっておりますよ。姫さま。あ、ほら。本を落とさないように歩いてください……」

「わ、分かっておる！」

　頭の上の本が落ちぬようラヴィーはバランスを取る。そんなラヴィーに向かって、ヴィーアは笑みを浮かべたままで言った。

「ではこの後、あの男の子の御お宅たくに挨拶に参りましょう」

「な、なに!?」

　ヴィーアのその言葉に動どう揺ようしたのか、ラヴィーは頭の上の本を落としてしまう。

「ほらほら、ｂｉｏクラフトの姫にふさわしい歩き方を身につけていただきませんと挨拶に行けませんよ」

「べ、別に私は挨拶に行きたいなどと……。やればいいのだろう、やれば……！」

　ぶつくさと言いながらラヴィーは本を頭の上に戻すと、廊下の端はしにあるラインの出発点に戻って再チャレンジを始めた。




「あ～～、雨だ」

　キッチンから窓を開け外を見ていた広ひろ海みがそう言った。広海は今しがた仕事から帰ってきたばかり。二学期の授業に備えて近くのホームセンターで文ぶん房ぼう具ぐを買ってきた広大たちも、キッチンのテーブルでトランプをやっている最中だ。クイックストーンやヴィーアの言っていたギャンブルというものがよく分からないと言ったティセに、説明する為に持ち出してきたのである。高校生がパチンコや競馬を出来るはずもなく、また実際にお金をかけるわけでもないが、トランプを出して大体こんなものだと説明していたのだ。

「参ったなぁ、今日は何も買い置きないのよねえ」

　広海はそんな事を言いながらテーブルの上にトランプを広げている広大をちらりと見やる。そんな広海の視線の意味を察して広大は答えた。

「俺も今日は買い物から帰ってきたばかりだよ」

「なに言ってるのよ、私だってずっと仕事だったのよ」

「あの、私が行ってきましょうか？　どうせついでがありますから」

　アイシャが座っていた椅い子すから腰こしを上げかけてそう言った。

「アイシャの手を煩わずらわせるわけにはいかないもの……。あぁ、そうだ。いいものがあるじゃないの」

　そう言うと広海はテーブルに歩み寄り、広大が広げていたトランプをまとめ始める。

「ちょうどギャンブルの説明していたんでしょう？　じゃあ実じつ践せんすればいいんじゃないの？」

「実践って、お金をかけるのはまずいだろう？」

　そう反論する広大に構わず広海はトランプを切りながら答えた。

「だからトランプやって負けた人が買い物に行く。それでいいじゃないの」

「ちょっと……！」

「あ～～、それいいわね。実際に何かかけるわけにもいかないし、こっちの方が分かりやすいかも知れないわよ」

　広大が言い終える前に恵子が口を挟んだ。

「具体的に実践した方が分かりやすいですからね」

　状じよう況きようが分かっているのかいないのか、ティセも手を差し伸べるようにしてそう言った。

「まぁ、ティセさまがそうおっしゃるのなら……」

　不承不承、アイシャも広海の提案を飲む。

「でも母さんはこういうの強いんだよなあ」

　どうやら広大が懸け念ねんしていたのはその事のようだ。そんな息子むすこに母は言う。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。手加減してあげるから。それでどうする？　ポーカー、七並べ？」

「ババ抜ぬき」

　ティセがそう言った。

「私はババ抜きしか知りません」

「よぉ～～し、ババ抜きね！」

　そう言うと広海は慣れた手つきでカードを配り始めた。




「御ご免めん下さ～～い」

　広大の自宅の前で傘かさを閉じるとヴィーアはそう声をかけた。

「雨が降ふってきたのだから、明日でも構わないだろう」

　その横に立つラヴィーはいささか不満げな顔でそっぽを向いている。

「いえ、こういうのは思い立ったが吉きち日じつと言いますから。それに明日は別のレッスンもありますからね♡」

　にっこりと笑うヴィーアに、不ふ吉きつなものを感じたラヴィーは思わず数歩後退った。家の主が出てこないので、ヴィーアがもう一度声を掛けようとした時だ。

「は～～い。……あれ、ラヴィー。それにさっきのメイドさん？」

　ドアを開け顔を出してきたのは広大であった。ヴィーアは丁重に頭を下げながら言った。

「重ね重ね申し訳ありません。姫さまよりあなた様がパートナー候補と聞きまして、改めてご挨拶にうかがった次し第だいです」

「べ、別に私は……」

　頬を赤らめてそっぽを向くラヴィーの頭をむんずと掴むと、ヴィーアは力ずくで挨拶させた。

「いや、別に俺はパートナー契約するつもりは……」

「あら、あなたが噂うわさのメイドさん？」

　広大の後ろから広海が顔を出す。ババ抜きをやりながら先程のヴィーアの話を聞いていたのだ。

「はい、ヴィーア・ラッキースプリングスと申します。お母様で、あら……？」

　何かに目を留とめてヴィーアは言葉を切る。その視線を追ったラヴィーは、珊瑚色の髪が天を突つくほどに驚おどろいた。

「ちょ、ちょっと待て。ヴィーア！　ここは一いつ般ぱん家庭……」

　しかしラヴィーが言い終える前にヴィーアは大空家のドアから玄げん関かんへと入り込んでいた。

「面おも白しろい事をやられているようですね」

「面白い？　これ、ただババ抜きやっていたところなんだけど」

　広海は手にしたトランプへ目をやる。ババ抜きの途と中ちゆうだったので、手札をそのまま持ってきたのだ。ヴィーアはそんな広海に向かってにっこりと微笑むと言った。

「よろしければ、お仲間に入れていただけませんか？」

　唐とう突とつな申し出に虚きよを突かれた広海だが、すぐに笑みを返す。

「ええ、いいわよ。宜よろしければお姫さまもどうぞ」

「それではお言葉に甘あまえさせていただきます」

　ラヴィーの返答を待たずにヴィーアは勝手に広大の家に上がり込んでしまった。後には呆あつ気けにとられる広大とラヴィーが残される。

「なんだよ、あのメイドさん？」

「いや、なんというか……。ヴィーアは家事はもちろん、何でもそつなくこなすし、メイドとしては完かん璧ぺきなのだが。いくつか致ち命めい的てきな欠点があってな……」

　ラヴィーの声が聞こえたのか、キッチンから恵子も顔を出す。

「その一つがあれだ……。賭かけ事ごとというのか、ギャンブルというのか。勝負事全ぜん般ぱんに目がないのだ。私はよく分からないのだが、腕うで前まえも凄すごいらしい。カジノで一晩に数億稼ぐ事もあるそうだ」

「なによ、その闇やみに舞い降りそうなメイド」

　呆れる恵子だが、それに構わず当の本人はキッチンから声をかける。

「姫さまもご一緒にいかがですか～～!?」

「まぁ、ババ抜きくらいならどうって事ないだろう。上がっていく？」

　広大にそう声をかけられて、ラヴィーは一時、うっと小さく呻いて数歩後退り。そしてそっぽを向きながら答えた。

「ま、まぁそこまで言うなら付き合ってやらん事もない。ヴィーアを一人にするわけにもいかないからな」




　ラヴィーを伴ともない広大と恵子がキッチンに戻ると、ヴィーアはちゃっかりとテーブルに着いていたところ。

「カジノで一晩に数億稼ぐような人が、一般家庭でババ抜きやっても面白くないんじゃないですか？」

　自分の椅子に座りながら広大がそう言うが、ヴィーアは屈託の無い笑え顔がおで答えた。

「そんな事はありませんわ。人間の思考は千せん差さ万ばん別べつ。勝利を確実にするには、色々な思考の人間と勝負しなければなりません」

　そして改めてトランプを切り始めた広海の方へ視線を巡めぐらせると続けた。

「それにババ抜きというのは、トランプの基本。シンプルでいて、特に大人数でやる場合は、誤ご魔ま化かしがききません」

「なぁに、あなたそんなにギャンブラーなの？」

「ギャンブラーというか、勝負師らしい。な、ラヴィー」

　尋ねる広海に広大が答え、そしてラヴィーへと同意を求める。

「うむ。特に対人戦では負け無しと聞いている。途中で後手に回る事はあっても、最後には必ず勝ってしまうのだと」

「まぁ、姫さま。そんなにおだてたって何も出ませんわよ♡」

　にっこりと笑うヴィーアに、広海は少し意地悪そうに言う。

「あら、でもｂｉｏクラフトの能力を使っていれば、簡単に勝てるんじゃないの？」

　広海のその言葉がヴィーアの癇かんに障さわったようだ。今までの笑顔が消え、露ろ骨こつに憮ぶ然ぜんとした表情に変わった。

「あら、そんな事はありませんわ。勝負をしている時は、常に人間と同じ能力だけです。アペンディックスも使っておりません」

　しかし広海はむしろその反応が楽しかったようだ。さらにメイドをからかう。

「本当かしらねぇ。口では何とでも言えるもの」

「いいでしょう。それでは私の実力を見せて差し上げますわ」

「それは楽しみね。一応、この勝負。負けたら買い物に行く事になってるのよ。雨の中を。もちろん、あなたが負けたらそうしてもらうけど、構わないわね？」

「もちろんです」

　どうやら広海はヴィーアを挑ちよう発はつして本気を出させる事が目的だったようだ。しかしなぜそんな事をするのか、広大にはさっぱり見当が付かない。

「母さん、いいのかよ」

「いいって、いいって。どうせ、あんたたちとやっても勝負は見えてるもの。それに私はババ抜きには自信があるのよ。ポーカーやバカラじゃどうか知らないけど、私がババ抜きの恐ろしさを教えてあげるわよ」

　声を潜ひそめようともせずにそう言うものだから、当然ヴィーアの耳にも届いている。しかしヴィーアは前髪に隠れた目で広海を見み据すえたままだ。

「お姫さまも入るのよね？」

「……ん？　あぁ、いいのか。ヴィーア」

「もちろんですわ」

　広海に尋ねられたラヴィーは一応、確認を取るが、ヴィーアはメイドの笑顔に戻ってそう答えた。その二人のやりとりに広海が少し笑みを浮かべた事にヴィーアは気付かなかった。




　参加メンバーは広大にティセ、恵子、アイシャ、広海。そしてラヴィーにヴィーアの七人。充分に予想できた事だが、ティセとラヴィーは案の定、こういう勝負には向いていないようだ。

　ティセはカードを引くと、それを目の高さまで持ち上げてしばし観察する。観察してから手札に入れ、合うカードがあれば捨てる。そして次の相手に手札を差し出すわけだが、いつものように感情が顔に出ないのはいいとしても、問題は例のぱたぱたである。相手がジョーカーを取りそうになると、空いた方の手をリズミカルにぱたぱたさせる。しかし相手がジョーカー以外を取ろうとすると、その手はぱたんと下げられる。これならすぐに手の内は読めそうだが、何しろティセからカードを取る相手がラヴィーなのだ。

　ラヴィーはティセの手札へ手を伸ばしかけては、その表情をジッとうかがう。ティセの表情が変わらないと見て取ると、今度は別のカードへ手を伸ばす。しかしそれでもティセの顔色は変わらない。空いている方の手がぱたぱたしているかどうかを見れば分かるのだが、どうやらラヴィーはティセの顔色ばかりに注意が向いていて、そこまでは気が回らないらしい。

「ううむ、しかしこうしてみるとお前はなかなかポーカーフェイスなのだな」

　ラヴィーは表情の変わらぬティセに妙みような感心をする。言われたティセも悪い気はしないようで、空いた手をぱたぱたさせてみせる。

「そうです。こう見えても私はポーカーフェイスなのです」

　そして小首を傾げてから広大の方へ向き直り確認する。

「ポーカーフェイス？」

「……うん、まぁ。表情は読めないな」

　広大のその答えにティセは満足げに空いた方の手をぱたぱたさせる。

「うむ、まったく表情が読めん」

　散々迷った挙句、ラヴィーはティセの手札の一枚に指をかけようとする。その途と端たん、ティセのぱたぱたが止まる。しかしラヴィーはそれに気付かず、さらに迷った挙句、別のカードに指を伸ばす。するとティセは上じよう機き嫌げんで空いた方の手をぱたぱたさせ始める。どうやらラヴィーに取って欲ほしいのはこちらのカードのようだ。

「ええい、こっちだ！」

　ラヴィーは意を決してティセの手札から一枚のカードを抜いてそれを確認した。

「あっ!?」

　手札が見えずともラヴィーの表情を見れば状況は丸わかりだ。おそらくジョーカーを引いてきてしまったのだろう。小さく呻き、憮然とした表情に変わる。そしてそのラヴィーからカードを引くのは広大だ。

「さぁ、引け!!　大空広大！」

　相変わらずむっとした顔のままでラヴィーは広大に手札を差し出す。広大は手を伸ばし、一枚のカードに指を掛けようとすると、ラヴィーの顔はパッと期待に輝く。そして別のカードに指をかけると、今度は露骨に不ふ機き嫌げんそうになるのだ。

　こうまでされると逆にやりにくい。広大はラヴィーが頬をほころばせるカードに指をかけて引いた。言うまでもなくそれはジョーカーだ。

「ヘタレ～～」

　対面から恵子がからかうが、広大は苦笑しながら広海に手札を差し出す。

「まぁまぁ、勝負はこれからよ」

　そういうなり広海は迷うことなく手札の中にあったジョーカーに手をかけて引いていった。おやっと怪訝な視線を向ける広大に、広海は意味ありげな笑みを浮かべただけだ。

　普ふ通つうに考えればティセとラヴィーが最後まで残りそうなものだが、この二人は案外あっさりとあがってしまった。そして広大、恵子が続く。アイシャもラヴィーほどではないが、すぐに顔に出るタイプのようだ。苦戦していたもののようやく上がる事が出来た。

　ここに来て広大は広海の真意に気付いた。広海はこの手のゲームには強い。今まで広大や恵子と一緒にトランプをやる時でも負けた例ためしがない。ただ時々、手加減しているのか、わざと上がらない事があるのだ。どうやら今回もそのパターンのようだ。

　そしてその目標は恐らくヴィーア。そしてヴィーアもいち早く広海の意図を察して、それを受けて立ったのである。暗あん黙もくの了りよう解かいにより二人は故意に、ティセとラヴィーを早めに上がらせたのだろう。

「……ざわ、ざわ。……ざわ、ざわ」

「いや、耳元で効果音をつぶやかなくてもいいから」

　後ろの方で、某ぼう有ゆう名めいギャンブル漫画の効果音を口まねしていた恵子に広大は言った。

「これで立たち木き文ふみ彦ひこのナレーションでもあれば完璧なんだけど」

　心底残念そうに恵子はぼやく。

「なぜ広海とヴィーアは上がりませんか？」

　ようやく二人が故意に上がろうとしていなかった事に気付いたティセがそう尋ねる。今しがた上がったばかりのアイシャがティセに答えて言った。

「広海とヴィーアは差しの勝負。つまり一対一の勝負をやろうとしているようですわ」

「ふふふ、その通り。ちょっとは楽しめそうね」

　広海の手札は二枚。その内の一枚がジョーカーのはずだ。場に捨ててあるカードを見ると、残っているのはスペードとハートのクィーン。その一枚がヴィーアの手札になっているはずだ。

「そうですわね。午後の暇ひまつぶしにはちょうどいいですわ」

　にっこりと笑いながらヴィーアは広海の手札に手を伸ばす。

「でもそんな事を言っていられるのも今のうちですわよ」

　ヴィーアは迷い無くカードを選び自分の手札に加える。カードを捨てなかった事からジョーカーを掴まされたようだ。しかしヴィーアは顔色一つ変えることなく、柔にゆう和わな笑みで手札を広海へと差し出した。広海は慎しん重ちようにカードを選ぶ。しかしカードは捨てられない。どうやらすぐにジョーカーが戻ってきたようだ。

　カードは三枚。プレイヤーは二人。しかし勝負はつかない。延々と二人の間をジョーカーが行き来しているのだ。十分が過ぎ、三十分が過ぎ、広大が麦茶を振る舞った頃ころには一時間が過ぎようとしていた。広大や恵子、そしてアイシャにラヴィーも固かた唾ずを呑のんで勝負の行方を見守っていたが、ティセだけは退たい屈くつそうに両手をぱたぱたさせているだけだ。

　今も広海がヴィーアからカードを引いたところ。しかしそれはジョーカーだったようで、手札は捨てられない。

「残りのカードは三枚。引く時の手札は二枚。これなら確率は二分の一なのに、どうしてこんなにもつれるんでしょう……」

「うふふ。だからあなたは駄だ目めなんですよ」

　もっともな疑問を口にするアイシャに、ヴィーアが勿もつ体たいぶって答えた。

「二枚しかないと言っても、自分の手札はちゃんと目に入っています。取って欲しいカードに手が伸びた時、人間は感情を抑おさえる事が出来ません。それを見み抜ぬきさえすれば、百戦危あやうからずですわよ」

　アイシャはヴィーアの話に感じ入るところがあったのか頻しきりに肯うなずいている。しかしそんなヴィーアをからかうように広海が言った。

「あら、それにしては全然、あがれないみたいだけど？」

「うふ、そうですわね。少しあなたを侮あなどっていたみたいですわ」

　そう言うやヴィーアは手札をテーブルに伏ふせて続けた。

「ここまで充じゆう実じつした勝負が出来るとは思いませんでした。カードでここまで楽しませていただいたのは、エジプトで変な髭ひげの男とポーカーをした時以来です」

「え～～と、それは突っ込むべき所なのかしら？」

　そう言う恵子を無視してヴィーアは目を隠していた自分の前髪に手をかける。

「では私も本気を出させていただきますわ」

　前髪を上げその下から深いブラウンの瞳ひとみが露あらわになった。それを見たラヴィーが声を上げる。

「おお、ついにヴィーアが本気になった！」

「本気って……、このフェイスオープンがっ!?」

　マニアックなボケをかます恵子に構わずラヴィーは続ける。

「フェイスオープンが何かは知らぬが、前髪で目を隠している時のヴィーアの能力は三分の一以下と言われているのだ！」

「誰が言っているんだよ」

　もっともな広大の突っ込みを無視してラヴィーと恵子は盛り上がる。

「するとただでさえ完璧なメイドだと言うのに、フェイスオープンするとそのメイドパワーが三倍になるわけね！　赤くなってもいないのに!!」

「うむ、例えるならパーフェクトメイドから、アルティメットパーフェクトメイドになるようなものだな！」

「姫さま、最近テレビや漫画の見過ぎですわよ」

　盛り上がるラヴィーに釘くぎを刺さしてからヴィーアは、広海の手札に手を伸ばす。

「これで決めさせていただきます」

「どうぞ～～」

　広海はにんまりと笑いながら手札を差し出した。ヴィーアは迷い無く手を伸ばし、一枚のカードを引いてきた。
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　決まったか？　これがクィーンのカードならヴィーアの上がりだ。しかしヴィーアは一時、カードを見つめそれを手札に入れる。

　アルティメットパーフェクトメイド状態でも一発で決められなかった。ヴィーアの表情からさすがに笑みが消える。それを察したのか、ラヴィーが横から声を掛けた。

「ヴィーア、大丈夫か？」

　心底心配そうなラヴィーの表情に、ヴィーアはハッとして我に返った。そして穏やかな笑みを浮かべて答えた。

「問題ありませんわ。姫さま」

「本当か？　余り無理はするなよ」

「ご心配おかけして申し訳ありません。でもヴィーアは必ず勝ちますわ」

「う、うむ。ヴィーアの事だ。心配はしておらぬが、何しろそろそろ夕方だ。ヴァッチやヴィッスも気に掛けているだろう」

「ええ、そうですわね。分かりました。今度こそ決めさせていただきます」

　その時だ。ラヴィーとヴィーアのやりとりを見ていた広海が少し笑みを浮かべたのに広大は気付いた。間ま違ちがいない。あの笑みは勝利を確信した笑みだ。

　勝てる自信があるのか、母さんは？　広大は訝いぶかしむが、ヴィーアは広海の笑みには気付かなかったようだ。向き直ると広海に向かって二枚の手札を差し出す。

「さぁ、勝負です」

　ラヴィーに見せていた笑みは消えている。しかし広海は見抜いていたのだ。ヴィーアに生まれた一いつ瞬しゆんの隙すき、一瞬の気のゆるみを。

　広海は無言でヴィーアの手札に手を伸ばす。片方のカードを取ろうとした直前で手を止め、広海はしばしヴィーアの反応を見た。厳しい表情のままだが、特に変化はない。もう一枚の方に変へん更こうしても同様だ。ギャラリーの広大たちから見ると、ヴィーアの表情、態度に何か変化があるとは思えない。しばしその姿勢のままで広海は手を止める。広大たちも彫ちよう像ぞうのように固まり、広海の次の行動を待ちかまえた。その中でティセだけが、コップに入った麦茶を大切そうにちびちび飲んでいる。

　そして……。

「大空広海、動く！　ナレーションｂｙ古ふる谷や徹とおる!!」

　恵子の実じつ況きようと共に広海の手が一枚のカードに伸び、そしてそれを取った。広海はそのカードを見ようともせずに場に投げ、そして手札も捨てた。まるで取ったカードが何であるか分かっていたかのようだ。いや、分かっていたのかも知れない。

　場に捨てられたカード二枚。ヴィーアから取った物はハートのクィーン。そして広海の手札から捨てられたのがスペードのクィーン。ヴィーアの手に残る一枚がジョーカーという事になる。

　つまり広海の勝ちだ。




「おい、ヴィーア！　傘を忘れているぞ、傘、傘!!」

　ラヴィーが慌あわてて傘を持ってヴィーアを追いかける。広海に負けたのがよほどショックだったのだろう。ヴィーアは茫ぼう然ぜん自じ失しつ、まさに抜け殻がらのようになって大空家から退散して行ったのである。それでもちゃんと挨拶をして、ラヴィーを伴っていくところは、さすがに完璧メイドだが、まだ雨が降っていると言うのに二人分の傘を忘れてしまったほどだ。

「ヴィーア、そんなに気にする事はないぞ。たかがトランプではないか」

「そ、そうですわね。姫さま、ありがとうございます」

「なに、ヴィーアにはいつも世話になっているからな」

　そんな事を言いながら傘を並べた二人は、雨の中、ペンデュラム邸に帰って行く。玄関で見送っていた広大は二人の後ろ姿を見てつぶやいた。

「さっきも思ったけど、あの二人。まるで姉妹みたいだな」

「そうねえ。厳しいお姉ちゃんと、甘えんぼの妹って感じかしらね」

　恵子も肯きながらそう言った。

「お姉ちゃん」

　雨が苦手なティセは廊下の所に立ったままでそうつぶやく。

「あ～～、いい勝負だった」

　トランプを片付けていた広海が大きく伸びをしながら玄関に出てきた。

「それでお姫さまとメイドさんは帰っちゃったの？　一体なにしに来たのよ」

「挨拶に来たんだよ。ラヴィーが俺をパートナーにしたがっているから」

「あら、そうだっけ」

　あっけらかんとして広海はそう言った。

「でも広海。最後に引いたカード、ジョーカーではないと分かっていたようですが。何か根こん拠きよはあったのですか？」

　広大たちと一緒にラヴィーとヴィーアを見送っていたアイシャが尋ねた。広海は笑いながらその問いに答えた。

「確かにあのメイドさん、全然隙がなかったのよ。あのままだったら負けないにせよ、私も勝てなかったわね」

「なんか聖闘士セイントの千日戦争サウザンドウオーズみたいねぇ」

　呆れたように恵子が言った。

「でもね、最後に隙が出来たのよ。あのお姫さまが話しかけた時、勝負師からメイドに戻っちゃったわけね」

「あ～～」

　広海のその指し摘てきに広大はぽんと手を叩く。

「なるほど、これ以上、ラヴィーを長居させるわけにもいかないと。無意識のうちにそう考えたのか！」

「さすが我わが息子！　鋭いわね。だからあの時点で勝負を焦あせってしまったわけよ。どこかに負けてもいいという隙も生まれた。そこに付け入る事が出来たという事」

　そう言うと広海は二人が消えた雨の街角を見やる。

「でもヴィーアは最後には、無意識のうちに勝負師よりもメイドであらん事を選んだわけね。さすがはアルティメットパーフェクトメイド。勝負師としてはともかく、メイドとしては超ちよう一いち流りゆうと言ってもいいわね！」

「なんかもっともらしく聞こえるけど、言ってる事はかなり無む茶ちやだよ。母さん」

　そう言ってから広大はその事実に気付いた。

「……で、買い物はどうするの？」

「……はい？」

　怪訝な顔の広海だが、アイシャはそれに構わず言った。

「負けた人がお買い物に行くはずでしたわね。最下位のヴィーアは帰ってしまいましたから、その次となりますと……」

　一同の視線が広海へと集中する。

「ええ、私？　だってあんな激げき闘とうを繰り広げたわけだし。第一、手を抜いてみんなを先に上がらせたじゃないの!!」

「負けは負け」

　息子は母にきっぱりと言った。そんな広大に恵子も同調する。

「そうそう、別に私たちから手を抜いてくれと言ったわけじゃないもんね」

「もう恵子ちゃんまで！　いいわよ、嫁よめに来たら思いっきりいびってやるからね」

「広海さん！」

　頬を赤らめる恵子に構わず、広海は買い物の準備の為、家の中へ戻っていった。

「ティセ？」

　気がつくとティセが広大の横を通り、雨の中、玄げん関かん前まえまで出てラヴィーとヴィーアが去っていった方へ視線を送っていた。雨が苦手だというティセにしては珍しい。ティセはしばし両手をぱたぱたさせてからつぶやいた。

「お姉ちゃん」

　そのつぶやきはどこか羨うらやましげにも聞こえた。







第10話―11話　アイキャッチ





ラヴィー　「そんなわけで改めて紹介しよう！　我がペンデュラム財団が誇ほこるパーフェクトメイド、ヴィーアだ!!」

ヴィーア　「姫さまにお仕えしているラッキースプリングスでございます。ヴィーアとお呼び下さい」

ティセ　　「空を飛ぶ」

ヴィーア　「はい？」

ティセ　　「処しよ刑けい鎌がまを振り回す」

ヴィーア　「ええと、何の事でしょうか？」

ティセ　　「怪しげな格闘技を操る」

ヴィーア　「あのぉ……」

ティセ　　「様々な銃火器を使いこなす」

ヴィーア　「申し訳ありませんが、そのような期待を込められた目で見られても、普通、メイドはそういう事はいたしません」

広大　　　「カジノで一晩に何億単位で稼ぐメイドさんというのも、あまり聞かないけどなあ」

ヴィーア　「いえ、あれはちょっとした趣しゆ味みですから。人間観察にはギャンブルが一番ですからね」

ラヴィー　「うむ、ｂｉｏビオクラフトが人間と共生するためには、まず人間の特性を知っておかねばならぬからな」

ヴィーア　「それにしても恐るべきは大おお空ぞら広大の母、広ひろ海みですわ。私が勝負した相手の中でも間違いなくベスト３に入ります。エジプトでポーカー勝負した変な髭の男や、麻雀マージヤンで勝負した日本のフィクサーを名乗る強ごう突つく張ばりの老人にも匹ひつ敵てきする、勝負師の素質がありそうです」

恵子　　　「後の人は十年くらいぶっ続けで麻雀やってそうねえ。っていうか、その人達たち、結局、主人公に追い込まれてるじゃないの」

ヴィーア　「あら、なんの事でしょう。私はあくまで自分の経験談を言ったまでですわ」

広大　　　「でも母さんは普ふ段だん、ギャンブルやらないしなあ。麻雀だって出来るかどうかは分からないぞ」

ヴィーア　「すると天性の素質という事ですわね」

恵子　　　「ええと、つまり闇に舞い降りるのは、広海さんの方だったわけだ」









「メイドさんです。お掃除をしましょう」







「メイド喫きつ茶さだ！」

　夏から秋へと移り変わろうとする季節。落成間近となったペンデュラム邸ていのリビングルームに飛び込んで来るなり、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムはそう声を張り上げた。唐とう突とつなラヴィーの発言に二人の黒服ヴァッチとヴィッス、そして先日ペンデュラム財団から派は遣けんされてきたメイドのヴィーア・ラッキースプリングスは当とう惑わくした顔を見合わせる。

「メイドなら私一人で足りてますわよ」

　テーブルの上に手にした雑誌を広げ、首を傾かしげるヴィーアに向かってラヴィーは言った。

「違～～う！　新しいメイドを雇やとおうというわけではない。昨日も話していただろう。ペンデュラム邸落成記念に、地域の住民を招いて何かイベントが出来ないだろうかと！」

「そういえば、そんな話もありましたね」

　ヴィーアは黒服二人とうなずき合う。確かに昨晩、ラヴィーがそんな事を言っていた記き憶おくはある。初夏から始まっていたペンデュラム邸の工事も終しゆう了りよう間近。ラヴィーはそれを機に何かイベントをやりたくて仕方ないようなのだ。もっともラヴィーにも確たるアイディアがあるわけではない。ただやりたいと騒さわいでいただけなので、ヴィーアや黒服二人も、いつものワガママと聞き流していたのである。

「そんな話もありましたではない！　落成記念イベントのアイディアを思いついたのだ。見ろこれを！」

　そう言ってラヴィーは雑誌に載のっている記事を指さす。雑誌はティーンズ向け情報誌。どうやら最近、話題になっているお店を紹しよう介かいするページのようだ。そこにはメイド服姿の少女たちが、テーブルの客に対して給きゆう仕じしていたり、カメラに向かってポーズを取っている写真が掲けい載さいされている。

「あ～～、メイド喫茶ですか」

「最近は珍めずらしくないですね」

　ヴァッチとヴィッスは記事を覗のぞき込みながらそう言った。

「なんだ、お前たち行った事があるのか？」

　ラヴィーのその問いに黒服二人はばつの悪い顔をしてみせる。

「め、滅めつ相そうもありません。我々がこんな浮うわついた店に行くはずがないでしょう」

「そ、そうですよ。姫ひめさま。我々は常に姫さまのお側そばについてるではないですか」

　二人は懸けん命めいに釈しやく明めいしてみせるが、もともとラヴィーとしてはどうでも良かったようだ。

「まぁ、いい。とにかくこのメイド喫茶というのはなかなか面おも白しろそうだ。せっかくこちらにはヴィーアというパーフェクトメイドがいるのだ。これを機会に是ぜ非ひとも一〇八のメイド技わざを披ひ露ろうして貰もらおう!!」

「あの、何ですか。姫さま。その一〇八のメイド技というのは？」

　雑誌の写真に少し厳しい面おも持もちで見入っていたヴィーアだが、ラヴィーのその言葉に呆あきれたように顔を上げた。

「なんだ知らんのか、ヴィーア。メイドは格かく闘とう術や銃じゆう器きの扱あつかい、そして変装など一〇八の技に通じていなければならないのだ。パーフェクトメイドたるお前らしくもないな」

「あの、姫さま……？」

　口調は穏おだやか、そして口元にも笑えみを浮うかべたままではあるが、ヴィーアからは言葉に出来ない威い圧あつ感があふれ出ていた。それはまさにオーラ、言うなればメイドオーラである。余りの迫はく力りよくに黒服二人はもちろん、ラヴィーすら後あと退ずさってしまったほどだ。

「一体どこのどなたが、姫さまにそのようなメイドに関する誤った知識を吹ふき込んだのか、私は大変興味があるのですが？」

「あ、あ、誤った知識だと……？　そうか!!　あいつめ、また嘘うそ八百を並び立ててくれたな！　まったく乳ばかりデカくなりおって、あれで本当に十五歳さいか！」

　まだこちらに来て日の浅いヴィーアだが、ラヴィーのその言葉だけで嘘を吹き込んだ相手の想像はつく。ラヴィーがパートナーにとご執しゆう心しん中の大おお空ぞら広こう大だい、そのガールフレンドの高たか科しな恵けい子こだろう。

「姫さま、メイド喫茶というのはメイド技を披露する場所ではありませんよ」

「メイド喫茶というのは、メイドの格好をしたウェイトレスが給仕してくれる店です」

　まんまと恵子に填はめられ憤ふん然ぜんとしているラヴィーに向かって黒服二人がそう説明した。

「まぁいいでしょう」

　雑誌をぱらぱらとめくりながらヴィーアは言った。

「これを見ている限り、メイドのなんたるかを理解していない方々が多いようです。これを機会に私がメイドの真実をご近所の皆みなさんに知らしめてさしあげます」

「おお、さすがはヴィーア！　頼たのもしいな!!」

　ラヴィーは素す直なおに感心してみせるが、黒服二人は不安げな顔を見合わせている。

「し、しかし姫さま。メイド喫茶だけではいささかマニアックではありませんか？」

「そ、そうです。姫さま。それに如い何かにヴィーアといえども一人では手が足りません」

「ううむ、言われてみればそうだな」

　ラヴィーは珍しく黒服の言葉にうなずき、そしてヴィーアが見ていた雑誌へ手を伸のばして、そのページをめくる。

「メイドはバイトを雇ってヴィーアに指導して貰おう。それに実はこちらもやってみたかったのだ」

　そのページにあるのは執しつ事じ喫きつ茶さの紹介記事。ぴしっとした執事服に身を包つつんだロマンスグレーの叔お父じさまが、女性客たちに給仕をしている所の写真が掲載されている。

「まぁ、素す敵てき♡」

　それを目にしたヴィーアは少し頬ほおを染めてみせる。

「なるほど、執事喫茶というのもあるのですね。これはなかなか良いもののようですわ」

　ヴィーアの意外な反応に黒服二人はますます不安げな顔になるが、ラヴィーはすっかり上じよう機き嫌げんのようだ。

「よし、それでは決まりだな。メイド＆執事喫茶という事にしよう。メイドと執事のバイトは募ぼ集しゆう。テーブルなどの調度は業者に注文してそろえさせよう」

「折せつ角かくですから、執事喫茶はヴィッスとヴァッチの二人にも手伝っていただきましょう」

　ヴィーアは気を利きかせてそう言うが、ラヴィーは一言の下もとに否定する。

「いや、ヴィッスとヴァッチはむさ苦しいからいい」

「そ、そんなぁ姫さま！」

　黒服二人は声を揃そろえて懇こん願がんするが、ラヴィーは撤てつ回かいする意思はないようである。

「お前たちみたいなのにうろうろされたら、せっかくの華はなやいだ雰ふん囲い気きも台無しだ」

「ええと、まぁ……。それもそうですわね」

　気を利かせたヴィーアもそう言われては、これ以上フォローの余地もない。

「よし、場所は大食堂でいいな。ヴィーア、さっそく準備に取りかかろう!!」

　そういうなりラヴィーはヴィーアを伴ともないリビングルームから飛び出だして行った。

「ううむ、このままではまずいぞ。ヴァッチ」

「ううむ、我らの存在意義が問われるな。ヴィッス」

　後に残された黒服二人は厳しい顔でうなずき合う。

「メイド、執事に対たい抗こうするには……」

　異口同音にそうつぶやき考え込んだ二人は、次の瞬しゆん間かん、にやりと笑みを交かわし合った。

「おお、なんと簡単な事ではないか」

「うむ、まさに灯台もと暗しだな」

　どうやら同じ結論に達したようで、二人の黒服は満足げにうなずく。

「では我らも準備を急ごう」




「チャンスですわ」

　テーブルの上にそのチラシを置くとアイシャはそう言った。

「なになに、アルバイト募集。ペンデュラム邸落成直前記念イベント『メイド＆執事喫茶』。ウェイトレス、ウェイター。学生可……」

　広大の家に来て適当にテーブルの上のお菓か子しをつまんでいた恵子がチラシの文面を読み上げる。

「それ、ラヴィーの家の塀へいに張ってあったポスターと同じだな。バイトの募集だったのか？」

　今日は仕事の都合で広美の帰りは遅おそい。代わりに夕食の準備をしていた広大がテーブルを覗き込んでそう言った。

「また何か企たくらんでいるの？　あの構ってちゃん」

　ポッキーを口にくわえたままの恵子が言う「構ってちゃん」とは当然ラヴィーの事だ。

「落成記念イベントで周りの人を招待して歓かん待たいするのに、近所からバイト募集してちゃ意味ないだろうに」

　広大は呆れた様子だが、アイシャはここぞとばかりに力説する。

「でもこれは好都合ですわ。大手を振ふってペンデュラム邸の中に入り込めるのですから」

「あんた、まだ諦あきらめてなかったの？」

　恵子が呆れたような顔でそう言った。ラヴィーとその背後にあるペンデュラム財団。それを怪あやしむアイシャは、何とかペンデュラム邸に入り込みその調査を試みようとしていた。しかし今日に至るまでこれといった成果は上がっていないのだ。

「諦めません！　きっとラヴィーの背後には何かの陰いん謀ぼうが隠かくされているに違ちがいありません！　それがはっきりしない以上、ティセさまもおちおち学校に通えませんわ」

　アイシャの行動原理は常にティセ第一なのである。一方、そのティセはどうしたかというと、テーブルの上にあったチラシを取り上げ、それを目よりも少し高い位置に掲かかげるように持ち、じっくりとそれを観察している。

「メイド」

　しばしの間、チラシを観察した後、ティセは一つうなずいてからそう言った。

「ラヴィーの家はメイドを募集しているのですか？」

「そのようですわね。でもあくまで本職ではなく喫きつ茶さ店てんのバイトですから」

「メイドだけではなく執事もだな。まあメイド＆執事喫茶だから、それなりに手は必要なんだろう」

　ティセの問いにアイシャと広大はそう答えた。

「それでバイトに応おう募ぼして、ペンデュラム邸に入り込んで中を探さぐると」

　ティセがテーブルの上に戻もどしたチラシに目をやり恵子が言った。

「はい、落成間近となれば色々と設備も運び込まれていると思います。その辺から何か分かる可能性もありますわ」

「んじゃ、頑がん張ばって～～」

「なにを言ってるんですか、恵子！　あなたもです！」

「え～～、なんでよ。アイシャ一人でやればいいじゃん」

　不服そうな恵子にアイシャは続けた。

「今回はバイト募集ですから、身元をごまかすわけにはいきません。私一人で潜せん入にゆうした場合、不測の事態もありますから、数人で行動する事が適切かと思います」

「またプールに落ちても困るもんねえ」

「恵子！」

　この前、テレビ中ちゆう継けいのどさくさに紛まぎれ込んで、一人ペンデュラム邸に潜入した時の事をからかわれたアイシャはムキになって声を荒あらげた。

「まぁ頑張ってくれよ。俺おれは生暖かく見守ってやるから」

　他ひ人と事ごとのようにそう言いながら料理を続ける広大にアイシャは顔を向ける。

「あら、なにを言ってるんですか。広大も一いつ緒しよに参加していただきますわよ」

「はい？　なんで俺が……」

　キンピラゴボウ用の人にん参じんを刻んでいた広大は驚おどろいて振り返かえった。

「執事も募集してますわよ」

　チラシを手に取りその単語を指さしながらアイシャは言った。

「私たちでは執事に応募する事は出来ませんし、男手があった方が何かと重宝なのは当然でしょう」

「いや、でも俺は執事なんて……」

「でも広大ならタッパもあるし、料理や家事一いつ切さいもそつなくこなすし、割と執事系キャラもいけるんじゃない？」

「執事ってそういうもんか？」

　呆れる広大に平然として恵子は答えた。

「マンガじゃそうだったわね」

　やれやれ、これはどうやら付き合う事になりそうだ。広大も観念せざるを得ないと悟さとった。それに恵子やアイシャだけをペンデュラム邸に行かせたら、それはそれで問題の火種になるのも目に見えている。

「はいはい。分かりました。一緒に執事ウェイターに応募すればいいんだろう」

　広大のその言葉の直後、上機嫌で両手をぱたぱたさせながらティセも言った。

「それではみんな一緒ですね」

「……は？」

　広大だけではない。恵子やアイシャも当惑した視線をティセに向ける。ティセはみんなの視線に構わず、相も変わらず両手をぱたぱたさせている。

「メイドには具体的に興味があったので楽しみです」

「あ、あのティセさま。ティセさまは別に……」

　すっかり乗り気のティセをアイシャが説得しようとする。広大や恵子もアイシャと同じく、ティセが参加する気になるとは思ってもいなかったし、参加させるつもりもなかった。

「メイドには具体的に興味があります」

　ティセは手を差さし伸べるようにするいつもの仕草でアイシャに向かって繰くり返した。

「空を飛んだり、変装の名人だったり、一〇八のメイド技を駆く使しすると聞いては、見過ごすわけにはいきません。これを機会にメイドの本質を探りたいと思います」

「恵子～～！」

　聞かずともティセに怪しげなメイド知識を吹き込んだ張本人の予想はつく。広大は即そく座ざに声を上げるが本人は平然としたものだ。

「偏かたよっているかも知れないけど、そういう風に認にん識しきされてるのは事実でしょ？」

「だから偏りすぎだろう、それは」

「あの、ティセさま。何かあると困りますから、ここは私たちだけで……」

　何とか説得しようとするアイシャだが、こうなるとティセは意外と頑がん固こだ。それにティセには思うところもあるらしい。

「いつまでもアイシャたちばかりに迷めい惑わくをかけているわけにもいきません。私も手伝います」

「ティセさま……」

　自分を思ってくれるティセの言葉にアイシャはすっかりほだされてしまったようだ。両手を胸の前で組み、じ～～んと感動したような視線をティセに送っている。説得しようとする意思は完全に消えてしまったらしい。

　これはますますついて行かざるを得なくなったな……。

　広大は天てん井じようを見上げて嘆たん息そくした。




　案の定、バイトメイド＆バイト執事に応募してきたのは、ペンデュラム邸のすぐ側そばにある私立しょうぶ沼ぬま高校の生徒がほとんどだった。簡単な面接の後、メイド＆執事喫茶の会場となるペンデュラム邸の大食堂に通される事になった。食堂と言っても学校の講堂ほどもある。メイド＆執事喫茶用のテーブルや椅い子すは持ち込まれているが、本来の調度はまだ整えられていないようだ。

「まだメイドにはなりませんか？」

　傍かたわらで広大を見上げながらティセがそう尋たずねた。応おう募ぼ要よう項こうには面接と前日準備は動きやすい汚よごれても構わない格好で来て欲ほしい旨むねが掲載してあった。見回してみるとジャージ姿も見受けられるが、大半は広大たちと同様普ふ段だん着ぎである。

「それは明日じゃないかな。メイドや執事の服は向こうで用意してくれるそうだし」

　面接の時に聞いた話だと、この後、会場となる大食堂の掃除をする事になっているらしい。ちなみに面接官はペンデュラム邸の黒服二人。メイド志望者はヴィーアだったようだ。

　それにしても少し気になる事がある。黒服二人は面接を終えた志望者に何かの紙を渡わたしていたのだ。単なる不合格なら口頭で伝えていたはずだし、また合格者は広大と同じく大食堂に通されている。紙を渡された志望者はこの場にはいないのだ。

「見て回った所、特におかしな点はありませんわね」

　大食堂の中を見て回っていたアイシャが、広大とティセの所へ歩み寄り、声を潜ひそめてそう報告する。そんなアイシャを恵子がからかう。

「なによ、地下に巨きよ大だいロボでも隠してあるとでも思った？」

　むっとして何か言い返そうとするアイシャと恵子の間に、広大が慌あわてて割って入る。

「まぁ問題がないならそれに越こした事は無いだろう。それに当日もあるんだから……」

　そう言った時だ。周囲がざわつく。頭を巡めぐらせると大食堂のドアが開き、そこから否いや応おうなしに目立つ珊さん瑚ご色の髪かみをツインテールにまとめた少女が入ってきた。言うまでもなくラヴィーなのだが、今日はいつもと服装が違う。いつものフリル一いつ杯ぱいのピンクのワンピースではなく、後ろから一緒に入ってきたヴィーアとおそろいのメイド服なのだ。ラヴィーは用意されたマイクを手に取り、大食堂の前方に設しつらえられた演えん壇だんに勢いをつけて飛び乗る。そんなラヴィーに恵子は呆れ顔がおで言った。

「相変わらず高い所が好きねぇ」

　メイド服姿のラヴィーはヴィーアを従えご機き嫌げんな様子で口を開いた。

「諸君！　今回は我わがペンデュラム邸で開かい催さいされるメイド＆執事喫茶のアルバイトに応募してくれて感謝する!!　今回のバイト募集も交流の一いつ環かんなので、バイト代の方は弾はずむので期待してくれて良いぞ!!」

　太っ腹なラヴィーの言葉に応募してきたバイトの間から歓かん声せいが上がる。

「今日はこれから明日の準備をしてもらう。料理や飲み物の準備はこちらでやるので、皆は会場の用意をしてくれ！　これからヴィーアから詳くわしい説明がある」

「ただいまご紹介に与あずかりました姫さま及およびペンデュラム邸付きのメイド、ラッキースプリングスでございます。ヴィーアとお呼び下さい」

　ヴィーアは一礼してからそう挨あい拶さつする。そしてにっこりと笑みを浮かべて言った。

「用意と言いましても、料理、飲み物は私たちの方で用意いたしますし、飾かざり付つけも専門の業者に依い頼らいしてあります。皆さまにはこちらの会場のお掃除をやっていただきたく思います」

　何の変へん哲てつもない言葉だ。しかしヴィーアが『お掃除』という単語を口にした瞬間、横にいたラヴィーが思いっきり引いたのが広大には分かった。

「ちょ、ちょっと待て。ヴィーア！　掃除はいいのではないか？　まずはほら……、テーブルや椅子の配置とか、皿やコップの用意とか……」

　しどろもどろになるラヴィーに、ヴィーアはにっこりと笑って答える。

「ですからそちらは私や業者の方にお願いいたしますわ。それに皆さまにはまずメイドと執事の、もっとも基本的なお仕事を学んでいただきませんと」
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　そしてヴィーアは皆の方へ向き直ると続けた。

「メイドと執事の基本。それはお掃除ですわ！」

　なにやら無む闇やみに熱い口調でそう断言する。

「巷こう間かんではご主人様、お嬢じようさまと言えばメイド、執事と納なつ得とくしてしまう安易な風潮があるようですが、それはいけません。メイドたるもの、そして執事たるもの、己おのれのテリトリーを清潔に保ってこそのお仕事です。そこでまず皆さんには会場のお掃除をしていただきます」

「お掃除と言ってもなあ」

　見回す広大の視線に恵子も手近にあるテーブルの上を指でなでてみる。指先には埃ほこり一つついてないように見えた。

「綺き麗れいなもんじゃない。別にこれ以上、掃除する事なんて……」

　どうやら恵子のその発言はヴィーアの耳に届いたようだ。ヴィーアはメイド服の裾すそを翻ひるがえして優ゆう雅がに演壇から降りる。

「そんな事はありませんわ」

　そしてテーブルに指先をつけ、そのままの姿勢で広大と恵子の方へ小走りに駆かけ寄よってきた。

「見てください。こんなに汚れています」

　そう言ってヴィーアは広大と恵子、そしてティセ、アイシャたちに向かって指を差し出す。恵子はすぐ手近をなでただけだが、ヴィーアはテーブルに指をつけたまま数メートルほども移動してきたのである。多少は埃や塵ちりはついている。

「別に気にする程ほどじゃ……」

　言いかけた広大をヴィーアは一いつ喝かつした。

「駄だ目めです！　まず皆さんにはこちらのお部屋とテーブル、椅子を綺麗にお掃除していただきます。まず私がお手本をお見せいたします」

　ヴィーアはそう言うなり用意されていたダスターを取り、目にもとまらぬ早はや業わざでテーブルを拭ふき始めた。テーブルは見る間に光を放ち始め、もはや新品以上と言っても過言ではない程に輝かがやいている。見ていたバイト志望者の間からどよめきが起こったほどだ。

「お、ここにいたのか。大空広大……、と愛あい玩がん鳥類」

　ヴィーアと黒服から来ている事は聞いていたのだろう。ヴィーアを追いかけてきたラヴィーは広大たちを見つけてそう声を掛かけてきた。

「あんたの所のメイドって、ギャンブル以外にも取とり柄えがあったのねえ」

　ラヴィーに向かって激しく両手をぱたぱたさせるティセに構わず恵子がそう言った。

「なにを言っている。ヴィーアはパーフェクトメイドだ。ギャンブルは単なる趣しゆ味み。特に掃除が大好きなのだ。他人の家はともかく、自分のテリトリーが汚れてるのは我が慢まんできないらしいのだ」

「そりゃパーフェクト過ぎて逆にはた迷惑だろう」

　ラヴィーの説明に広大が呆れた時だ。そのヴィーアが声を上げる。

「さぁ、皆さんも同じようにお願いいたします。ダスターとモップはあちらに用意してあります」

　ヴィーアはそううながすが、何しろ新品よりも見事な輝きを放っているテーブルを見せられると、同じようにお願いしますと言われても怖おじ気けづいてしまうのが正直な所だ。誰だれもダスターやモップを取りに行こうとはしない。その中でティセだけが、とたとたとヴィーアの許もとへ歩み寄り、手を差し伸べるようにして言った。

「お掃除はメイドにとって重要ですか？」

「もちろんですわ。この上なく重要なお仕事です」

「この上ない？」

「この上ありません」

「この上ない、この上ない」

　ヴィーアの答えにティセはしばし両手をぱたぱたさせていたが、やにわにテーブルの上にあったダスターを取ると言った。

「やります」

「はい、お願いしますわね」

　そんなティセにヴィーアは微笑ほほえみを返した。それを合図にバイト志望者たちもおのおのダスターやモップを手に取る。広大と恵子、そしてアイシャもティセに倣ならって掃除を始めた。

「うむ、よしよし。まぁ頑張ってくれ」

　掃除をしている広大を見て鷹おう揚ようにそう言ったラヴィーに向かってヴィーアが言った。

「あら、なにを言ってるのですか。姫さまも一緒にお掃除をするんですよ」

「へ？」

　ヴィーアの言葉にラヴィーは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう喰くったような顔をする。

「そもそも姫さまの方からメイドをやってみたいと言ったのではありませんか？」

「ちょ、ちょっと待てヴィーア！　私はメイド服が着たいと言っただけで、別にメイドの仕事がやりたいとは……」

「同じです!!　メイド服を身にまとった以上、もはやメイドなのです!!　姫さまといえどもそれは同様！」

　側そばにあったモップを手に取り、空いた方の手を腰こしに付けて仁に王おう立ちするヴィーアの姿は、あたかもメイド道を極きわめんとする鬼おに。そう、メイド服を着た鬼すら連想させる迫力を感じる程だ。思わず後退るラヴィーに向かって、そっとダスターを差し出す者がいた。

　ティセである。

「この上ないそうですよ」

「この上ないのか」

「はい、この上ないそうです」

「そ、そうか。この上ないのでは仕方ないな」

　どういう経けい緯いで納得したのか分からないが、ラヴィーも覚かく悟ごを決めたようで、ティセからダスターを受け取り、渋しぶ々しぶながらもテーブルを拭き始めた。

「なんなんだ、一体……」

　呆あつ気けにとられる広大だが、ヴィーアはそんなラヴィーを微笑みを浮かべて見つめていた。




「……まったく、何をやっているのかしら」

　思わずそうつぶやく桜さくら子こだが、それが誰に向けたものなのか、自分でもよく分からなくなっている事に戸と惑まどいを覚えた。いくつか桜子の頭を悩なやませている問題があり、誰かに相談したいとは思っていた。しかし相談できる相手も限られている。桜子の足は自然と北綾あやグラウンドの地下にあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室へと向いていた。ＵＮｂＡＲ職員の内うち山やま田だとアーネチカは普ふ段だんはしょうぶ沼高校の教師として働いている。まだ学校の仕事が残っている二人は来ておらず、分室に居たのはＵＮｂＡＲ一いつ般ぱん職員とアーネチカと契けい約やくしているｂｉｏビオクラフト『イレブンスコンシャス』のホロン体ヒュージンだけだった。広大たちもまだ顔を出していない。もっとも誰かに相談しようという確たる心構えがあって足を運んだわけでもない。ぶっきらぼうに挨拶して立ち去ろうとする桜子にヒュージンが言ったのだ。

　ペンデュラム邸に新しいｂｉｏクラフトが現れた。また何かやっているらしく、広大たちはそちらの探りを入れているようだ。その場は聞き流した桜子だが、気がつくとその足はペンデュラム邸に向いていたのだ。

「まったく、何をやっているのかしら……」

　同じ言葉を繰り返す。その視線の先にあるのは門の上に掲げられた『ペンデュラム邸落成（直前）記念。メイド＆執事喫茶』の横断幕。門柱や壁かべには『入場飲食代無料！　本日だけの大サービス！　お気軽にどうぞ!!』というあおり文句の入ったポスターが貼はられ、メイド服、執事服姿のアルバイトが道行く人にチラシを配っている。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　吐はき捨すてるようにそうつぶやき、立ち去ろうとする桜子の前にメイドと執事が立ちふさがる。

「あの、良かったらどうぞ！」

「無料ですよ、無料！　お金はすべてペンデュラム財団の方で持ってますからね！」

　メイドと執事のバイトが口々にそう言う。見回せば少なからず人は入って行くようだ。周辺の住人もすっかりペンデュラム邸の存在になじんでしまったようだ。

　そうね。その新参の顔だけでも眺ながめて行こうかしら……。桜子がそう考えた時だ。突とつ然ぜん、門の所から聞き慣れた声が上がった。

「あら、桜子ちゃん？」

「高科さん？」

　振り返った先にはメイド服姿の恵子が居た。恵子とメイド服という組み合わせに虚きよを突つかれた桜子は目を丸くするばかりだ。

「来るんならメールでもくれれば良かったのに。はい、お一人様ご案内～～!!」

　メイド喫茶と言うよりは居酒屋のバイトのような威い勢せいの良い口調で恵子はそう言うと、桜子の手を引き、そのままペンデュラム邸の中へと引きずり込む。

「ちょ、ちょっと待ってください。高科さん。私は別に……」

「いいから、いいから！」

　そして少し声を潜めて続けた。

「ペンデュラム邸の新キャラ見に来たんでしょ？　中にいるわよ」

　そこまで読まれていては仕方ない。桜子は手を引かれるままペンデュラム邸に入っていった。




「いらっしゃいませ」

「え、は、はい……」

　メイド＆執事喫茶の会場に通され、テーブルに案内された桜子の応対に出たのはティセであった。シックな深い色合いをした本格的なメイド衣装に身を包んだティセは、桜子に向かって深々と頭を下げる。

「そこは『お帰りなさいませ、お嬢さま』でしょ」

　横からそっと恵子がアドバイスするがティセはよく分からないようで首を傾げるだけだ。

「何をお持ちいたしましょう」

　例によって片手を差し伸べるような仕草でティセはそう尋ねた。テーブルに備え付けてあるメニューを見た所、飲み物と簡単な料理とお菓子の類しかないようだ。

「試食したけど結構、いけるわよ」

　恵子はそう言うと、また声を潜めて続ける。

「……聞いてるかも知れないけど、今度来たのはメイドよ。メイド」

「メイド？」

　恵子の言葉に桜子は当惑したような表情を浮かべた。

「そう、メイドキャラ。それでギャンブラー自己中心派でレレレのお掃除お姉さんなのよ」

「からかっているんですか、高科さん！」

　桜子がそう思うのも無理からぬ所だろう。

「それがマジだから困りものなのよ。ほら、あの人」

　恵子が指さす先には、目が隠れるほどに前まえ髪がみを伸ばしたメイドの姿があった。その隣となりには一ひと際きわ目立つピンクのメイド服の少女。こちらは見覚えがある。このペンデュラム邸の主人。自じ称しようｂｉｏクラフトの姫、ラヴィーだ。そうなるとその隣のメイドが、この屋や敷しきの新たな住人という事になる。

「それで……」

　桜子がそう言いかけた時だ。横から声が掛けられる。

「あれ、桜子ちゃん。来ていたんだ」

　反射的に振り向むいた桜子の視界に入ってきたのは、パリッとした執事服に身を包んだ長身の少年。口元に人当たりの良い笑みを浮かべた、その少年の姿に桜子は確かに見覚えがあった。見覚えがあったのは事実だが、即座にその名が出てこない。そればかりか少年の名が思おもい浮かんだ途と端たん、カッと全身が熱くなるのを感じた。

「あ……、大空さん？」

　そう口にした次の瞬間、熱くなる頬を隠すように桜子は広大から視線を逸そらす。

「あら、何よ。その反応？」

　目ざとく桜子の異変に気付いた恵子は憮ぶ然ぜんとしてそう問いただす。しかし桜子はすぐさま平静を取り戻していた。

「一体何の事ですか？」

「あ～～、はいはい。そういう事にしておきましょうね。今回は……。あっちの手が足りないから手伝ってくるわね」

　強がってみせる桜子に恵子は意味深な笑みを浮かべて退散する。

「何をお持ちしましょう」

　ようやく割って入る余よ裕ゆうが出来たと見て取ったか、ティセは再度、注文を促うながす。

「あ、ごめんなさい。ええと、それじゃ紅茶をお願い。ウバをミルクで」

「はい」

　ティセは一つうなずいてから、周囲を見回し、改めて桜子に尋ねる。

「ティオは元気ですか？」

　先日、三角座Ｍ33銀河にある名も無き惑わく星せい上で、ティセとティオはようやく再会した。しかしその後もティオはティセを避さけているのだ。

「……ええ、元気よ」

　少し言いい淀よどんでから桜子はそう答えた。ティセは満足げにうなずくとキッチンの方へ向かっていく。

「いつも妹の事を気にしてるのね、あの子」

「俺も一人っ子だから、よく分からないけど、大したもんだよなあ」

　そうつぶやく桜子に広大はうなずく。桜子はそんな広大をちらりと睨にらんでから改めて尋ねる。

「それで……、またｂｉｏクラフトが増えたそうですね」
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「ああ、あのメイドさんだよ」

　広大は慣れた手つきで飲み物を配るヴィーアへ視線を巡らせてそう答えた。




「ううむ……」

　ラヴィーは大食堂とキッチンの間に立てられた衝つい立たての陰かげからそちらを覗き込んでいた。

「ラヴィーはどうしましたか？」

　そんなラヴィーを不思議そうに見ていたティセだが、一つ小首を傾げてからそう声を掛けた。

「おお、セキセイインコ。いいところに来た」

　そう言うなりラヴィーは見ていた方を指さす。

「大空広大と一緒にいるあの髪の長い女は誰だ！」

「あれは桜子です」

　即そく答とうするティセにラヴィーは重ねて尋ねる。

「知っているのか？」

「妹のお友達です」

「妹と言うと、この前のポメラニアンか？」

　ティルの事を犬に擬なぞらえるラヴィーに、ティセは一時、両手を激しくぱたぱたさせて抗こう議ぎしてから答えた。

「この前ラヴィーと会ったのはすぐ下の妹です。もう一人、妹が居ます。その妹のお友達が桜子です」

「ううむ、そうかそうか……。それにしても美人だな。まぁ私ほどではないが」

　ちゃんと耳に入っているのかいないのか。ラヴィーは広大と桜子を見つめるだけだ。二人はヴィーアの件について話をしているのだが、ラヴィーには随ずい分ぶんと親しげに会話しているように見えるらしい。

「仲が良さそうではないか」

「そうですか？」

　ヴィーアの言葉にティセは首を傾げた。

「ええい、大空広大め！　私と契約もせずに女とうつつを抜ぬかしおって……!!」

　ダンダンと足を踏ふみならして怒いかりを表現するラヴィーの隣で、ティセは激しく両手をぱたぱたさせながら右往左往するだけだ。ティセとしても広大と桜子が話している内容は察しがついているのだが、それを口にするわけにもいかず困り果てているらしい。

「おお、そうだ。いい事を思いついたぞ！」

　やにわにそう言うとラヴィーはキッチンへと飛び込んでいった。




「……だから恵子の説明もめちゃくちゃって程じゃないよ。アペンディックスも持ってるしｂｉｏクラフトには違いない」

「まったくいい加減な……」

　ヴィーアの話を聞いて桜子も嘆息するだけだ。そんな二人にまた声が掛けられる。

「おお、広大、桜子。ここに居たのか。高科から来ていると聞いて捜さがしたぞ」

　やはり聞き慣れた声に広大と桜子が頭を巡らせた時だ。その視界は執事服の布地で埋うめ尽つくされた。

「兵ひよう衛え……、さん？」

　桜子は呆気にとられて見上げるだけだ。広大も声がない。二人の前には執事服の先せん場ば兵衛が現れたのである。もともと柔じゆう道どうをやっているだけあって兵衛はかなり体格がいい。ごついと言ったほうが的確だろう。その兵衛が執事服に身を包んでいるのである。無む駄だな威圧感が醸かもし出されており、お世辞にも似合っているとは言い難がたい。

「……どうした、何か変か？」

　さすがの兵衛も広大と桜子の様子がおかしいのに気付いたようだ。怪け訝げんな顔でそう尋ねた。

「いや、まぁ……。兵衛と執事服というのも意外な組み合わせだと思ってな」

　慎しん重ちように言葉を選んでようやく広大はそう答えたが、兵衛の方は案外お気に入りのようだ。

「うむ、実は部の先せん輩ぱいがここのバイトに応募していたのだが都合が悪くなってな。急きゆう遽きよ代役に入ったわけだ。執事と言われてもピンと来なかったのだが、この執事服というのもなかなか良いものだな。柔じゆう道どう着ぎほどではないが身が引ひき締しまる思いだ」

　頻しきりにうなずきながらそう言う兵衛である。

「それにしても桜子はこの前会った時よりも少しは明るくなったようだな」

「え、私ですか？」

　やにわに兵衛からそう言われて桜子は戸惑う。桜子と兵衛は親しん戚せき。たまに会う事がある。

「変わってなんかいません。私は私です」

　わざと冷たい口調で言い返す桜子だが、兵衛は少し笑みを浮かべ広大の方へ視線を向けると言った。

「俺は向こうのテーブルを担当しているから、帰かえり際ぎわにでも声をかけてくれ。広大はこちらを頼む」

「あ、あぁ」

　広大は余り深く考えないまま反射的にそう答えてしまった。




「これだ」

　ラヴィーはティセが手にしているトレーの上にそのマグカップを載のせた。ずしりという重い感かん触しよくがティセの手に伝わる。一見するとカフェラテのようにも思えたが、どうやらそれは何かの粉末のようである。不思議そうに首を傾げるティセに向かってラヴィーは声を潜め、しかし得意げな様子で言った。

「小麦粉だ。お前はこれからあの女の所に紅茶を持って行くのだろう。その時、わざと転んで広大とあの女にこの小麦粉をぶちまけてやれ！」

　ラヴィーのその言葉にティセは空いた方の手を激しくぱたぱたさせる事で抗議する。

「駄目です。いけません。それでは広大と桜子に迷惑を掛けてしまいます」

「気にするな。ちょっとした悪戯いたずらだ、悪戯。こういうイベントにはこの手のアクシデントがつきものだろう！」

「いやです」

　妙みようにきっぱりとティセは言い放つ。そんなティセの反応に、ラヴィーは小麦粉が入ったマグカップをひったくり、自分のトレーに載せた。

「もういい、自分でやる！　愛玩鳥類をあてにした私が馬ば鹿かだった！」

　そしてくるりと踵きびすを返すや桜子のテーブルの方へ向かって行ってしまった。ティセはしばらくその場を右往左往していたものの、やはりラヴィーを止めた方がいいと思ったのだろう。後を追いかけようとする。そんなティセを後ろから恵子が止めた。

「放っておけばいいのよ。ちょっとした焼きもちでしょ」

「焼きもち」

　恵子の言葉にティセは首を傾げ、そして改めて聞き返す。

「でも広大と桜子は困ると思います」

「いいんじゃないの？　最近、ちょっと調子に乗ってるみたいだし……」

「恵子も焼きもちですか？」

　唐突にそう尋ねられた恵子は一いつ瞬しゆん、当惑したようだ。そしてしばし考えてから答える。

「う～～ん、それは……」

　しかしその答えはラヴィーの悲鳴で遮さえぎられた。二人が顔を向けると、ラヴィーは広大と桜子のいるテーブルに向かう途と中ちゆうで、何かに躓つまずいてひっくり返ってしまったのだ。用意した小麦粉はラヴィー自身に降りかかり、そして周囲にも盛大にまき散らされた。

「あ～～、自じ業ごう自じ得とくね」

　ラヴィーの様子をそう言って笑う恵子の背後から、何か圧あつ倒とう的てきな存在感を持つオーラが漂ただよってきた。

「……あらあら、また汚れてしまいましたね」

　ぞくりとして振り返ると、そこにはヴィーアが居た。そのヴィーアの気配は、明らかにこの前、広大の家でトランプをやった時のもの。それも終しゆう盤ばん、広ひろ海みとの一いつ騎き打うちになった時のものであった。

「待て、ヴィーア。これは不ふ可か抗こう力りよくというか、アクシデントで……!!」

　小麦粉で真っ白になったラヴィーは慌てて弁明するが、もとよりヴィーアの目に入っているのは周囲のテーブル、そして床ゆかだけだ。

「こんな汚れた場所でお客様をおもてなしするのは私のプライドが許しません！　『パペットブルーム』!!」

　キッチンの方からヴィーアのアペンディックス『パペットブルーム』が飛び込んでくる。それを手にしてさらにヴィーアは続けた。

「ローチングサテライト！　『ラッキースプリングス』!!」

「なによ、そのメイド無む双そうモードは!?」

　両手に『パペットブルーム』とサテライトを構えたヴィーアに恵子は思わずそう叫さけんだ。




　サテライトを呼びだすヴィーアのその声に、桜子は思わず身構えた。しかし広大はそれを制止して言った。

「待て、ヴィーアは別に戦うつもりじゃない。あの人は……」

　二人の視線の先で『パペットブルーム』とサテライトを手にしたヴィーアが仁王立ちになっている。サテライトはルーク級の二本ドリル。ただし少し形状が違う。どこか洗車用のブラシを思わせるフォルムだ。

「あの人は、……とんでもない掃除好きなんだ」

「……は？」

　広大の言葉に戸惑う桜子だが、ほどなくしてそれが冗じよう談だんではない事が分かった。ヴィーアは前髪をさっとかき上げ言ったのである。

「それではこれよりお掃除をさせていただきます！」

「ま、待てヴィーア！　ここにはまだ客が……!!」

　ラヴィーの声も耳に届かぬようである。そして『パペットブルーム』とサテライトをモップ代わりに、一心不乱に大食堂の床にまき散らされた小麦粉の掃除を始めたのである。

「……大空さん、私この辺で帰らせていただきます」

　とりつく島もない冷たい口調で桜子がそう言った。




「申し訳ありません。姫さま。まことに申し訳ありません。このヴィーア、一生の不覚!!」

　床と言わず壁まで鏡のように磨みがき抜かれた大食堂でヴィーアはラヴィーに深く頭を下げていた。

「床が汚れているのを見て、思わず私のメイド力が勝手に反応して掃除を始めてしまうとは……。まだまだ私も修しゆ行ぎようが足りませんわ」

「あんたは紅くれない三さん四し郎ろうか」

　呆れたような顔で恵子が言った。ヴィーアのおかげでラヴィーがいたずらして汚した床はすっかり綺麗になった。そればかりか勢い余って会場の大食堂全体を一人で徹てつ底てい的てきに掃除してしまったのである。しかし綺麗になったのは会場に来ていた客も同様。ヴィーアの圧倒的な掃除力の前に逃にげ出すように会場を後にしたのだ。

「そりゃ、あの勢いで掃除を始められちゃ、お茶飲んでいるわけにもいかないな」

　結局、会場に残っているのはペンデュラム邸の面々と広大、恵子。そしてティセとアイシャだけだ。ティセはヴィーアに倣っているつもりか、テーブルを一つ一つダスターで拭いている最中だ。

「まぁ、いい。これも私がいらぬ茶ちや目めっ気を出したせいだ。もとはと言えば大空広大に責任があるのだがな」

「なんで俺のせいなんだよ」

　広大は訳のわからぬまま反論するが、それに構わずラヴィーは続けた。

「しかし困ったな。せっかくのイベントが中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまった。これでは折角来てくれた皆にも失礼だ。何か……」

「姫さま、それなら私たちに考えがあります！」

　その時だ。ここぞとばかりに黒服二人が声を揃えて口を開いた。

「姫さまの企き画かくですから、またトラブルが……。いえ何かあった時の為ためと、我ら二人、代だい替たい案あんを用意しておきました!!」

　ラヴィーは二人のその言葉にちょっと眉まゆをひそめるが、すぐに気を取り直して答える。

「そうか、では聞かせてみよ」




　そして翌日。ペンデュラム邸の財力もあってすぐに代替企き画かく案あんは実行された。広大たちはメイド＆執事喫茶で懲こりたので今回は客として招かれる事にしたが、黒服二人は手回しよくバイトの都合も付けていたようだ。面接の時、紙を渡されていた志望者がそうらしい。

　ペンデュラム邸の門柱に翩へん翻ぽんと掲げられる横断幕。

『黒服喫茶。カフェＭ．Ｉ．Ｂ』

　そこにはそう記されていた。そして門から邸てい内ないに向かう道の両わきにはずらりと黒服、サングラスの屈くつ強きような男たち。会場である大食堂でも黒服、サングラスの男たちがウェイターをやっているのだ。客以外、見み渡わたす限り黒服、黒服。まさに黒服の群れである。

　広大、ティセ、アイシャと共にテーブルに通された恵子は思わずつぶやいた。

「どうみても暴力団かマフィアのパーティーでしょう」

「今朝方、警察署の方が慌ただしかったのはこのせいだったんですねえ」

　アイシャがため息をついてそうぼやく。確かにこれだけの黒服が集まれば、何もなくても警察には通報されるだろう。

「おお、広大。今日も来てくれたのか」

　一ひと際きわ屈強な黒服の一人が広大たちに声を掛ける。聞き慣れた声に訝いぶかるまもなく、その黒服はサングラスを外した。

「兵衛？　なにやってるんだよ」

「うむ、昨日こちらの屋敷の方に声をかけられてな。この企画にスカウトされたのだ」

「でも執事服よりは似合ってるわよねえ」

「まぁそれもそうだけどな」

　そんな広大の許もとに、ペンデュラム邸の黒服二人、ヴァッチとヴィッス。そしてラヴィーとヴィーアが挨拶に来た。さすがにラヴィーとヴィーアは黒服ではない。

「どうですか、大空広大。黒服喫茶お楽しみいただけてますか？」

「時代は黒服！　メイドや執事にない緊きん張ちよう感の中で飲むお茶は格別でしょう」

「拉ら致ちされそうだけどな」

　思わず本音が広大の口をついて出る。しかしティセはもっとストレートだった。

「あまり良いものとは思えません」

　ティセのその言葉にラヴィーとヴィーアも賛同する。

「うむ、そうだな。今回ばかりはセキセイインコに賛成だ」

「そうですわね。やはりメイドに敵かなうものはありませんわ」

「ええ、そんな。姫さまぁ～～!!」

　黒服二人の嘆なげきが、世界初の黒服喫茶の店内にこだました。







第11話―12話　アイキャッチ





ヴァッチ　「黒服喫茶というのは良いアイディアだと思うのですが」

ヴィッス　「執事やメイドがありなら、黒服もありだと思うのですが」

兵衛　　　「うむ、執事服も悪くはないが、やはり黒服の方が男らしいな」

ラヴィー　「ええい、うっとうしい！　そういうのは別のところでやれ!!」

ヴァッチ　「うむ、それでは黒服喫茶で秋葉進出だ。ヴィッス」

ヴィッス　「うむ、秋葉だけではなく、黒服喫茶で世界を席せつ巻けんだ。ヴァッチ」

兵衛　　　「弱じやく輩はいで恐きよう縮しゆくだが、ぜひ手助けさせていただこう」

黒服二人　「おお、それは心強い！　では早さつ速そく店てん舗ぽの交こう渉しように行きましょう！」

ラヴィー　「ようやく行ってくれたか。まったくむさ苦しい奴やつらだ」

恵子　　　「でも兵衛くんは意外に気に入っていたんだ、黒服」

広大　　　「まああいつは黒服の方が似合っていたから。怖こわい意味で」

ティセ　　「確かに黒服は具体的に恐おそろしいですね。人数が少ない場合はそうでもありませんが、大人数になると具体的に恐ろしいと思います」

恵子　　　「無言のプレッシャーがあるものねえ」

ラヴィー　「それはそうと大おお空ぞら広大、良かったら我がペンデュラム邸の執事にならんか？　賃金ははずむぞ！」

広大　　　「執事もなにも、黒服のお二人がいるじゃないか」

ラヴィー　「あいつらは頑張ってくれているが、いかんせんむさ苦しいのでな」

広大　　　「でもなぁ、あんな広いお屋敷の執事というのも大変そうだし」

恵子　　　「そうそう、それに執事は元仮●ライダーに限るわよ」

ティセ　　「それは大変ですね」

アイシャ　「またティセさまに変な情報を吹き込まないでください」

ヴィーア　「姫さま、警察からお電話です。ヴァッチとヴィッスの二人が何やらしでかしたようですわ」

ラヴィー　「なんだと!?　どれ貸してみろ」

ヴァッチ　「姫さま、助けてください～～」

ヴィッス　「不動産屋さんに物件がないかと顔を出しただけで警察を呼ばれてしまったんです」

広大　　　「そら、あの格好でいきなり入ってこられるとなあ……」

ティセ　　「黒服は恐ろしいですからね」









「文化祭です。魔法少女になりましょう」







　そろそろ秋の気配が近づいてきた頃ころ。私立しょうぶ沼ぬま高校では、他ほかの学校よりも少々早めの文化祭準備が進んでいた。宇宙開発プランモデル校には指定されているものの、しょうぶ沼高校はこれといって大きな特色のない学校だ。もっとも今年の春先ぐらいからは、変わった人間が出入りするようになり、挙げ句の果てには白昼堂々ドリルが校庭に突つき刺ささったりと、妙みように目立つ事も多いが、残念ながらそれは学校行事でもカリキュラムの一いつ環かんでもない。

　そんな平へい凡ぼんなしょうぶ沼高校だが、敢あえて特色を挙げるのならば、文化祭が結構大がかりに催もよおされるという事くらいだろうか。しょうぶ沼高校から駅前に通じる道路に沿って商店街がある。その商店街で行われる秋祭りと、文化祭の日程が重なっているのだ。そこで創設当時から文化祭と秋祭りは事実上、併へい催さいのような形で行われている。特に文化祭最終日の後夜祭は、秋祭りのスケジュールにも組み込まれており、生徒たちは商店街が準備した出店やイベントで楽しむ事も多い。

　今年はそれに加えて邸てい宅たくが竣しゆん工こうしたばかりのペンデュラム財団も文化祭と秋祭りに協賛する事になり、例年になく大がかりになりそうな気配であった。




「お～～し、飾かざり付つけはこんなもんだな」

　後うしろ崎ざき孝たか郎おは教室内を見回して満足げにうなずく。

「じゃあ委員長さん。文化祭実行委員会の方に準備ＯＫって報告してもいいっすネ」

　このクラスの文化祭実行委員である下しも条じよう藍あお留るがそう言うなり、孝郎の返答も待たずに教室を駆かけ出だして行った。

「最近の文化祭というのは随ずい分ぶんと派手なんですねえ」

　ぐるりと教室を見回してアイシャが言った。

「そう言えばティセは？」

　文化祭当日の明日に備えて、飾り付けの終わった教室の掃そう除じをしていた広こう大だいだが、ティセの姿を見てない事を思い出し、アイシャにそう尋たずねた。アイシャは少しばつの悪い笑えみを浮うかべて教室の隅すみへ目をやる。

「ティセさまが出した企き画かくが通らなかったので、拗すねていらっしゃるようですわ」

　見ると教室の隅ではティセがみんなに背を向け、何か手にした棒のようなものを、ぎこちなく振ふり回まわしていた。

「でも一応、振り付けの練習はしているんだ」

　広大とアイシャの所に来た恵けい子こがそう言った。

「振り付けっていうか、何か視力検査で検査表を指す練習としか思えないけどな」

　確かに広大の言う通り、ティセの動きは直線的で、しかも一点でその棒の先を止めたかと思うと、しばしそのまま静止。ややあってからサッと素す早ばやく別方向に動かすという有様で、およそ振り付けという言葉から連想されるリズミカルなものとはほど遠い。

「音楽の授業でも思ったけど、あの子、ひょっとしてリズム音おん痴ち？」

「まぁ、その傾けい向こうはあるみたいだけど……」

「いやいや、その程度は構わないって」

　そう言いながら歩み寄ってきたのは、広大たちのクラスメート狭はざ間ま駿しゆん輔すけである。すらりとした長身でなかなかイケメン。いわゆるジャニーズ系というルックスだ。さらにバスケット部に入っているとくれば、女子の人気が高そうなものだが、生あい憎にくとある趣しゆ味みがネックになっている。

「栄さかえさんはうちのキラーコンテンツだからな。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、ペタ童顔、不思議ちゃんでお嬢じようさまと来れば、これ以上の萌もえコンボはない！　振り付けがぎこちなくたって……、いやむしろその方が萌える!!　ああ、萌えるとも!!」

　握にぎり拳こぶしで暑苦しく萌えを語る事からも分かるように、駿輔はバリバリのオタク。バスケ部に加え事実上アニメ研究会と化している美術部も掛かけ持もちしているほどだ。

「はいはい。萌えは分かったから、明日の本番に備えて今日はみんな早めに帰れよ。……ところで末すえ広ひろはどうしたんだ？」

　駿輔の萌え語りに辟へき易えきとした顔をしながら、みんなにそう言った孝郎だが、先さき程ほどからクラスメートの一人が姿を見せていない事に気付いた。そんな孝郎に女子の一人が答えた。

「末広くんなら、委員会の仕事があるって放課後になってすぐに出て行ったじゃないの」

「あれ、そうだっけ。でもあいつ、なんか委員会入っていたか？」

「さぁ？」

　広大も首を傾かしげるが、いずれにせよ大した問題ではない。少なくともその時はみんなそう考えていた。

「さぁ帰りましょう、ティセさま」

　アイシャがそう声をかけると、教室の片かた隅すみで振り付けの練習をしていたティセはようやく振り返かえる。

「これはこれで楽しいですね」

　取とり敢えず機き嫌げんは直してくれたようだ。これで文化祭当日を安心して迎むかえる事が出来るな。広大はほっとして胸をなで下ろしていた。




　同じ頃、しょうぶ沼高校の片隅では、どうでもいい陰いん謀ぼうが進行していたのであった。

「諸君！　いよいよ文化祭は明日に迫せまった！　この数年間というもの、文化祭実行委員会の弾だん圧あつにより禁じられていたあのイベントが、ついに復活するのだ……！」

　きらりと黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを輝かがやかせて末広彰あきらは言った。生徒数の減少により空いた教室。そこでは彰を中心に十数人の男が机を前に座すわっていた。しかし中にはどうみても生徒ではない、また教師とも思えない成人男性も何人か混ざっている。

「このイベントを経験せずに学校を去っていったＯＢの為ためにも、我々はその復活を成功させねばならない！　そう『ミスしょうぶ沼高校コンテスト』を!!」

　そう言うや彰は芝しば居いが掛かった態度で背後の黒板を平手で叩たたいた。そこには『ミスしょうぶ沼高校コンテスト』の概がい要ようが書き記されている。

『ミスしょうぶ沼高校コンテスト』。過去に何度か開かい催さいされた事があるのだが、女子生徒の反発が強く、またオッズが作られ、優勝者に投票した生徒には、学食のチケットや文ぶん房ぼう具ぐ、挙げ句の果てには現金まで支し払はらわれる事になり、文化祭実行委員会と生徒会から禁止されてしまったのである。

　それを今年、末広彰が中心になり復活させようというのだ。末広彰の見た目は七三分けに黒縁眼鏡。見た目は真ま面じ目めなガリ勉だが、その実、典型的なむっつりスケベというのは、男子生徒の間ではとみに知られた事。必然といえば必然と言えよう。しかも今回はそれを後あと押おしするものがいた。

「しょうぶ沼商店会広報担当、喫きつ茶さ店てんグッドホープの木き田ださん。ご説明を！」

　彰から促うながされて立ち上がったのは三十歳さい代の男性。商店街で喫茶店グッドホープを経営しており、現在、商店会の広報を行っているのだ。

「はい。『ミスしょうぶ沼高校コンテスト』優勝者には、商店街のイメージガールをお願いする事になります。インターネットの商店街公式サイト、ケーブルテレビの番組にも登場していただく予定です。また画像投とう稿こうサイトと提てい携けい、ＰＶの配信も考えております」

　その発表に居合わせた一同からどよめきが漏もれる。

「そして商店会会長でもあるスーパータコマーケットの角つの田ださん！」

　今度は頭がはげ上がった中年男性が立ち上がる。やはり商店街でスーパーマーケットを経営している男性だ。

「え～～、優勝者に投票してくださった皆みなさんには、商店街で使える商品券一〇万円分を提供します。これを投票者の皆さんでおわけいただく事になると思います」

「つまり大おお番ばん狂くるわせが起きて、投票者の少ない女子が優勝すれば、その分、一人あたりの割り当てが多くなるという事！　これで投票は盛り上がるはず!!」

　もはやミスコンとは関係ないような状態だが、何が何でも成功させんとする彰の決意の前には些さ細さいな事であった。

「さて、それでは具体的な運営方法に入りたいと思いますが……」

　その時だ。やにわに教室のドアが開け放たれた。

「ちょっと待ったぁ～～!!」

　生徒会や文化祭実行委員会にばれたかと彰をはじめ皆の表情が強こわ張ばる。しかし現れたのは黒服の男性二人にメイド、そしてツインテールの女の子が一人。そう、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムとメイドのヴィーア、そして黒服ヴァッチとヴィッスである。

「こ、これはペンデュラム邸ていのお姫ひめさま。一体どんなご用件で……？」

　突とつ然ぜん、現れたラヴィー一行の意図が掴つかめず、彰と『ミスしょうぶ沼高校コンテスト』運営委員会の面々は緊きん張ちようを隠かくせない。

「美少女コンテストと聞いては黙だまっているわけにもいかないだろう。それにペンデュラム財団は、この文化祭と秋祭りのスポンサーでもあるのだ。口出しする権利はある」

　ラヴィーはヴィーアたちを引き連れ、運営本部となっている教室に入りながら言った。

「なに、難しい話ではない。要求はただ一つ。『ミスしょうぶ沼高校コンテスト』の資格者に来らい賓ひん、見学者も入れろという事だ」

「しかしそれでは『ミスしょうぶ沼高校』にならないのでは……」

　言いかけた商店会会長を彰が遮さえぎる。

「面おも白しろい！　姫さまが御ご参さん戦せんなさるとなれば、投票も盛り上がるでしょう！　『姫さまファンクラブ』会員ナンバー一六番としても協力は惜おしみません」

　どうやら彰はラヴィーの意図を察したようだ。

「ふふふ、まぁこれで私が勝ったも同然だがな！」




「よ～～し、これで後はお客さんを待つだけだな」

「楽しみですね」

　いよいよ文化祭当日の朝。最後の準備として教室の入り口に看板を掲かかげた広大へ、ティセはそう言った。その二人に背後から声が掛けられる。

「大おお空ぞらさん。お邪じや魔まいたします」

「お姉ちゃん、遊びに来たよ！」

　振り返るとそこには静しず花かとティル。そして桜さくら子ことティオの姿もあった。

「あ～～、来てくれたんだ。みんなありがとう」

「ティルとティオも来てくれて、お姉ちゃんはうれしいです」

「文化祭って初めてだから楽しみ!!」

　素す直なおにはしゃぐティルに対して、ティオは相変わらずの反応だ。

「来たくて来たわけじゃないわよ。桜子が高校を見ておきたいって言うから……」

　そう言いながらぷいと横を向く。

「私もそろそろ進学の事を考えなきゃいけない時期ですから」

　ティオに合わせたわけでもないだろうが、桜子もつっけんどんな口調でそう言った。

「それで大空さんのクラスは何をやるんですか？」

「あ～～、ええとね」

　静花に尋ねられた広大は今、掲げたばかりの看板へ視線を向ける。

『魔法少女喫きつ茶さ』。看板にはそうある。具体的な内容が想像できないのか、静花とティルはきょとんとしている。

「クラスの女子がアニメやなんかの魔法少女の格好をしてる喫茶店なんだよ」

　広大がそう答えると間かん髪はつを容いれずに桜子は言った。

「高校生にもなって恥はずかしくないんですか？」

「いや、俺おれが言い出したわけじゃないし」

　あきれ顔の桜子としどろもどろの広大に、慌あわてて静花がフォローを入れる。

「あの、でも桜子さん。面白そうじゃないですか」

「私は子犬喫きつ茶さ・仔こ猫ねこ喫茶を提案しました。子犬や仔猫と一いつ緒しよにお茶を飲む企画です。しかし残念な事に通りませんでした」

　ティセのその言葉にティルが反応する。

「子犬が沢たく山さんいるの？」

「いますいます。子犬が沢山です」

　続いてティオも負けじと聞き返す。

「仔猫も沢山いるのね？」

「いますいます。仔猫も沢山です」

　そして姉妹は顔を見合わせたまま幻まぼろしとなった企画、子犬喫茶・仔猫喫茶に思いを馳はせる。

「夢のようですね」

「夢のようだね」

「夢のようね」

「まあ飲食物を扱あつかう場所に動物を入れるのはどうかという話になってなあ。学校だから設備も万ばん全ぜんとはいかないし」

「だからと言って魔法少女喫茶もどうかと思いますが」

　広大の説明にも桜子は手厳しい。その時、教室の中から声がかかる。

「栄さんも大空くんも看板の準備が終わったら着がえちゃって。そろそろ入場させるから」

「あ、じゃあ俺そろそろ行くから」

「私も着がえてきます」

　ティセは衣装が入っている袋ふくろを抱かかえて更こう衣い室しつの方へ駆けていく。一方、広大は後ろの戸から教室に入っていった。

「まったく女子は更衣室で、男子は机の陰かげで着き替がえかよ」

　ぶつくさ文句を言う広大の姿が消えると同時に、静花と桜子の横で教室の戸が開いた。

「はぁ～～い、魔法少女喫茶。開店でぇ～～す!!」

　すっ頓とん狂きような女子生徒の声が聞こえてきた。開場を待っていたしょうぶ沼高校の生徒や来賓、来客たちがぞろぞろと教室内に入っていく。どうやら結構、期待されていたようで、他のクラスよりも入場者が多い。

「行こう！　静花!!」

「とにかく入ってみましょう。桜子さん」

　ティルに袖そでを引っ張られて教室に入っていく静花は、少し心細いのか桜子にもそう声をかけた。

「仕方ないわねえ」

　うんざりとした顔の桜子だが、少し中を覗のぞき込んだティオは興味を引かれたようだ。

「案外、面白そうよ。入ってみましょうよ」

　結局、桜子は三人に引きずられるように教室に入っていった。

「うわぁ～～、凄すごい凄い!!」

「結構、凝こってますね」

「そうね、悪くないんじゃないの？」

　教室の中はパステルカラーで綺き麗れいに飾り付けられていた。もっともその飾り付けが西洋風お城や町並みをイメージしており、さらに虹にじや雲、月がかかっているという、かなり子供っぽい印象だ。

　目がちかちかしそう。そう思った桜子だが、静花たちが割りと気に入っているようなので、敢えて口に出さなかった。それよりも他に気になる事があったからだ。

「見てみて、静花！　なんかＴＶに出てる人みたいな格好だよ！」

「趣味悪いわねえ」

　ティルとティオが言うのは、魔法少女のコスプレをしているクラスの女子。体操服やジャージをベースに、カラフルな衣装に改造してある。

「はぁ～～い！　美少女天使セーラー恵子、ただいま登場……。て、来ていたんだ」

　脇わきから突然、そう声を掛けてきたのは恵子であった。静花、桜子たちが振り返ると、そこには魔法少女風に改造したセーラー服を着た恵子が居た。それを一いち瞥べつするや桜子の口からまた辛しん辣らつな台詞せりふが飛び出す。

「高校生にもなって恥ずかしくないんですか？」

「高校生になったから出来るのよ。中学生の頃にやったら馬ば鹿かじゃないの」

「高校生でも充じゆう分ぶんに馬鹿だと思います」

「こういうのは大人が馬鹿をやるから楽しいのよ。桜子ちゃんも高校生になったら分かるって」

　恵子はノリノリの様である。

「うわぁ、恵子。すごい、格好かつこいい～～！」

「格好いいかどうかはともかくとしても……、ええとなかなかよく出来てますね」

　すっかりフォロー役が板に付いた静花は、恵子の衣装を観察しながらそう言った。

「うん、色んな伝つ手てでお古の制服や体操服かき集めて改造したのよ」

「でもＴＶアニメのキャラクターというわけでもないみたいですけど」

「オリジナルよ、オリジナル。ほら」

　そういうと恵子は自分の胸に付けたバッジを指し示す。そこにはわざわざデザインされたロゴで『魔法天使セーラー恵子』と書いてあった。

「あとこっちも見て。一人一人設定が決まっているのよ」

「設定って一体……」

　メニューと一緒に渡わたされたシートには、恵子と同じ衣装を着た女の子がポーズをとっているイラストと共に、なにやら細々と説明が書いてある。

「魔法天使恵子ちゃんは、天界のセーラー服で魔法天使に変身するんだ。マジカルツインズブルー＆レッド、魔ま法ほう撫なで子しこ愛あい紗しやとは大の仲良しだ……」

　その後も何やら書いてあるのだが、頭痛を覚えた桜子はそれ以上読み上げるのを断念した。どうやら変身ポーズの解説や、得意な魔法の説明があるらしい。

「あの、こちらのマジカルツインズブルー＆レッドとか魔法撫子って……」

「聞かない方がいいと思うわよ、静花」

　ティオがそうたしなめるが、時すでに遅おそく、静花の問いを聞きつけた本人たちがやってきた。

「お呼びとあらば即そく参上！」

「魔法の双ふた子ごマジカルツインズ！　ブルー！＆レッド！」

　二人は声を合わせてポーズを決める。完全に左右でシンクロする動きも双子だけあってか呼吸もぴったり。青と赤の色いろ違ちがいのコスチュームで現れたのは下条藍留、朱あか璃り姉妹だ。

「海で会った時以来っすヨね。来てくれてうれしいっスよ！」

　朱璃が上じよう機き嫌げんでそう言った。

「あの朱璃さん、別の高校でしたよね。今日は……」

「土曜日だし、特別ゲストっスよ」

　平然とそう言う朱璃に静花は返す言葉もない。

「双子が役に立つのは、こういう時くらいっすからネ。さぁ皆さんも楽しんで行ってください！」

　そういうとマジカルツインズは静花と桜子たちをテーブルに案内する。

「まったく、これのどこが文化祭なのか分かりませんわね」

　横から聞こえて来たその言葉に、桜子は同意を示そうと振り返ったものの、その直後、硬こう直ちよくする。そこには他の女生徒と同じく派手な衣装を身につけたアイシャの姿があった。他の生徒とは違ちがい、袴はかま付きの和装がベースになっている辺りちょっと雰ふん囲い気きが違う。

「うわぁ、アイシャすご～～い、すご～～い!!」

「あんたも趣味悪いわね」

　興奮するティルと対照的にティオはしらけ気味だ。

「アイシャ……」

　思わず絶句する桜子に、アイシャはしどろもどろで言い訳する。

「い、いえその。これはクラスで決まった事ですから……」

　そのアイシャの肩かたを後ろから掴んで恵子、いや魔法天使恵子ちゃんが説明する。

「魔法撫子愛紗は新しん機き軸じく和風魔法少女！　普ふ段だんは清せい楚そでおしとやかな大和やまと撫なで子しこだけど、魔法の竹刀しないで魔法の大和撫子愛紗に変身するぞ!!」

「恥ずかしいから止やめてください、恵子!!」

　アイシャは真っ赤になって恵子を止める。

「いや、でも和風魔法少女というのは案外ねらい目だと思うのよ」

「何のねらい目ですか!!」

「あの、そう言えば男子の方々はどうしてるんでしょうか？」

　魔法少女と言えば女の子。見回してみても男子生徒の姿は見えない。疑問に思った静花が尋ねると同時に後ろから広大の声が聞こえてきた。

「いや、こういう事なんだけど」

　振り返るとそこには着替えを終えた広大と兵ひよう衛え、孝郎の姿があった。広大はなにか黄緑色の鳥のような着ぐるみを身につけている。

「魔法少女といえば、お供の小動物！　男子の半分はその小動物役よ」

「鸚おう鵡むってお供の小動物にはいるのか？」

　実際に着るまで何の役になるのか分からなかった広大は首を傾げるが、それよりも謎なぞなのが後ろにいる兵衛だ。

「まあそれよりも、明らかに熊くまは小動物じゃないだろう」

　広大の言う通り、兵衛は焦こげ茶ちや色いろの毛むくじゃらの着ぐるみ姿。何の動物だか分からないが、敢えて言えば確かに熊だろう。

「いや、これは熊ではない」

　腕うで組ぐみをしたまま兵衛は力強く答えた。

「これはフェレットだ！」

「フェレット……!?」

　その答えにみんなは絶句する。フェレットというのはヨーロッパケナガイタチを品種改良した動物でペットとして人気がある。どうみても兵衛の格好は、可愛かわいらしいフェレットとは似ても似つかない。しかし一部には好評のようだ。

「あら、こちら素す敵てきなお兄さん♡」

「たくましいわぁ。ほれぼれしちゃう」

　兵衛は何やらなよなよした若い男性数人に囲まれてしまった。

「なんだ、あれ？」

「あ～～、二丁目のヘアサロンの美容師さんたちよ。みんなオカマだって噂うわさだったけど……。本当みたいね」

　呆あきれる広大に恵子は笑いながらそう答えた。一方、孝郎はかなり不服そうだ。

「それはそうと、何で俺が猿さるなんだ？」

「あんたが猿じゃなかったら、誰だれかが猿なのよ？」

　恵子の言葉に孝郎はアイシャに泣きつく。

「貴た風かぜさんからも何か言ってよ～～」

「ええと、その……。似合ってますわよ」

　答えに窮きゆうしたアイシャは適当にそう答えたが、孝郎への追い打ちになってしまった。孝郎はがっくりと教室の床ゆかに手と膝ひざを突く。

「とほほ、俺は猿が似合ってるのか……」

「遅おくれました」

　その時だ。少し息を切らせながら着替えを終えたティセが小走りに駆け込んできた。

「あら、結構かわいいわね」

「お姉ちゃん、凄い～～!!」

　桜子とティルもティセの格好に素直に感心する。

「ふ～～ん、手が込んでるわねえ」

「似合ってますよ」

　ティオと静花からもそう言われたティセは、照れているのだろう、両手をばたばたさせながらその場を右往左往する。みんなが感心するだけあって、明らかにティセの衣装は他の女子生徒よりも力が入っていた。白地に金銀、青、オレンジ色のラインが入ったメルヘンチックな衣装は、まさに魔法少女というイメージそのものだ。そんなティセを調子に乗った恵子がけしかける。

「よし！　不思議魔法少女わんだーティセ子ちゃん！　変身ポーズだ！」

「変身ポーズ」

　ぴたっと足を止めたティセは、しばし何事か考え込み一つ二つうなずいてから、手にした魔法のステッキをかざす。

「不思議不思議摩ま訶か不ふ思し議ぎ。わんだーさいばーまーべらす」

　昨日も練習していたあの振り付けだ。しかし一向にうまくなっている気配はない。動作はぎこちなく、ポーズを決めたかと思うとそのまま静止。次のポーズへさっと直線的に移行するものだから、まるで昔のゼンマイ仕じ掛かけの人形のようだ。その上、台詞も完全な棒読み状態である。

「不思議魔法少女わんだーティセ子ちゃん。ただいまいらっしゃいました」

　ぴたっと最後にポーズを決める。しかしぎこちない振り付けと棒読みが相まって、広大はもちろん他のみんなもどう反応していいのか良く分からない。その中でいち早く歓かん声せいを上げた者がいた。

「萌え～～～～～～～～～!!」

　みんなの視線がその男子生徒に集中する。教室内にいる広大と同じクラスの男子の中で、唯ゆい一いつ着ぐるみを着てない生徒。狭間駿輔であった。駿輔は拳を握りしめ、感かん涙るいにむせびながら暑苦しく叫さけんだ。

「ぎこちないポーズと棒読み!!　これに優まさる萌え要素はない!!　下手にこなれていると逆に有あり難がたみがない！　これでこそ神!!」

　うわっと小さく声を上げて静花と桜子が引くのが分かる。そして二人から視線で尋ねられた恵子は苦く笑しようしながら答えた。

「あ～～、こいつね。ばりばりのアニオタなのよ。顔はいいけど。今回の魔法少女喫茶のプロデュースもやってるの」

　我に返った駿輔は、二枚目キャラ風に髪かみをはらうポーズを決めてから自己紹しよう介かいする。

「ご紹しよう介かいにあずかりました狭間駿輔です。将来イケメン俳優として『仮面ライダー』に出演後、声優に転向。『ガンダム』の主演兼けんシリーズ構成を担当するであろう男です」

「は、はぁ……」

　完全に引いている静花と桜子。そしてぽかんとして二の句が継つげないティルとティオ。あきれ顔の広大の横では、ティセが威い嚇かくするように激しく両手をぱたぱたさせている。魔法少女喫茶を提案したのが駿輔なだけに、少なからず遺い恨こんがあるようだ。

　しかし駿輔はそれに構わず、静花と桜子、ティル、ティオの姿を見てハッとする。

「広大！　お前、この子たちと知り合いみたいだったけど？」

「ティセの妹と友達だよ。逢おう瀬せ桜子ちゃんと上かみ温おん湯ゆ静花ちゃん。隣となりがティオとティル」

「ナイス！」

　一人で盛り上がる駿輔は、四人が座っているテーブルにバンと手を突く。
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「これは逸いつ材ざいだ！　こちらは差さし詰ずめ『ヒロインのライバルとして登場したが、やがて厚い友情で結ばれ、共に難敵に立ち向かう』キャラ！　タイプとしてはクーデレだな！　魔法撫子愛紗ちゃんのライバルで、マジカル武士道桜子ちゃんというのはどうかな！」

「い、いえ。どうかなと言われても……」

　桜子に向かってそうまくし立てると、今度は静花とティルに向き直る。

「そしてこのお二人は『魔法の事は全然知らない一いつ般ぱん人じん代表でヒロインの友人。魔法を知っても最後までヒロインの理解者』タイプ！　劇場版かＯＶＡで変身シーンがあるけど、最後は『夢だったのよ』とごまかされるタイプだな。どうだ、広大!!」

「……つうか何だよ、劇場版とか」

　熱く語る駿輔を無視して桜子は静花へと視線を巡めぐらせて言った。

「少し他を見ていきましょうか？」

「そ、そうですね」

　その時だ。教室の外から声が飛び込んでくる。

「先生はイケメンライダーなんて認めないのさ！　熱い男が演じてこその特とく撮さつヒーロー!!」

「その声は……!?」

　そんな広大に答える代わりに声の主は叫んだ。

「蒸着！」

　次の瞬しゆん間かん、廊ろう下かから教室へと閃せん光こうが差し込み、それが消えた後には光ひかり輝く強化服の上に白衣を羽織り、ポーズを決めるアーネチカの姿があった。

「宇宙教師あーちゃん!!」

「しまった、昭和特撮派だ!!」

「問題はそっちかよ！　最初の閃光とか強化服とかはスルーか!?」

　アーネチカの乱入に狼狽うろたえる駿輔に広大は思わず突っ込んだ。

「にゅふふふふ、こんな事もあろうかと密ひそかに開発しておいた特とく殊しゆ軽合金アーチャニュウムが役に立ったのさ」

「教師って暇ひまなんですね」

　ＵＮｂＡＲ職員という身分を隠してしょうぶ沼高校臨時講師をしているアーネチカに向かって、アイシャはうんざりとしたような顔でそう言った。

「シギイワート先生。今日は魔法少女喫茶で、宇宙刑けい事じ喫きつ茶さじゃないんですけど」

「なんだと！　宇宙刑事はヨーロッパや南米でも放送されていて大人気なんだぞ！」

「いや、それは関係ないし……。ん？　広大。栄さんの妹さんと友達はどうした？」

　気がつくと静花に桜子、そしてティル、ティオの姿もない。駿輔に言われて広大も初めて気がついた。

「あれ、今のどさくさに紛まぎれて逃にげられたかな？」




「ティル、あっちの軽食コーナーでホットケーキ食べましょう」

　校門で貰もらった文化祭のしおりを見ながらそう言う静花にティルは大喜びだ。

「わ～～い、ホットケーキ!!」

「食べ物で釣つられるなんて安いわねえ」

　ティオはティルの様子に呆れる。四人はアーネチカが乱入している間に、広大のクラスから逃げ出していたのだ。

「ティオ、ちゃんと降りて歩きなさい。飛んでると目立つわよ」

　桜子が小声でティオにそう注意する。ティオはアペンディックス『ナイトミスト』に身体を預け、床から数十センチの所をふわふわ飛びながら付いてきているのだ。

「こんな状じよう況きようじゃ、誰も気にしないわよ」

　ティオの言うとおりだ。文化祭という事もあり、周囲は校外の見学者も含ふくめて大おお騒さわぎ。模も擬ぎ店てんやお化け屋や敷しきという出し物、展示物に合わせて、ウェイトレスや妖よう怪かい、各種着ぐるみを着た生徒たちもそこかしこに見える。ティオが宙に浮いている事に注意を払はらう人間は誰も居ない。

「あ～～、いたいた！」

　静花、桜子たちが出てきたばかりの教室から恵子の声が響ひびく。振り返ると恵子が教室の戸から顔を出して手を振っている所だ。

「十一時と二時から特別イベントがあるから、良かったら顔出してね!!」

　顔を出したらろくな事にはならない様な気がする。静花と桜子は無言で視線を交かわし、そしてため息をついた。

「おい、今のゴスロリ少女。飛んでなかったか？」

　ティオに気付いた生徒の一人がそう言うが、言われた別の生徒は別に気にも留とめない。

「なに、文化祭なんだ。ゴスロリ少女が飛んでもおかしくないだろう」




　ミスしょうぶ沼高校コンテスト運営本部では、ラヴィーが机の上に置かれたノートパソコンと睨にらめっこをしていた。

「むむむ……。なんだ、このオッズと途と中ちゆう経過は!!」

「いや、そんな事を言われても。これは僕ぼくの友達である超凄いハッカーが作ってくれたプログラムでソフト的には問題ないかと……」

　ラヴィーの剣けん幕まくにしどろもどろになって末広彰は答えた。ミスしょうぶ沼高校コンテストはオッズが決定。何分、非公式のイベント故ゆえにおおっぴらに宣伝するわけにはいかないが、口コミで主に男子生徒へと伝わり、少しずつ票も集まってきている所だ。票は運営本部のＰＣに送信して貰い、彰の友人が組んだプログラムで集計中。ラヴィーはそのオッズと途中経過に文句を付けたのだ。

「なにしろ姫さまの参加は急に決まったものですから、告知が遅れましてオッズが作れなかったのですよ」

「それは分かる。しかし大空広大と同じクラスの女子のオッズだけが、やたら高いのはどういう事だ!?」

「僕も大空とは同じクラスですが、確かにうちのクラスの女子はレベルが高い。もっともみんな性格には難がありますが。しかし今回はあくまで見た目が勝負。それに魔法少女喫茶、これは強い。まちがいなくイベント補正が掛かる！」

　ラヴィーにそう答えているうちに、彰の弁が徐じよ々じよに熱を帯びてくる。

「大本命と言われた三年の合あい田ださん、二年の内うち村むらさんのクラスは、それぞれお化け屋敷と着ぐるみショーとインパクトに欠ける出し物！　その点、魔法少女喫茶ならクラスの女子全員に補正効果が掛かる！　これは上位をうちのクラスが独どく占せんする可能性も……」

「よし、行くぞ。ヴィーア！　ヴァッチ、ヴィッス!!」

　やにわに運営本部から外へと駆け出すラヴィーの後を追いながら、ヴィーアは怪け訝げんな顔で尋ねる。

「あの行くとおっしゃいますが、一体どちらへ？」

「決まっているだろう！　私の勝利は確実だが、大差を付けて勝たねば意味はない！　獅し子しは兎うさぎを倒たおすにも全力を尽つくすという！　その兎を倒しに行くのだ!!」

「……はぁ？」

　よく意味がわからないが、とにかく付いていくしかない。どうやら一いつ旦たん、ペンデュラム邸に戻もどるつもりのようだが、その途中でラヴィーはヴィーアに尋ねた。

「そういえばヴィーアもコンテストの票を入れたはずだな。誰に入れたのだ？」

　ヴィーアの後から追いかけて来ている黒服二人が同時に答えた。

「もちろん姫さまに……」

「お前たちには聞いていない！　ヴィーアは一体誰に票を入れたのだと聞いてる！」

「もちろん、姫さまですわ」

　ヴィーアのその答えにラヴィーは満足げに笑う。

「ははは、天才ギャンブラーのお前が票を入れてくれたからには、私の勝利はもう間ま違ちがいないな。あとはどれだけ差を付けられるかという事だけだ」

　そんなラヴィーの後ろ姿に、ヴィーアは涙なみだを隠しながら心中でつぶやく。……申し訳ありません。姫さま。ヴィーアはギャンブラーである以前に姫さまのメイドなのです。




　イベント開始の時刻になると、突然、魔法少女喫茶におどろおどろしいＢＧＭが響いた。それと同時に着ぐるみのモンスターが、廊下やカーテンの陰から現れる。モンスターはやはり広大のクラスの男子。お供の小動物役以外の残り半数だ。粗あら方かた埋うまっていた席に着いていた客たちは、大騒ぎしながら盛り上がる。

「お、なんだ？　敵か？　戦うか!?」

　その後も広大のクラスで時間を潰つぶしていたアーネチカが思わず椅い子すから立ち上がる。

「これはイベントですから、あーちゃん先生は黙ってみていて下さい」

　広大がそう言った時だ。マイクを握った駿輔が叫ぶ。

「魔法少女たちの敵モンスターが一いつ斉せい攻こう撃げきだ！　どうする魔法少女!!」

　派手な飾り付けとコスチュームに引かれて入ってきた子供たちが、駿輔のナレーションに大だい歓かん声せいを上げた。

「このままでは魔法の喫茶店から、夢と希望のパワーがすべて奪うばわれてしまうわ！」

　ベタな台詞を恵子が決めると同時に、窓の外から爆ばく音おんが響いてきた。広大たちの教室は一階。窓を見ると校門から入ってきたスポーツカーが、狭せまい校庭を横切り教室のすぐ外に停とまるのが見えた。

「とぉ！」

　コンバーチブルのスポーツカーからかけ声と共に、教室に誰かが飛び込んでくる。

「ほら、ティセ、ティセ！」

「ティセさま、台詞です」

　恵子とアイシャに促されてティセはようやく自分の役割を思い出したようだ。これ以上はないというほどの棒読みで台詞をしゃべる。

「あ、あなたは『紋もん付つき仮面さま』」

「はははは、苦戦しているようだね。魔法少女の諸君！　この『紋付き仮面さま』が来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶだ！」

　すっくと教室に立つのは目元を仮面で隠し、モーニング姿になぜか紋付きの裃かみしもをつけた、色々な意味で謎な男。それが『紋付き仮面さま』だ。

「お～～！　ここで魔法少女たちの味方。謎のヒーロー『紋付き仮面さま』の登場だ！　ちなみに『さま』までが名前だぞ!!」

　言うまでもなく、『紋付き仮面さま』の中の人は内うち山やま田だ王おう司じである。

「紋付き仮面さまというよりは、なんか正月仮面さね」

　アーネチカがマニアックな突っ込みをしているうちに、モンスターが紋付き仮面さまに襲おそいかかろうとする。その時だ。新たな闖ちん入にゆう者しやが現れた。

「ちょっと待った～～ッ!!　ここで真のヒロイン登場!!」

　予定にない展開にマイクを握っていた駿輔も戸と惑まどう。

「魔法のセレブ！　ツインテールラヴィー、ただいま登場!!」

「そしてお供の魔法のメイド、ドラドラヴィーアですわ」

　教室に駆け込んできたのはラヴィー。そしてその後ろからはしずしずとヴィーアが続く。二人とも普段のワンピース、メイド服をフリルやリボンで飾り、急ごしらえの魔法少女コスチュームにしていた。そればかりではない。ラヴィーとヴィーアの後ろから、黒服二人も駆け込んでくる。

「皆さん、我々も用意してきました。魔法の黒服……」

「いや、それはこの前で懲こりたから」

「そうだ！　そもそも少女ではないだろう」

「ええ～～!?」

　にべもなく広大とラヴィーから断られ、黒服二人はすごすごと教室から出て行った。

「でもさぁ、魔法少女じゃないと言えば……。あなたもそうじゃないの？」

　恵子がヴィーアに向かってもっともな指し摘てきをする。

「でもインターネットで調べたところ、一九歳や既き婚こん者しやでも魔法少女という事でしたから、二十歳はたちの私でも……」

「でも二十歳じゃさすがに少女はねえ。この場合、魔法女？」

　首を傾げる恵子に駿輔が口を挟はさむ。

「いや、最近は魔法使用女と言うらしいぞ」

「それどこかで見たわよ。ん～～、でもさ……」

　恵子と駿輔、そしてその二人に加わったアーネチカは、輪になってじっくりとヴィーアを観察する。さすがのヴィーアもその視線にたじろぎ気味だ。

「あ、あのなんでしょうか？」

「お姫さまのメイドで、ギャンブラーで実じつ年ねん齢れい二十歳の自じ称しよう魔ま法ほう少女。それってさ……」

　設定をまとめた恵子に駿輔とアーネチカはうなずき合う。

「脱だつ衣い麻マー雀ジヤンのキャラ設定よね」

「脱衣麻雀だな」

「脱衣麻雀さね」

「ええ～～ッ!?」

　よもや脱衣麻雀のキャラ扱いは想定していなかったのだろう。ヴィーアはがっくりと肩を落とした。

「ラヴィーは何の用ですか」

　やにわにティセがラヴィーにそう尋ねる。考えてみればその通りである。魔法少女喫茶は広大のクラスの出し物。ペンデュラム財団は文化祭と商店街の秋祭りの協賛スポンサーだが、クラスの出し物には関係ないはずだ。

「いや、それはもちろん『ミスしょうぶ沼高校コンテス……」

　途中まで言いかけたラヴィーだが、ハッとして口をつぐむ。そしてしばし硬直した後、踵きびすを返して教室を出て行く。

「急用を思い出した！　また来るぞ、愛あい玩がん鳥類!!」

「待ってください、姫さま！」

　そしてヴィーアもラヴィーを追って出て行ってしまった。

「怪あやしいですわね」

　両手をぱたぱたさせるティセの横でアイシャが言う。

「なんか『ミスしょうぶ沼高校コンテスト』って言っていたような……」

「ミスコンすか？　それは駄だ目めっす、禁止されてるっすヨ！」

　そうつぶやく恵子に藍留が言った。

「よし、後をつけてみるか。何かありそうだ」

　鸚鵡の着ぐるみから普ふ段だん着ぎに着がえた広大がそう言った。




「途中経過はどうなっている？」

　息を切らせて駆け込んできたラヴィーに彰は答える。

「急激に票が伸のびてきましたよ、姫さま」

「おお、やはりそうか。見る人は見ているのだな！」

「ええ、『姫さまファンクラブ』会員も投票……」

　満足げなラヴィーだが、彰はその後ろから付いてきた人ひと影かげを見て表情を強張らせた。

「禁止されてるミスコンやってるなんて、実行委員会に代わっておしおきよ！」

　某ぼう美び少しよう女じよ戦士のポーズを取ってそう言うのは、恵子、藍留、朱璃の三人、その後ろにはティセとアイシャ。そして広大の姿がある。

「不思議不思議摩訶不思議。わんだーさいばーまーべらす」

　自分も何か言わないといけないと思ったのか、ティセは変身ポーズとその台詞を一いつ生しよう懸けん命めいに繰くり返している。

「い、いや。これは商店街の人が……」

「あ～～！　末広くん、それはひどいなァ」

　彰と商店会会長の角田の間で、さっそく責任の擦なすり合いが始まる。

「とにかくミスコンは中止っす！　これは文化祭実行委員会命令っすヨ！」

「悪いけど、データは削さく除じよだからな」

　そう言いながら広大が近づくと、彰は覚かく悟ごしたようにノートＰＣの前から退いた。しかし恵子と藍留、朱璃が広大よりも早くノートＰＣの前に立ちモニターを覗き込む。

「……あ、ちょっと待って」

「早く消すっすヨ。禁止され……。でも、これはちょっと待った方がいいっすネ」

「駄目ッスよ、藍留。実行委員なんすから。……こ、これは。ちょっと……」

　どうやらリアルタイムでカウントされている投票に目を奪われているようだ。

「いい加減にしてください！　ＰＣは没ぼつ収しゆう、データは削除です!!」

　怒おこったアイシャが三人を押おしのけ、ＰＣを強制終しゆう了りようさせた。

「ああ～～、折せつ角かく、私がぶっちぎりのトップになるはずだった美少女コンテストが！」

「いや、それはないない」

　残念そうなラヴィーに恵子はそう言った。

「でも実行委員会で禁止されているのでは仕方ありませんわね」

　ヴィーアは少しほっとしたようにそう言った。




「はい、食べる？」

　そう言うと恵子は広大たちに中ちゆう華かまんとおでんのお椀わんを差し出す。

「なんだよ、今日は随分気前がいいな」

　首を傾げながらも広大はそれを受け取った。文化祭も順調にスケジュールを消化。今日は最終日という事で、後夜祭を兼かねた商店街の秋祭りが行われている。広大たちは商店街とペンデュラム邸の中に設けられた出店を回っているところだ。ペンデュラム邸の流れるプールには浅く水が張られ、子供たちが遊んでいる。

「ん～～、ちょっとね」

　そういうと恵子はポケットから何かカードのようなものを取り出し、それをトランプのように広げてみせる。十数枚はありそうだ。

「あら、それは商店街の商品券じゃありませんか」

　アイシャがそう言った。確かにしょうぶ沼商店街の商品券だ。どうやら恵子はそれで買い物をしていたらしい。

「同じものがあります」

　今度はティセが商品券の束を取り出す。使っていないのか、恵子より枚数は多そうだ。

「あらま、ティセも？　隅に置けないわねえ」

「男子の名前を書けと言われたので。取り敢えず広大を」

「??　なんだよ、一体」

　ティセと恵子の会話の意味が掴めず、広大は首を傾げる。一緒にいる孝郎と兵衛に視線で尋ねるが、二人とも見当が付かないようだ。

「ああ、これはね。……あ、ちょうどいいわ。運営委員に説明して貰いましょう。先せん輩ぱい、こっちこっち！」

　恵子が手を振ると、上級生の女生徒が二人、人ひと混ごみを掻かき分わけて近づいてくる。上級生の女生徒二人は、広大の前に立つや手にした箱を差し出す。

「大空広大くんですね？　はい、こちらが記念品。それにしても確かにいけてるわね。今まで話題にならなかったのが不思議なくらい」

「先月の執しつ事じ喫きつ茶さに来ていた人が多いみたいですからね。その票が効いたんじゃないですか？」

　恵子はちょっと得意げにそう言った。

「だから、一体何の話だよ」

「記念品、開けてみてください」

　上級生は直接、答えずに意味ありげな笑みでそう言うだけ。広大は訝いぶかりながら箱を開けた。中から出てきたのは金属製のタグがついた携けい帯たいストラップ。そしてタグには何か文字が刻み込まれている。

「第一回ミスターしょうぶ沼高校コンテスト優勝、大空広大さま～～!?」

　それを読み上げた広大と孝郎は思わず顔を見合わせた。

「ちょ、ちょっと待て。なんですか、このミスターしょうぶ沼高校って？」

「読んで字のごとくです。男子生徒の人気投票やっていたんですよ。大空くんは女子生徒の投票で僅きん差さながら優勝です！」

「ええ!?　ミスコンは禁止されてましたよね、ミスターコンはいいんですか？」

　クラス委員長の孝郎が慌てて確かく認にんするが上級生の女子生徒は平気な顔で答えた。

「ミスコンは禁止されてますが、ミスターコンは禁止されてませんから。それじゃ私、次点や各学年優勝にも記念品を渡さなきゃならないんで」

　そういうと上級生の女子生徒二人はさっさと去って行ってしまった。

「じゃあその商品券は……」

「へへへ、広大に投票して勝ったからその景品」

「男子の名前を書けと言われたので、広大の名前を書きました」

　恵子とティセは広大にそう答えた。

「なんでミスコンは駄目で、ミスターコンはいいんだよ！」

　思わずそう嘆なげく孝郎に恵子は言った。

「男女は平等じゃないのよ～～」

「まったく……。それで俺はどうだった？　クラスの他の男子は？」

　思い直して結果を確認する孝郎に恵子が答える。

「詳くわしくは聞いてないけど、広大以外じゃ狭間くんがいい所いっただけみたいね。あ～～、あと兵衛くんが一部に人気があったらしいわよ」

「兵衛が？」

　顔を見合わせる広大たちに恵子は言った。

「うん、一部の男だん性せい陣じんに人気があったんだって」

「ほぉ、男が惚ほれる男か。悪い気分ではないな」
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　兵衛はご満まん悦えつのようだが、広大は声を潜ひそめて恵子に確認する。

「一部の男性陣ってまさか……」

「うん、そう。あの美容師さんたちから情報が流れて、おかまな人たちが結構来ていたみたいよ」

　やれやれ……。でも兵衛は満足しているみたいだから、言わなくてもいいかな。広大はそう考える。

「不思議不思議摩訶不思議。わんだーさいばーまーべらす」

　よほど気に入ったのかティセは広大の横で変身ポーズの台詞を口ずさんでいた。







第12話　アイキャッチ





ラヴィー　「それにしても惜しかった！　お前たちの妨ぼう害がいさえなければ、この私がまちがいなくミスしょうぶ沼高校コンテストに優勝していたはずなのにな！」

恵子　　　「だからそれはないって言ってるでしょ」

藍留　　　「でもどうなったかちょっち興味あるっスよね」

広大　　　「それで、どうだったんだよ。途中経過までは見ていたんだろう？　誰が一位だったんだ？」

恵子　　　「ええと、それは……」

ラヴィー　「なにを隠す事がある。この私に決まっているだろう！」

アイシャ　「いいえ、ティセさまに決まってますわ！」

ティセ　　「私はアイシャだと思います」

アイシャ　「あの、ティセさま。お心遣づかいはありがたいのですが、私はあまりコンテストのようなものには興味がありませんので……」

恵子　　　「確かトップにいたのは、名前が分からない子だったわよねえ」

藍留　　　「そうっす。オッズもなくて、確か『黒くろ髪かみロングの見慣れない女の子』が一位だったスよ。『子犬みたいな女の子と一緒にいたお嬢さま風』の女の子が僅差で一位を追いかけていたっス!!」

恵子　　　「名前、分からないって事は、校外の子かしら」

広大　　　「っていうか、その二人。桜さくら子こちゃんと静しず花かちゃんじゃないのか？」

藍留　　　「ああ！　そう言えばそうっスね」

恵子　　　「あ～～……」

アイシャ　「恵子、ひょっとして気がついて黙ってました？」

恵子　　　「べ、別にそんな事はないわよ！」

藍留　　　「あと、『ふわふわ浮いていたゴスロリ風の女の子』というのも上位にいたはずっスよ」

広大　　　「あ～～……」

ティセ　　「桜子もいたから、それはきっと妹のティオですね」

ラヴィー　「なんだ、お前の妹はふわふわ飛ぶのか？　さすがに愛玩鳥類の妹だけはあるな」

ティセ　　「愛玩鳥類は関係ありませんが、文化祭ですからね」

ラヴィー　「ううむ、文化祭とは奥おくが深いものだな」









予告編





ラヴィー　「さて皆のもの、この私が活かつ躍やくするアイキャッチ二巻は楽しんでくれただろうな！　この勢いで三巻も……」

ティセ　　「たいへん残念ですが、アイキャッチはこの第二巻で終了です」

ラヴィー　「なっ!?　なんだそれは！　私は認めんぞ！」

ティセ　　「アイキャッチに収録されている短編が連れん載さいされていた雑誌『キャラの！』が休刊してしまいましたからね」

ラヴィー　「ううむ、許すまじ不景気！」

恵子　　　「まぁこれでジャンガリアンハムスターもお払い箱ばこねえ」

ラヴィー　「待て、まだ他にもこの巻に収録されてないエピソードがあっただろう！　ほら、遊園地に行く話とか」

広大　　　「あぁ、あれは次の本編になる第九巻に収録されるらしいよ。それで以降は、短編のエピソードも本編に合流だって」

ラヴィー　「おお、それは本当か！　うむ、いよいよ本編に殴なぐり込みだな。腕うでが……、いや、ツインテールが鳴るな！」

ティセ　　「それは頼たのもしいですね」

広大　　　「いや、別に頼もしくない。っていうか、ツインテールが鳴ってどうする」

恵子　　　「うわ、また増えるの？　ただでさえ、変な三兄妹きようだいも出てきたって言うのに」

ヴィーア　「変な三兄妹って、冬休みに入ったばかりの頃、学校の前で皆さんを捜さがしていた人たちでしょうか？　ヴァッチやヴィッスが大おお空ぞら広大の行き先を聞かれたと言ってましたが」

広大　　　「そう言えば俺たちの行き先は、近くのお屋敷の人たちに聞いていたと言ってたからな。きっとそうだろう」

ラヴィー　「ふふふ、私が本編に殴り込めば、そんな怪しげな三兄妹など即そく座ざに蹴け散ちらしてくれる。なにしろ私はｂｉｏビオクラフトの姫だからな!!」

恵子　　　「あ～～、そういえばすっかり忘れていたけど。あんた、本当にｂｉｏクラフトのお姫さまなの？　その辺、全然明らかになってないじゃないの」

ラヴィー　「なにを今さら！　これまでの話を見ても私がｂｉｏクラフトの姫である事は分かり切ってるではないか！」

ティセ　　「ではその謎の解明も本編のお楽しみですね」

ラヴィー　「だから分かり切ってると言ってるだろう、この愛玩鳥類！」









あとがき







　そんなわけで『グロリアスドーン　アイキャッチ』２巻「今日のラヴィーさん」をお届けいたします。

『グロリアスドーン』８巻「少女は粉雪に踊る」や、本書のアイキャッチ部分でもお伝えしましたように、短編を掲載しておりました「きゃらの！」休刊に伴い、この『アイキャッチ』シリーズも２巻で終了という事に相成りました。

　なおラヴィーをはじめとする『アイキャッチ』のキャラクターは、今後『グロリアスドーン』本編へ合流する予定となっております。

「キャラの！」に掲載した短編のうち、最後の遊園地編二作につきましては、近日発売予定の『グロリアスドーン』本編９巻（サブタイトル未定）の冒頭に収録。さらにラヴィー編の完結編を書き下ろしで付け加える事になっております。

　その辺でラヴィーたちに関しては、一応の決着となる予定ですが、最初にも書きましたように、本編にはその後も登場しますのでご安心を。




　さて「キャラの！」掲載の短編ですが、いわゆるところの「おなじみ」の作品にしていきたいという事でこの後の展開も色々と構想しておりました。

　もっともラヴィー登場以降は、編集さんとも話し合い、キャラクターをメインに押し出していこうという事になってましたので、予定していた展開と言いましても、それほどあっと驚く内容というわけでもありません。

　キャラメインという事もあり、主に学校行事絡みで色々と出来ないかなと思っていたわけです。

　またそれにともない新キャラというのも考えておりました。

　具体的には生徒会長キャラですねえ。最初は色々と暗躍するキャラというのを考えていたのですが、ラヴィー登場以降はちょっと路線変更。病弱なのに野心だけは人一倍、しかし外面だけはいい女の子という方向性でアイディアを温めておりました。

　その生徒会長キャラとラヴィーを組ませてどたばたをさせようというわけですな。ラヴィーと一緒に色々と画策するのですが、なにしろ本人が病弱という事もあり、すぐに倒れてしまったり。病弱といっても重病というわけでもなく、単に本人の運動不足や偏食から来ているんだけど、一切それを認めようとはしないとか。

　この巻に収録されている「夏休みです。幽霊に会いに行きましょう」のエピソードあたりで、ちらほらと生徒会長に言及しているのは、伏線といいますか、そんな構想があった頃の名残です。




　この巻に収録されている「文化祭です。魔法少女になりましょう」の後は「ティセ子さん、コミケに行く（仮）」というエピソードも考えておりました。ちょうど「キャラの！」の発売時期が年末にかかるので、時期的にもちょうどいいと思いまして。

　文化祭編から登場する新キャラ狭間俊輔は、そのエピソードを想定しての投入でした。当初の予定通りなら、次回のコミケ編でかき回し役となっていたはずです。

　また文化祭編も前後編という構想があったのですが、こちらも「キャラの！」休刊にともない断念という事で。




　他にやりたかったエピソードというと演劇祭編、体育祭編ですか。

　演劇祭に関しては、私の高校が一月下旬に行っていた事もあり、コミケ編の後に入った可能性もあったのですが。

　ティセが主演で演劇祭で「鶴の恩返し」をやる事になるが、果たして……。とまあそんな展開を考えていました。




　タイミングが難しくて入れられなかったのが「ティセが普通の女の子になってしまう」エピソードと、「広大とティセの初デート（？）」でしょうか。

「ティセが普通の女の子になってしまう」というのは、ティセが不思議ちゃんではなく、普通の（？）ツンデレ少女になってしまうという展開をやってみたかったのですよね。

　実際にやるとオチが難しくなるのですが、これはまあ夢落ちでもいいだろうと（笑）思っておりました。

「広大とティセとの初デート」については、自覚のないうちになんかデートのような状況になってしまうという、ラブコメではきわめてよくありがちな（笑）展開を考えておりました。

　しかしながらこれらの展開ですと、ラヴィーを絡ませる事が難しいので、短編ではいずれと思いつつものびのびになっておりました。




　新キャラという事では、ティルのクラスメートの二人、氷見川玲佳と生雲倖についても、本編で登場以後、短編の方でいじれないかと思っておりました。場合によっては丸々一本、中学生組の話もいいんじゃないかと。まぁ中学生組というと、桜子も中学生なのですが。……実は小学生相当（笑）もいますし。




　まあ本編はまだしばらく続きますし、これらのエピソードはそちらの方へ投入して行ければと思います。

　そもそも本編九巻に収録予定の遊園地編も、短編のアイディアの中ではかなり早い段階で出ていたにも拘わらず、結局、最後の方になってしまいましたから。




　それにしても今さらながら「キャラの！」の休刊は残念です。

　変形ＡＢ版平綴じという装幀や、他のレーベルも含め発売されるライトノベルを網羅した情報欄など、なかなか意欲的な雑誌だったと思うのですが。

　私としても、自分の作品が初めて表紙になった小説誌だけあって、色々と感慨深いものがあります。

　メディアミックス化された作品が、アニメ誌やコミック誌の表紙になった事はありますが、小説誌の表紙になったのはなにげに「キャラの！」が初めてなんですよねえ。

　なぜか（笑）。

　まぁＨＪ文庫編集部の方も、何とか機会を見て雑誌を復活させたいとは考えていらっしゃるようなので、私も読者の皆さまと一緒に首を長くして待っていたいと思います。

　その節にはまた表紙をよろしくお願いします。編集部の皆さま（笑）。




　それにしても雑誌の休刊が多いですねえ。休刊、廃刊にはならずとも、月刊が隔月刊に、そして季刊、不定期刊というパターンをよく見かけます。

　雑誌を読まなくなったからだという人もいますが、短期的に見るとこれはやはり現在の不況により広告収入が減った事も大きな要因なのでしょうな。

　ご存じの方も多いでしょうが、雑誌というのはそれ単体で黒字になる事はほとんどありません。

　最終的に採算を合わせるには、マンガ雑誌の場合はコミックスの売上などもありますが、一般にはやはり広告収入が大きいようです。

　しかしながら不況になると、直接の利益に結びつきにくいものからカットされていく。そうなると真っ先にやり玉に挙げられるのが、雑誌広告なのですよね。

　まぁこれが短期間の不況ならば、それほど目に見えた影響もなく、単に雑誌が薄くなったかなという程度なのでしょうが、現在の不景気は随分と長く尾を引いてますからねえ。

　バブル期のＰＣ専門誌なんて、総ページの半分近くが広告ですぜ、旦那（笑）。

　まあそんなわけで景気さえよくなれば、雑誌もまた色々と増えるかも知れません。




　さて……。

　なにやら今回の後書きは、なんかどうでもいい事を長々と書いているなあと思ったあなた。

　あなたは鋭い（笑）。

　実は今回も折の関係で後書きのページ数が多いのですよ。

　普通は四ページから五ページという事が多いのですが、今回はなんと八ページもあるのです。

　小説の中で八ページというのは、会話や各種描写などもあるので、意外とすんなり埋まってしまうのですが、後書きだけで八ページというのはなかなか埋めるのが大変でした（笑）。

　その八ページも何となく埋まってきたような気もします。

　次は『グロリアスドーン』九巻という事で、最初の方にも書いたように、「キャラの！」掲載分の短編残り二回（遊園地編）と、書き下ろしでラヴィー編の完結編となる予定です。

　サブタイトルは未定ですが、本編からは少し離れた話になるので、四巻のように変則的なタイトルになるかも知れません。




　それでは近日発売予定の『グロリアスドーン』九巻でお会いしましょう。







庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
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